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序

本書は、太宰府市朱雀六丁目 ・通古賀五丁目で行われた埋蔵文化財

発掘調査報告書です。

今回の調査地は、菅原道真が住んでいたと伝わる榎社と筑前国街

があったと推測される通古賀地区で、大宰府政庁を中心に広がって

いた大宰府条坊の右郭に位置しています。

今回の調査では「天下之一都会J(~続日本紀Jl)と称された大宰府
を物語るような奈良時代から平安時代にかけての遺構や遺物をはじ

め、日田街道沿いに形成された通古賀集落に関する近世 ・近代の遺

構や遺物など幅広い太宰府の歴史を知る上で貴重な所見を得ること

が出来ました。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助と

なり、広く活用され、ひいては文化財愛護の精神が高揚することを

心より願っております。

最後になりましたが、本調査に対しご理解ご協力いただきました、

関係各位ならびに諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

平成 23年 3月

太宰府市教育委員会

教育長関敏治



例言

l 木書は太宰府市朱雀六丁円 ・通占賀五丁円で、行われた大宰府条坊跡の発掘調査報告書である。

2. 遺構の実測には、国土調査法第 II座標系を利用した。したがって本書に示される方位は特に注記

のない限り G.N. (座標北)を示し、本文中に記される遺構の角度もこれを基準としたものである。

3. 調査対象地の表土除去および埋め戻しは(有)松田造園土木に委託した。

4. 遺構の実測及び写真撮影は担当者のほか中西武尚(現大分市歴史資料館)が行った。

5 遺構の空中写真撮影は(有)空中写真企画(代表壇睦夫)が行った。

6. 出土した鉄製品 ・木製品の保存処理は側タクト、末永亜由子が行った。

7. 遺物の実測は担当者のほか、福井円、久家春美、木戸雅美が行った。

8. 表人力 ・写真整理は瀬戸口みな子、市川晴美が行った。

9. 造物の整理接合 ・復元作業は馬場由美、住山景子、末永亜由子が行った。

10. 遺物の写真撮影は、(有)文化財写真工房(代表岡紀久夫)が行った。

11.図の浄書は、担当者のほか、福井円、久家春美、木戸雅美、吉富千春が行った。

12 本書に用いた分類は以下のとおり。

須恵器 ・・・ 『宮ノ本遺跡 II 一窯跡篇一JI(太宰府市の文化財第 10集) 1992 

陶磁器 ・・・ 『大宰府条坊跡xv ー陶磁器分類一JI(太宰府市の文化財第 49集)2000 
土器 ・・・・ 『大宰府条坊跡 IIJI(太宰府市の文化財第7集)1983 

瓦 ・・・・・ 『大宰府史跡出土軒瓦 ・叩打痕文字瓦型式一覧JI2000 九州歴史資料館

『宝満山遺跡群 4J1(太宰府市の文化財第 79集)2005 

13. 各現場の執筆は目次に記載されている通り、中島、宮崎、山村、井上が行い、 一部当時の調査担当

者である狭川真一 (現元興寺文化財研究所)、松浦智が執筆している。編集は宮崎が担当した。
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I、遺跡の位置と歴史

太宰府市は、北に四王寺山、北東に宝満山、南に背振山地東端の天拝山に固まれ、さながら盆地的な

様相を示している。これらの山々が途切れている北西に福岡平野が、南東に筑後平野が広がっている。

二つの平野に挟まれたこの狭い平野に古代には大宰府政庁が置かれ、政庁の博多側には水城跡の土塁が

築造されたほか、大野城 ・基捧城 ・阿志岐城などの古代山城が周囲に山々に築造されるなど、いわゆる

羅城を形成していたと考えられる。

大宰府政庁の前面には、いわゆる大宰府条坊と呼ばれる都市が整備された。その規模は南北 22条、

東西 12坊におよび、南辺部は筑紫野市まで広がっている。五条2丁目で行った第 217・224調査では、

平安時代中期と 12世紀埋没の南北道路側溝が検出され、約 90mの区害11りでみる条坊案では左郭 12坊推

定ライン上にあたる。『宇佐大鏡』久安4 (1148)年条の記述から、12坊路を「京極大路」とするとい

う見解が大宰府条坊復原案を最初に提示した鏡山猛氏以来支持されてきたが、その「京極大路Jの遺構

である可能性が十分考えられる。また、 T字路に取り付く平安時代後期の道路も明らかになり、平安時

代後期の時点で、平安時代中期以降急速に栄えていった安楽寺天満宮周辺の街区と大宰府条坊が接して

いたことを示すものと考えられている。筑紫野市塔原東 1丁目(第 258次調査)では、8世紀後半埋没

の平行する東西構が検出され、井上信正条坊案の 22条と合致し、条坊の南限である可能性が指摘され

ている。都府楼南 2丁目の第 222次調査は広大な面積が調査され、条坊内では近年一区画90m四方の設

計プランが導き出されているが、条坊外に続く条里の存在も指摘されており 、この調査地が条坊の外側

であった可能性も考えられ、平安時代後期に条里の土地での住宅開発があったとみられ、条坊と条里の

関係を知る貴重な所見を得ることが出来ている。般若寺丘陵西方の平地では大型の掘立柱建物が 2棟並

んで検出され、出土品も佐波里製品や奈良三彩をはじめ条幼内で‘は得意な遺構や遺物が見つかるなど大

宰府関連の官街施設と推測されている。

今回の調査地のひとつである榎社は条坊の中心付近に位置し、大宰府に左遷された菅原道真の館跡と

伝えられている。榎社は治安 3(1023)年に大宰大弐惟憲が道真の霊を弔うために浄妙院を建立したの

が始まりと伝えられ、慢の大木があったから痩寺とも呼称されるようになったといわれている。普段は

静かな境内であるが、秋の神幸祭では神輿が太宰府天満宮から榎社まで運ばれ、賑わいをみせる。

また、榎社の東方 200mほどにある通古賀の集落は日田街道に形成された農村集落で、近年までは田

畑に固まれていたが、現在は旧集落がわからないほど周辺は宅地化し、街道沿いが僅かに昔の面影を残

している。その集落の中心に鎮座する王城神社は、古代には大城山 (四ヱ寺山)にあって、『筑前国続

風土記拾遺』によると大野城廃絶後に現在地に遷座したとされている。



E 、調査体制

(平成6/1994年度)・・・ 第 153次調査

総括 教育長 長野治己

庶務 教育部長 白木三男

文化課長 花田勝彦

文化財保護係長 高田克二

文化振興係長 大田重信

主任主事 阿部大治 川谷豊

主 事 今村江利子

調査 技術主査 山本信夫

主任技師 狭川真一 (調査担当) 城戸康利 山村信柴

中島恒次郎(調査担当)

重松麻里子

技師 井上信正

技師(嘱託) 田中克子("--6年 7月 31日)

下川可容子

(平成9/ 1997年度)・・-第 195次調査

総括 教育長 長野治己

庶務 教育部長 小田勝弥

文化財課長 津田秀司

文化財保護係長 和田敏信

文化財調査係長 山本信夫

主任主事 藤井泰人

主 事 今村江利子

調査 技術主査 狭川真一 (9年 10月 1日，，--)

主任技師 狭川|真一(，，--9年9月 30日) (調査担当)

技 師

技師(嘱託)

(平成 10/1998年度)・・

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

城戸康利 山村信柴

高橋学

宮崎亮一 (調査担当)

下川可容子 森田レイ子

-第201次調査

長野治己

小田勝弥

津田秀司

文化財保護係長 和田敏信

文化財調査係長 山本信夫

主任主事 藤井泰人

2 

中島恒次郎 井上信正

主 事 今村江利子

嘱 託 鈴木弘江

調査 技術主査 狭川真一(調査担当)

主任技師 城戸康利 山村信柴

技 師 高橋学 宮崎亮一

技師(嘱託) 下川|可容子 森田レイ子

(平成 12/2000年度)・・・ 第 215次調査

総括 教育長 長野治己(，，--12月 24日)

開敏治(12月25日，，--)

庶務 教育部長 白石純一

調査

文化財課長 木村和美 (4月 1日，，--)

文化財保護係長 和田敏信

文化財調査係長 山本信夫(，，--10月 23日)

神原稔 (11 月 1 日~)

事務主査

主任主事

嘱託

技術主査

主任技師

藤井泰人

野寄美希

鈴木弘江

城戸康利

山村イ言柴(調査担当)

中島恒次郎 井上信正

中島恒次郎 井上信正 高橋学 宮崎亮一

技師(嘱託) 下川可容子 森田レイ子 佐藤道文

(平成 16/2004年度)・・-第243次調査

総括 教育長 闘敏治

庶務 教育部長 松永栄人 (4月 1日，，--)

文化財課長 木村和美

保護活用係長 久保山元信

調査係長 永尾彰朗

事務主査 藤井泰人(~ 6月 30日)

驚藤実貴男 (7 月 l 日~)

主任主事 大石敬介

調査 主任主査 城戸康利

技術主査 山村信柴 中島恒次郎

主任技師 井上信正 高橋学 宮崎亮一

技師(嘱託) 下川可容子 森田レイ子 柳智子 渡漫仁

松浦智(調査担当)
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長直信



(、ド成 18/2006年度)・ ・・ 第 262次調査

総括 教育長 開敏治

庶務 教育部長 松永栄人

文化財課長 粛藤康之

保護活用係長 久保山元信

調査係長 永尾彰朗

主任主査 官藤実貴男

吉原慎一 (7月 1日，，-，)

事務主査 大石敬介(，，-， 6月 30日)

調査 主任主査 城戸康利 山村信柴 中島恒次郎

技術主査 井 ヒ信正(調査担当)

主任技師 高橋 学 宮崎亮一

技師(嘱託) 柳 智子 下高大輔

(平成 21/2009年度)・・・ 第 279次調査

総指 教育長 闘敏治

庶務 教育部長 山田純裕

文化財課長 粛藤蹟之

保護活用係長 菊武良一

調査係長 永尾彰朗 (，，-， 6月 30日)

主任主査 吉原慎一 粛藤実貴男

調査 主任主査 城戸康平Ij (都市整備課併任)

山村信柴 中島恒次郎

技術主査 宮崎亮一(調査担当)

主任技師 高橋学

技師 遠藤茜

技師 (嘱託) 柳 智子

(平成 22/2010年度)・・ ・報告書発行

総柄 教育長 闘敏治

井上均 (7月 l日，，-，)

井上信正

庶務 教育部長 山田純裕

文化財課長 井上均

保護活用係長 菊武良。

調査係長 池本義彦

主任主査 吉原慎一 橘川|史典

主任主査 城戸康平IJ (都市整備課併任)

山中、t{言柴 中島恒次郎 井上信正

技術主査 高橋学 宮崎亮一

技師 遠藤茜

技師 (嘱託) 白石渓冴

調査
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Fig. 1 大宰府貿易陶磁編年

紀年銘資料 ①A. D. 927 延長5年.大宰府74次SD205A溝
②A. D. 1091寛治5年，平安京左京4条1坊SE8井戸
③A. D. 1224貞応3年，大宰府33次SD605溝
④A.D.1304嘉元2年，太宰府109.111次SD3200溝
⑤A. D. 1330元徳2年.大宰府45次SX1200池
⑥A. D. 784 延暦3年.長岡京102次SD10201溝
⑦A. D. 1459・1465長禄3 寛正5年t福岡市井稲田Clト SGI6;也
⑧A. D. 1501文亀元年，大宰府70次SD1805溝
⑨A. D. 1265文永2年.博多62次713土機
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1大野城跡

2岩屋城跡

3陣ノ尾遺跡

4筑前国分寺跡

5辻遺跡

6国分松本遺跡

7筑前国分尼寺跡

8国分千足町遺跡

9御笠団印出土地

10.水城跡
11.大宰府政庁跡
12.観世音寺

13.遠賀団印出土地
14.大宰府条坊跡(破線内)

15.君畑遺跡
16.般若寺跡

17市ノ上遺跡

18神ノ前窯跡

19原口遺跡

20篠娠遺跡

21.前田遺跡

22宮ノ本遺跡

23雛川遺跡

24フケ遺跡

25尾崎遺跡

26脇道遺跡

27.殿城戸遺跡

Fig. 2 太宰府市とその周辺の遺跡(1/30000) 

6 

28剣塚遺跡

29唐人塚遺跡

30. *.霊長畑遺跡 (・は猛火葬墓)
31太宰府天満宮(安楽寺跡)
32.;甫城跡

33.原遺跡

34京ノ尾遺跡

35カヤノ遺跡
36報告現場一帯

Fig.3 調査地と周辺調査地点(1/5000)
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皿、調査および整理方法

調査および整理方法については、『佐野地区遺跡群IJ](太宰府市の文化財第 14集 1989)、『太宰府市

における埋蔵文化財調査指針Jl(太宰府市教育委員会 2001年 9月改訂)に基づいている。

発掘調査は工事によって遺構が破壊される範囲のみを対象としている。第 201次 ・215次調査につい

ては、調査による破壊は最小限に留め、遺構はそのまま地下に保存されている。表土剥ぎ、はパックホー

によって行二っている。

整理報告に際し、圏内からの搬入品については形状が確認できるものは極力報告することに努めたが、

整理報告作業の効率化と報告書のスリム化のため、規格性が強い輸入陶磁器については『大宰府条坊跡

xv一陶磁器分類一』を基に分類し、出土遺物一覧表に分類と破片数を掲載したのみで、実測作業は基

本的に行っていない。しかし、未分類のものや稀な陶磁器などについては実測し報告している。よって、

遺構時期の検証については、出土遺物一覧表も同時に確認して頂きたい。

なお、調査の図面や写真、そして出土造物は太宰府市文化ふれあい館に保管されている。

W、調査報告

1、第 153次調査

(1)調査に至る経緯

調査地は、通古賀 5丁目 1204番地に所在し、専用住宅建て替えに伴い、埋蔵文化財の記録保存のた

めの発掘調査を実施した。鏡山猛氏推定条坊案右郭 11条3・4坊に位置し、菅原道真居宅とされる現榎

社から南西にある玉城神社に接している。

調査に至る経過は、平成4(1992)年 6月 15日に当該地番について地権者(稗田勇氏)から建設業者

を介して埋蔵文化財取り扱いの有無に関して問合せがなされたことに始まる。文化財保護法 57条(当

時)による周知の遺跡・大宰府条坊跡内に所在していることから、埋蔵文化財の取り扱いが生じること、

ならびに実務内容について説明した。その後協議を重ね、平成 5(1993)年4月6日に確認調査を実施し、

現地表下 O.3m ""-' O. 4mの箇所で埋蔵文化財が確認されたため、記録保存のための調査が必要である点を

再度説明した。平成 5年度内に、建築内容と埋蔵文化財の取り扱いに関する協議を重ね、下記内容で埋

蔵文化財の記録保存のための調査を実施することで合意した。

開発対象面積は 495nf、調査面積は 300nfを割~り、調査期間は平成 6(1994)年 6月3日から同年 7月

4日である。調査は、狭川真ーならびに中島恒次郎が実施した。

(2)基本層位

借家としての土地利用がなされていたが、現地表下 O.3m ""-' O. 4mの厚さで茶色土が堆積しており、そ

の直下に黄灰色砂を遺構形成面として埋蔵文化財が確認できた。

(3)検出遺構

検出できた主な遺構は、遺構面が浅いということからか、深い遺構である土坑 ・井戸を検出した。し

たがって、遺構形成時期は、まだ標高が高かったものと推定され、後世の削平によって多くの遺構が欠

失したものと考えられる。

溝

153SD006 

調査区東部にて確認した遺構で、南北に長く長軸長 4.8m、短軸長 O.5m ""-' 1. Omの幅を有している。

深さは O.36mを測る。上位に 153SD002が重なっているが、同一遺構と判断される。淡茶褐色砂質土が
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井戸
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Fig.4 第 153次調査遺構全体図(1/200)
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調査区中央の北端部にて検出した遺構。遺構規模は、長軸長1.95m、残存短軸長 1.OOm、深さ1.33m 

を測る。遺構形状は不整円形を呈している。遺構内には、黒色土が上位に堆積し、枠内と判断される部

分は、一辺 1.12mを測る正方形を呈しているものと判断されるが、遺構北半が調査区外に展開している

ため明らかにできない。枠内は深さ O.24mで残っていた。この部分には、上位層と同様に黒色土が堆積

している。外側の裏込め部分には、茶色土が充填されている。

153SE010 

調査区西部で検出した遺構で、当初は土坑として記録を進めていたが、遺構最下部で円形の枠痕跡

を確認したため、井戸と判断した。遺構規模は、長軸長 2.OOm、短軸長1.95m、深さ 1.06mを測る。遺

構形状は当初は円形を呈していたものと判断されるが、各所が崩壊しており、円形形状を保っていな

い。遺構内には、黒茶色土が上位に堆積し、枠内と判断される部分は、直径 0.44mを測る円形で、深さ

0.29mが残っていた。この部分には、黒灰色土が堆積している。外側の裏込め部分には、灰色砂が充填

されている。

153SE015 

調査区南西端に確認した遺構で、 一部撹乱によって壊されているが、検出面からやや下がった位置

で再確認した遺構形状から、方形の形状を有する井戸であることが分かった。遺構規模は、長軸長

2.02m、短軸長 1.88m、深さ1.17mを測る。遺構上位には茶黒色士が盆状に堆積し、井戸廃絶後に土坑

として機能していたものと考えられる。上位堆積土下に方形の井戸形状を示す遺構痕跡が観察でき、隅

丸方形の井戸枠は、約 O.5mほどの大きさを示し、内部に黒茶色土が堆積していた。裏込土は黒色砂質

土で充填されている。井戸枠材は腐植のためか観察できなかった。

土坑

153SK004 

調査区南東端に検出した遺構で、土坑と判断したが 153SD022と一連の遺構である可能性がある。検

出長軸長は 5.2m、短軸長1.8m、深さ O.7lmを測る。構状ではあるが、部分的に深くなっている。上位
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が暗茶色粘質上、下位に明茶色上が堆積している。遺構の切り合い関係、では、 153SK009→ 153SK004と

観察できた。

153SK008 

調査区南東部に検出できた土坑で、撹乱として扱った 153SX007に遺構北西部を破壊されており、長

軸長1.3m、残存短軸長 0.9m、深さ1.01mを測る。下位には 153SK012がある。

153SK009 

調査区南東端に検出した遺構で、切り合し、から 153SK004とは別遺構と判断した。調査区端部にて検

出したこともあり、遺構全形は明らかにし難い。残存長軸長は 2.45m、短軸長は1.1m、深さは O.57mを

測り、灰茶色土が堆積していた。

153SK012 

調査区東部に検出した遺構で、不定形の土坑である。遺構規模は、長軸長 2.3mを測り、遺構北西部

を撹乱によって失っており、残存短軸長は 1.84mを測る。深さは、1.05mを測る。遺構の切り合いがあ

り、 153SK012→ 153SK008→ 153SK007(撹乱)で、当該遺構は最も古い遺構になる。出土した遺物から

も7世紀末に位置づけられる遺物が出土していることから、この点に矛盾はなかった。堆積土は、黄茶

色士である。

153SK013 

調査区東部で検出した遺構で、遺構の 1/4ほどを後世の撹乱によって失っている。遺構規模は長軸長

2. Om、短軸長1.65m、深さ1.41mを測る。遺構の平面形状は、やや崩れた隅丸方形を呈している。遺構

上位に茶黒色土が、下位に黒色土が堆積している。遺構内の堆積土からは平安中期に帰属する遺物が多

く出土したが、遺構形成時期は最新の造物で考えると江戸期であると考えられ、古代の遺構を破壊して

当該遺構が形成されたものと考えられる。

153SK019 

調査区東半部で検出した遺構で、遺構西半を失っている。長軸長 1.50m、短軸長1.48mであるが、隅

丸三角形を呈している。深さは、1.4mを測る。遺構内には黄茶色土が堆積しており、散在的に遺物が

出土している。153SK012と同質の堆積土であった。

153SK028 

調査区中央部からやや西寄りの箇所に検出した遺構で、 153SK041と同一遺構。長軸長 2.0m、短軸長

1. 25m、深さ O.34mを測る。黒灰色土が堆積している。

その他の遺構

153SX003 

調査区東部、 153S0002・006に近接して検出した小穴である。直径 0.45m、深さ O.36mを測る略円形で、

茶黒色土が堆積していた。

153SX020 

調査区西半のやや南寄りに検出した遺構で、 153SX047→ 153SX020→ 153SE010の切り合い関係を観

察した。遺構残存状況が極めて悪く、近接して検出した井戸 153SE010が使用される際の窪みであった

可能性がある。残存長軸長 2.4m、深さ 0.05mを測る。黄茶色土が堆積していた。

153SX032 

調査区西部にて検出した不整形の窪みで、茶色土を堆積していたが、上位の撹乱層の取り残しと判断

される。

153SX043 
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調査区西半のやや南寄

りに検出した遺構で、下

位に 153SX046ならびに

153SX049が確認できて

いる。長軸長1.6m、短

刺1長1.2m、深さ O.38m 

を測る。黒茶色土が堆積 i 

していた。

153SX047 

調査区西半のやや南

寄りに検出した遺構で、

153SX047→ 153SX020→ 

153SE010の切り 合い関

係を観察できた。多く

の遺構に切られているた
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Fig. 5 153SE005出土遺物実測図 (1/3)

め、遺構全形を掴むことはできないが、残存長軸長1.8mを測り、深さは 0.27mであった。

153SX049 

調査区西半のやや南寄りに検出した遺構で、 153SX049→ 153SX046→ 153SX043の切り合いが観察で

きた。長軸長 4.3m、短軸長 3.4m、深さ O.38mを測り、黒茶色士が堆積していた。

(4)出土遺物

溝

153SD006出土遺物 (Fig.6) 

縄文土器

深鉢(1) 口縁部のみの破片資料で、全形を明らかにし難い。器面が内外面ともに摩耗しているため、

成形・調整痕跡は観察できなかった。口縁端部に「ひれ」状の突起を有している。残存高 7.2cmを測る。

井戸

153SE005茶色土出土遺物 (Fig.5) 

土師器

小皿 a1 (1) 復原口径 9.1cm、器高 1.Ocm、復原底径 5.6cmを測り、やや底径が小さく、体部に丸み

を有する形状をもっ。内外面ともに回転ナデによって成形され、底部外面の処理は器面摩耗のため不明

であった。

丸底杯a(2) 復原口径17.2cm、器高4.Ocm、底部切り離し処理が観察できる範囲は、7.0cmの径を測る。

内外面ともに回転ナデによって成形され、底部外面処理は、回転へラ切りであった。口縁部内面にはミ

ガキ b痕跡が観察できる。

丸底杯 (3) 底部が残存しないため、椀である可能性も残す。残存高 3.2cm。内面にミガキ bならび

にミガキ cが、外面下位には底部押し出しのための指頭圧痕が観察できる。

椀 c(4) 高台のみの破片で、椀であるのか皿であるのかは判断し難い。高台端部を外上方へ跳ね上

げることを考えると、平安後期以降に出現する椀 Cの可能性が高い。残存高 1.6cm、高台径 6.7cmを測る。

聾 b(5) 口径を導き出すことができないが、やや鍋形に近いものと考えられる。体部下位に叩きが

施され、内面には当て具痕跡と考えられる円形の窪みが、外面には格子叩き痕跡が観察できる。口縁部

11 
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153SE015 153SE015黒茶色土

Fig.6 第 153次調査構および井戸出土造物実測図(1/3)

外面は淡褐灰色で体部外面の中位から下位についてはも同様に変色している。使用に伴う二次焼成痕跡

と考えられる。残存高 12.5cmを測る。

越州窯系青磁

壷 (6) 素地に淡白灰色を呈する O.5mm '"'-' lmm大の砂粒を僅かに混入し、軸調は内面淡褐灰色、外面

は暗茶褐色から淡灰褐色を呈している。底部は円盤状の形状をとり、底部外面は回転ナデによって仕

12 

ヒげられている。これらのことから、越州窯系青磁H類系の窯で焼成されたものと考えられる。残高

3. 7cm、復原底径 10.2cmを測る。

153S印 10出土遺物 (Fig. 6) 

土師器

皿 c(2) 口径 1l.6cm、器高 2.6cm、高台径 6.6cmを測り 、内外面ともに回転ナデによって成形され

ているが、見込み部分には不定方向のナデの痕跡が観察できる。皿部の底部外面の処理は、ナデ痕跡に

よって消されているため不明。

椀 (3) 口縁部のみの破片資料。復原口径 15.Ocm、残存高 3.4cmを測る。体部内面にはミガキ b痕跡

が、外面には器体押し出しの際の指頭圧痕跡が観察できる。

椀 c2 (4) 高台から体部下位までの破片資料で、体部に丸みを有することから平安中期に通有な椀

と判断される。内面にはミガキ b痕跡が、体部外面には成形のための回転ナデ痕跡が観察できる。底部

外面は不定方向のナデによって椀部の底部処理痕跡が消されているため不明。

黒色土器A類

椀 cl (5) 高台から体部下位までのもので、内面が黒色化されミガキ Cによって丁寧に仕上げられ

ている。残存高 4.2cm、復原高台径 8.8cmを測る。胎土に白雲母破片を多く含む。

黒色土器B類

椀 c(6、7) 両者とも内外面を黒色に処理するもので、 6は直立するやや高い高台形状を有し、見込

み部分を 4分割によるミガキ Cによって仕上げている。底部外面に椀部切り離し処理痕跡が観察でき、

回転糸切り痕跡をとどめる。7は断面台形の高台形状を呈し、体部内外面に細いミガキ C痕跡をとどめる。

体部形状は 6は直線的に外方へ開く形状が想定できるが、 7は丸みを有した形状が想定できる。それぞ

れの特徴から、 6は西部瀬戸内系、 7は楠葉産の黒色上器と考えられる。6は残存高1.9cm、復原高台径

5. 5cm、7は残存高 l.7cm、復原高台径 5.2cmを測る。

須恵器

鉢 (8'"'-'12) 8・9は口縁部の破片で、内面に丸く肥厚する特徴を有している。両者とも残存高

2. 7cmを測る。10・11は体部の破片資料で、底部から直線的に外方に開く特徴を有する。11の体部内

面下位には、調整痕跡を消すように使用痕跡が観察できる。12は、先述した 8・9とは異なり、口縁部

で一度直立し、端部に至って丸く肥厚する形状を有する。やや瓦質の焼きである。これまで述べた全て

の製品で、胎土は精選され、黒色微粒子を少量含む特徴を有している。これらのことから丹波篠窯で焼

かれた製品と考えられる。

壷(13、14、16) 13は、双耳査の一部と考えられる。粘土塊を指頭圧で器体に接合したもので、内

外面に貼付のための指圧痕が観察できる。残存高 4.5cmを測る。14は、底部の破片資料で、上位の状

況は不明である。体部外面は回転ナデならびに斜め庁向のナデによって丁寧に仕上げられており、底部

と体部の境界部分に削り痕跡をとどめる。体部内面には指頭圧痕ないしは当て具痕跡が観察できる。底

部外面には不定方向のナデ痕跡が観察でき、底部切り離し痕跡は明らかにし難かった。焼成 ・還元とも

に良好。16は、底部の破片資料で、やや窪み気味の底部から外方へ内湾しつつ立ちあがる体部形状を

有する。断面が赤褐色を呈し、外面には格子叩きの後カキ目痕跡が残り、内面には同心円当て具痕跡が

観察できる。当初これらの特徴から朝鮮系無紬陶器(高麗陶器)と判断していたが、器厚や内外面の成

形 ・調整技法から須恵器と考えた。残存高 10.4cm、復原底径 15.8cmを測る。

越州窯系青磁

水注(15) 体部上位の破片資料であるが、外面に縦方向のへラ押圧による分割施文が観察でき、把
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 Fig. 7 第 153次調査土坑出土遺物実測図(1/3)

手が貼付されていたと考えられる痕跡があることから水注と考えられる。素地特徴は茶灰色で精選され

ており、外面に暗黄緑色の半透明紬がかけられている。越州窯系青磁 I類系の製品。残存高5.9cmを測る。

153SE015出土遺物 (Fig.6)

土師器

小皿 a1 (17) 復原口径 11.Ocm、器高 L5cm、復原底径 8.4cmを測り、底部外面の処理は回転へラ切

りである。口縁部がやや外反気味な部分があるが、成形時の「ゆらぎ」によるものと考えられ、意図的

な成形とは考えられない。

黒色土器A類

椀 (18) 口縁端部のみの破片資料で、口縁端部付近でやや直立気味になる。残存する部分から椀2

と想定される。内外面ともに回転ナデ痕跡が観察され、内面のミガキ c痕跡を見ることができない。残

存高 2.6cmを測る。

椀c1 (19) やや外方に開く高台形状を有し、直線的に外方に開く体部形状を呈する。内面にはやや

粗いミガキ cが観察でき、底部外面の処理は回転へラ切りであると考えられる。胎土に白雲母細片を多

く含んでいる。残存高 3.5cm、高台径 7.2cmを測る。

14 

19 

23 

153SE015黒茶色土出土遺物 (Fig.6、Pla.21)

土師器

皿 c(20) 口径 12.1cm、器高 2.1cm、高台径 7.1cmを測り、血部中央に 1ヶ所穿孔が施され、皿部

の底部切り階しは、回転へラ切りによって処理されている。胎土中に白雲母細片を多く含むという特徴

を持つ。

椀 c1 (21) 残存高 3.8cm、高台径 7.2cmを測り、直立気味に立ち上がる高台形状を有し、体部は直

線的に外方に開く 。杯部の底部外面の処理は、回転へラ切りで内外面ともに回転ナデによって成形 ・調

整が行われている。

153S印15黒灰色砂質土出土遺物 (Fig.6) 

土師器

椀 c2 (23) 直立気味の高台から丸みを持つ体部形状を有し、椀部底部外面は回転へラ切りによっ

て仕上げられている。内外面ともに回転ナデによって仕上げられている。残存高 5.1cm、復原高台径

7.8cmを測る。

黒色土器A類

椀 (22) 口縁部のみの破片資料で、歪ながら丸みを有している。内面はミガキ cが、外面は回転ナ

デ痕跡をとどめる。胎土中に白雲母細片を多く混入している。残存高 4.0cmを測る。

土坑

153SK004出土遺物 (Fig.7) 

石製品

用途不明品(1) 石鍋A群の把手部分の破片資料である。側面部分を削りによって切り離されており、

再加工製品として切断されたものと考えられる。石材色調は銀白色~暗銀灰色を呈し、内外面に削り痕

跡を多くとどめている。石材は滑石。残存高 4.9cmを測る。

153SK008出土遺物 (Fig. 7) 

縄文土器

器種不明 (2) 小破片のため器種特定には至らない。外面に押型文が観察でき、胎土巾に滑石を多く

混入している。残存高 2.5cm ;を測る。

土師器

小皿 a1 (3"-' 7) 復原円径 9.2cm "-' 1 L 2cm、器高 LOcm "-' L 35cm、復原底径 7.3cm "-' 9. 25cmを測り、

3以外は属平な形態をとる。底部外面の切り離し処理は、いずれも回転へラ切りで、板状圧痕をとどめ

ている。6のみが、見込みの不定方向のナデによってやや円形の底形状を有する。型式的には、 3から

7へと新しくなるものと考えられる(山本、 1990)。

丸底杯 a (8、9) 口径 14.9cm . 15. 7cm、器高 3.6cm・4.1cmを測り、底部切り離しが観察できる直径

は 10.8cm・12.1cmを測る。通有の丸底杯に比較して器高が深いのが特徴である。底部切り離し処理は、

いずれも回転へラ切りである。体部内面にはミガキ bが、体部外面には指頭圧痕を多く観察できる。

丸底杯 c(10) 先述した丸底杯に高台を貼付した形状をとり、擁形に直線的に開く高台形状を有し

ている。 口径 14.95cm、器高 5.4cm、高台径 7.1cmを測り、坪底部に残存する切り離し痕跡は、回転へ

ラ切りである。口縁部内面に器面調整の際のミガキ bが、体部外面には指頭圧痕を多くとどめている。

153SK009出土遺物 (Fig.7) 

土師器

丸底坪 a(11) 復原円径 14.6cm、残存高 4.Ocmを測り、器面摩耗が著しいため成形 ・調整痕跡は観
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察できなかった。

153SK012出土遺物 (Fig.7) 

土師器

丸底坪 a(12) 口径 15.4cm、器高 3.9cmを測り、体部内面にはミガキ b、体部外面には指頭圧痕が

観察できる。指頭圧痕が顕著なため、郎底部切り離し痕跡が観察し難かった。

153SK013出土遺物 (Fig.7) 

ヒ師器

丸底杯 (13，14) いずれも口縁部の破片資料で、高台の有無を明らかにし難かった。復原口径

14. 6cm "-' 15. 4cm、残存高 3.2cm "-' 3. 3cmを視IJる。13は口縁部内面にミガキ b痕跡をとどめている。

椀 c2(15) 楼形に外方に開く高台形状を有し、丸味を帯びた体部へと移行する。体部内面に僅かに

ミガキ C痕跡が観察できる。残存高 3.2cm、復原高台径 6.8cmを測る。

白磁

椀(16) 幅広の畳み付けを有し、削り出しによる高台である。内面および体部外面には淡灰白色の

紬薬が掛けられ、軸調は半透明で光沢がある。素地は精選され淡灰白色を呈している。これらのことか

らやや小型の白磁碗 1-2類と考えられる。

153SK013黒色土出土遺物 (Fig.7) 

土師器

小皿 a1 (17) 復原口径 10.9cm、器高 1.2cm、復原底径 5.3cmを測り 、やや凸形の底部形状を有して

いる。底部外面切り離しは、回転へラ切りである。

黒色土器B類

托(18) 高台脇に「鍔」を貼付するもので、托形椀と考えられる。内外面ともに黒色処理されており、

丁寧なミガキ cによって仕上げられている。残存高 2.1cmを測る。

椀 c2(19) 高台端部を上方に跳ね上げるもので、椀部内外面に丁寧なミガキ C痕跡をとどめる。そ

れに先立つミガキ b痕跡が口縁端部内面に観察できる。復原口径 15.9cm、器高 6.2cm、高台径 7.8cmを

測る。

153SK019出土遺物 (Fig.7) 

須恵器

蓋 c(20) 天井部のみの破片で、やや丸みを有する蓋と考えられる。つまみ部分が欠損している。

天井部外面の中心寄りの部分は、回転へラ削り痕跡が観察できる。残存高 2.05cmを測る。

蓋 1(21) 口縁部にかえりを有するもので、復原口径 13.4cm、残存高 2.2cmを測る。天井部外面に

は回転へラ削り痕跡をとどめ、焼成 ・還元ともに良好。

亦 a(22) 復原口径 14.8cm、器高 2.7cm、復原底径 9.8cmを測り、平底の底部から直線的に外方へ

体部が開く。底部外面は、回転へラ削りによって忙上げられている。

153SK028出土遺物 (Fig.7)

金属製品

鉄釘 (23) 残存長 15.3cm、長軸長 0.9cm、短軸長 0.8cmの略長方形の断面形状を有する。打点部分

を折り曲げるもので、木質などの付着は観察できなかった。

その他の遺構

153SX003出土遺物 (Fig.8)

瓦類
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Fig.8 第 153次調査その他の遺構および土層出土遺物実測図 (1/3、lのみ1/4)
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軒丸瓦(1) 1丘径9・35cmの軒丸瓦で、中心に味文を lつ、そのまわりに単弁を 12集めぐらす単純な

文様のものである。瓦当裏面には丸瓦と接合のための指頭圧痕をとどめている。色調は、暗黒灰色で瓦

質に焼き上げられている。

153SX007出土遺物 (Fig.8) 

土師器

鉢 (2) 復原口筏 31・8cm、器高 11・5cm、復原底径 23・9cmを測り、砂粒を多く含み粗製の印象をうけ

るものである。体部外面には縦}j向のハケ調整がなされ、底部と体部の境界付近の内面には横万向の強

いナデ痕跡が観察できる。底部外面には板状圧痕をとどめている。

石製品

石斧 (3) 刃部を欠損しており石斧と言えるかどうか心許無しゅ人器表面を細かく敵打した痕跡をと

どめている。石材は暗灰色の玄武岩。残存長 9.7cm、直径4・5cm~ 5. 2cmを測る断面椅円形を有する。

153SX032出土遺物 (Fig.8) 

陶器

椀 (4) 器厚が極めて薄く、内外面に黒褐色がかった暗茶褐色の光沢ある紬が掛けられている。素地

特徴は、精選されており淡白灰色で O.5mm以下の砂粒を僅かに混入している。残存高 3.5cmを測る。産

地は不明

大費 (5) n縁端部を川字状に仕上げる。素地は淡灰白色の O.5mm大の砂粒を多く含み、時茶褐

色の自然紬が掛っている。残存高は 6.0cmを測る。諸特徴から常滑系の焼き物と考えられる。

153SX043出土遺物 (Fig.8)

土師器
郎 a(6) 底部のみの破片資料で、小皿の可能a性もあるが、共伴した資料の型式から、郎と判断した。

底部外面は回転へラ切りによって処理され、残存高 1.1cm、底径 6.6cmを測る。

皿 a(7、8) 復原口径 13.2cm・13・6cm、器高 1.9cm・1・7cm、復原底径 11.Ocm・10.6cmを測り 、底

部外面の処理は 7が不明であるが、8は回転へラ切り後に粗いナデによって仕上げらている。

聾 a(9) rく」字形に屈曲する頚部形状を有するもので、体部外面は縦方向のハケ調整、口縁部内

外面は横万向のハケ調整が施されている。内面は頭部からやや下位より横方向のへラ削り痕跡が観察で

きる。外面には煤が付着している。残存高 6.5cmを測る。

153SX047出土遺物 (Fig.8) 

土師器

査×塑(10) 底部平底であることから査の可能性を考えた。外面は体部ならびに底部ともに丁寧な

ナデ、によって仕上げられ、内面は手持ちによる粗いへラ削りが観察できる。胎土には白雲町細片が多く

含まれている。残存高 4.4cm、復原底径 13.8cmを測る。

153SX049出土遺物 (Fig.8) 

土師器

坪(1l) 体部の破片で、丸味を有する体部形状を有しているという想定ができる程度で、全形を明

らかにし難い。内面には縦万向(放射状)の暗文が観察でき、体部外面には指頭圧痕が観察できるこ

とから畿内産土師器の可能性がある。胎土は、精選され微細な白雲母片が多く含まれている。残存高

2.9cmを測る。

土層

茶色土出土遺物 (Fig.8)

18 

青磁

ノk注(12) 体部ヒ位から頚部にかけての破片資料。素地に 1mm以下の茶色ならびに白色の砂粒を少

量含み、やや緑色味を併びた黄茶色の軸薬が外面に掛けられている。光沢はあるものの細かい貫入が観

察できる。これらの特徴から越川|窯系青磁H系の製品と考えられる。

須恵質上器

用途不明 (15) 色様の形をつくったもので、鉢ないしは盤に貼付されるものと与えられる。全てへ

ラ描きによって描かれており、目の部分のみ竹管的な刺突によって描きだされていると判断された。残

存高 7.3cmを測る。

石製品

石斧(13) 刃部を欠損するもので、器面に敵打痕跡をとどめる。残存長 17.0cm、断面 8.4cm ~ 

5. 0cm の楕円形を呈する 。 石材は、淡灰色(風化面)~黒色の玄武岩である。

上製品

輸羽口 (14) 残存長 16.4cm、直径 8.4cm、孔直任 3.0cmを測り、炉挿入部分と送風口側を欠損する。

挿入部分には黒色に変色した鉄が付着するなど、鉄溶解炉に使用されていたことが想定できる。

(5)小結

a.遺構の帰属時期と筑前同術

調査の結果、小穴の多くが後世の削平によって欠失していると判断され、深い井戸などが僅かながら

検出できた。帰属時期ごとの遺構概略は以下に記す。

1)飛鳥期(7世紀末)

153SK012・153SK019

2)平安前期 (9世紀)

153SX034・153SX043・153SX046

3)平安中期(10世紀)

153SE010・153SE015

153SK008・153SK013

153SX020・153SX042

4) 平安後期 ( 11 世紀後半~ 12世紀)

153SE005 

153SK009 

その多くが、不整形の地形の窪みに堆積したもので、上坑などの人為性がうかがえるものは飛鳥期に

坑が2基、平安中期に井戸2基、土坑2基、平安後期に井戸 1基、土坑 1基が確認されている。平安

期における井戸の多数検出を考えると、 他の条坊域の遺構分布状況からみて、条路 ・窃路などの街路付

近に造られていることから、当該地で街路遺構は検出できていないが、近辺に街路が検出される可能性

がある。宅者復原の政庁H期施工条坊では、調査区の南に隣接する現東西道路が条路に該当しており、

大宰府条坊跡第 212次調査検出の条路延長線上であることを考えると、条坊内における他の地域同様に

条路に接した空間であったと考えられる(太宰府市教委ほか、2001。中島、2008)。このように考えると、

現王城神社が条路上に位置することになり、神社の空間的な位置が問題になってくる。

王城神社は、通古賀におけるお宮であると同時に、旧水城村に所在する十社を束ねるお宮として知ら

れ、秋の大麻頒布式祭が執り行われる神社である。学説史上は、長沼賢海氏によって「通古賀」の地

名から筑前国衡に比定されている地で、その空間的な位置については慎重な議論が必要となる(長沼、
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1966・1968)。筑前国街の長官である筑前国司自体は、神亀末年から天平初年にかけて赴任した筑前守

山上憶良が初見であることはよく知られている。大宰府の職掌上で事務繁多であったことから、筑前国

司を新設したものと解され、国務の分離が図られたと考えられている(倉住、 1988)。また、天平十二(740)

年の大宰大弐藤原広嗣の乱後に大宰府が廃府され、その官物が筑前国司に付されたことが記録に見える。

この付された具体的な場所はどこかということが議論対象に上げられることもある(日野、 1983)。大

宰府官術群と他所に比定する論であるが、他所の比定地が長沼賢海氏による王城神社を中心とした地で

ある。長沼氏の比定範囲が図示されているが王城神社自体は、復原範囲の南東隅に位置しており、玉城

神社自体が官街群の中心とは理解されていないように解される。一万筆者復原案である政庁H期施工条

坊案では、条路上に位置しているが4つの区画を統合させると、ほぼ中央に位置することになる。空間

的な配置からは問題ないように思えるが、まず何より筑前国街の位置がどこかという議論を棚上げにし

て進めることはできなし、。本報告でこの点について詳述するには、知識と素材不足であることから立ち

入ることはできないため、今後の課題とせざるを得ない。しかし報告してきたように、玉城神社に最も

近接した調査区でありながら、検出できた遺構ならびに出上遺物を見る限り、奈良期に該当するものが

少ないことは指摘しておく必要がある。その多くは後世の削平によって失われているとしても、造物の

出土は少なからずあってもよさそうなものである。当該調査区は、平安期を中心として生研痕跡が顕著

であったことを指摘せざるを得ない。

なお、この点については、検出できた遺構の帰属時期からみると、奈良期が少ないものの飛鳥期から

平安後期まであることは既に記してきた。一方、包含層出土造物をみると古くは縄文後期の土器や、新

しくは宅町期に属する龍泉窯系青磁椀W類が出土しており、当該期の遺構が当該地ないしは周辺に展開

している可能性がある。こちらも人為的な土地利用のあり方を考える上で、注視していきたい。

引用文献

長沼賢海(1966) i筑前国街の研究JW九州文化史研究所紀要』第 11号 九州文化史研究所

長沼賢海(1968) i第十五章 筑前国府の始終JW邪馬台と大宰府』太宰府天満宮文化研究所

日野尚志(1983) i商海道国府考JW大宰府内文化論叢』上巻 九州歴史資料館 吉川弘文館

倉住梢彦(1988) i筑前国司をめぐる若干の検討JW九州歴史資料館 研究論集~ 13 九州歴史資料館

山本信夫(1990) i統計上の土器 歴史時代上師器の編年研究によせて一JW乙益重隆先生古稀記念論文集』

太宰府市教育委員会 ・玉川文化財研究所 (2001)W大宰府条幼跡 xvm ~ 太宰府市の文化財 第57集

中島恒次郎 (2008) i居住空間史としての大宰府条坊論J W九州大学考~子学研究室 50 周年記念論集』九州大学人

文科学研究院考古学研究室
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表 l 第 153次調査遺構一覧表

S慣行 遭備自寄り 樋JJIJ 地上 切り合い等

火ll'I

2 15350002 I向かつ

3 1 535X003 ノl、ii.
4 1 535K004 Uii tVl茶色土-tI音茶色粘質上

5 1 535E005 井戸 茶色J:ー!品色上一茶烈色I匂

6 15350006 滑か? 淡茶褐色砂質上 5-6・5-2
7 ~乱

8 1 535K008 I-.lii J.¥¥茶色 1'. 5-12-5-8-5-7 

9 1 535K009 I二Jii F.J(茶色 1'. 5-9-5-4 

10 1535EOI0 Jドp 灰砂 lニ→!'(¥t正色上一!且茶色 t 5-20-5-10 

11 1535XOII 小Ti. 炭化物

12 1535KOl2 I'.l'l IIl茶色 1: 5-12→5-8→5-7 

13 1535KOl3 上Jf( !日色上一茶!.U色上 5-13・5-7 (~乱)
14 1535XOl4 11み 茶!日色 1:

15 1535EOl5 Jtli ~(U反色砂質上→!日茶色仁→茶~(\色 1: 5-15ー5-38

16 1535XOl6 小火併 茶!I¥色 1-.

17 1535XOl7 小穴1昨 売を!日色 t

18 ~~L h正行茶色 k

19 1535KOl9 I-.Jii IIl茶色 1-

20 1 535X020 11み þ~茶色 t 5-47→5-20→5-42→S-IO 

21 1535K021 !-.J'l 占匹以色上

22 1 53S0022 n背かつ 茶且l色 t 5-4と i卓の遺構である可能性あり

23 1535X023 小:i"( 茶!.t¥色上

24 1 535X024 小火 茶!日色 1-.

26 1 535K026 上坑 淡茶色上

27 1 535X027 小火 炭混上

28 1 535K028 I-.l'l !日灰色 1'.

29 1 53SX029 11み 茶色 t

31 1 535X03 1 小穴 焼[-. 炭世話 1-.

32 1 535X032 絡み 茶色上

33 1 535X033 小穴1伴 茶!日色上

34 1 53SX034 rnみ 茶JA¥色仁

36 悦乱{小i"i.)

37 153SX037 11み IIl色 1:プロック t出人上

38 1 53SX038 小穴 茶J.(¥色 1: 5-38-5-37 

39 悦乱 (iJ!物議礎)

41 1 53SK028 t:Ji( 黄色 t 5-28と1，，1ー遺精

42 1 535X042 小火 以来色 t S-47-S-20→S-42-5-10 

43 153SX043 窪み m茶色 1:
44 IIHL IIl色上プロ ック上浪人以茶色 1:

46 1 535X046 小〉¥ JA¥茶色 l二 5-46→5-43 

47 1 53SX047 rnみ IIl色ブロック i二出入上 S-47→5-20→S-42-5-10 

48 1 535X048 小火 茶色上

49 1 535X049 絡み 日i茶色 l守 5-49・5-46→5-43
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2、第 195次調査

(1 )調査に至る経緯

調査地は太宰府市通古賀 5丁目 1210で、鏡山猛

条坊案の右郭 11条4坊に位置する。

平成 7(1995)年 6月9日に陶山猛氏所有の土地 一一一一一一一

において、 RCの共同住宅の計画があがり、 8月 28

日に試掘調査を行い、遺構が確認された。平成 9

(1997)年 7月より、調査開始時期等について協議

を重ね、南北に茂っている樹木は扱わないというこ

とで、平成 9(1997)年 7月 30日から 9月 29日に

かけて、開発者の費用負担のもと発掘調査を実施し

た。調査対象面積 334rrf、調査面積 176討を測る。

調査は宮崎亮一 ・狭川真ーが担当した。ちなみに、調査後建築計画はなくなったようで、この報告書作

成時点でも建物は建つてなく、駐車場として利用されている。

(2)基本層位

対象地は周囲を真竹などの薮に囲まれ、西側県道 112号線(旧国道 3号)より O.3m程高い土地で、

遺構面は深さ 0.8mほどで確認されるが、県道を基準にすると深さ O.5m付近に遺構面が確認される。表

土の層位は、地表面からJI慎に真砂土が約 O.lm、その下に黒灰色土が約 0.2m、その下に灰茶色土が O.3 

"-' O. 4m、そして、遺構面を覆うように淡黒灰色土がみられ、その下から主に遺構が検出される。地山

は大きく分けて西側が黒灰色砂質土層で東側は黒灰色土が混じる暗黄色土である。調査区東端付近では

整地 (S-97・98)のような堆積層が厚さ 0.25mほど見られるが、全面に広がるものではなく、局部的な

窪地の整地の可能性も考えられる。遺構の埋土は黒灰色土、暗黄色土混じりの黒灰色土、灰茶色土の主

に3種類で、調査区西側はなだらかに下がっていき、遺構は稀薄になってし、く。ピットは検出されるも

のの柱穴のような遺構は少なく、灰色の砂質地盤に砂をあまり含まない灰色土の埋土を持つピットが散

真砂土
W 

黒灰色土 (淡陪灰色土)

灰茶色土(灰色土)

てブよくと 黒灰色土(暗灰色土) ¥ 

555 V J。
※( )内は南壁の土色

Fig.10 第 195次調査土層模式図

夜する。

(3)検出遺構

掘立柱建物

1955B040 (Fig.12、Pla.3) 

南北棟で2間 X3間以上で、振れは N-20 14' -E程度。 掘り方はほぼ方形で長さ O.75 "-' 1. 2m、深

さO.65 "-' O. 9mで、埋土は全体的に地山の土がやや汚れたような土色で、プラン検出は若干わかりづら

い状況であった。柱そのものは残っていないものの、柱痕跡、は土層で明瞭に確認することができ、そ

の径は約 0.18mを測る。土層を見る限り、柱の抜き取り等は行われていない。柱聞は南北2.0 "-' 2. 3m、

東西 1.8mを測る。SB040aでは SD020の溝と Ss050aが切り合って検出され、その結果、 Ss050aが一番

古く、Jr慣に Ss040、SD020と造られたことがわかった。

柵列

1955A050 (Fig. 12、Pla.3) 

東西に並ぶ2個の方形の掘り方が確認できたが、それらに続く掘り方は確認できていない。SA050a

がSB040eとSD020に切られているが、その大きさは東西 0.4m以上、 南北 O.75m、深さ約 0.45m、

SA050bは東西 O.7m、南北 O.6m、深さ約 0.5mで、埋土は整然とした土層がみられ、東側に偏って径

E 
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0
.
N
の
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Fig.11 第 195次調査遺構全体図(1/120)
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¥ 2 け3 ¥2  ア12/ 人汁市1
」一一〕ヘ4 一一~ ~寸 1 門 4 

5B040a 5B040b 一~υ6
1 踊灰色土 1 暗灰色土 5B040c 
2 灰茶色土と賞茶色土の混合膚 2 貧茶色土と灰奈色土の混合膚 1 暗灰色土 4 淡照灰色砂質土
3 貧灰議色土 2 灰茶色土 5 灰茶色土
4 灰茶色土と黄茶色土の混合層 3 淡灰茶色土 6 黒灰色砂0

1ロ 口|口a 
υd 

40d 竺主F
w ¥ 2 I E 

I( ，il I ¥-!Jげ3/ 11 

L 一長ノ 1 ~ 5B040d 
b 明灰茶色土と 5B040e 

灰色土の混合層 1 やや明るい灰得色土 7 随灰茶色土 (やや砂質)
2 暗灰色土 2 朗灰奈色土 8 淡黄灰色土
3 黒灰色砂 3 閉灰色土と灰夜色土の混合膚 9 灰色粘質土
4 明灰茶色土 4 黄茶色土灰茶色土の混合眉 10 黄灰色土
5 灰茶色土 5 賞灰策色土(灰色土混じり 11 黒灰色砂 (lt!l山)

6 淡灰茶色土

U臼 5A050b 
1 灰茶色土

2 灰茶色土 (寅灰色土2
3 黄茶色土
4 暗灰色砂質土

5 崎灰色砂貨土
(賞茶色土含む)司I;~ q~ 1口

日ロ』
409 40f 28.8m 28.8m 

W 
E 

5B040f 
1 淡灰茶色土

2 寅茶色土
3 灰茶色土
4 黄褐色土
5 員灰茶色土
6 淡灰茶色土 (やや砂質)

5B0409 
1 悶灰茶色土

2 鰭灰茶色土
3 悶灰色土
4 賀灰色土と灰茶色砂の混合周
5 黄灰色土と筒灰色砂の混合眉
6 錨灰色砂

。 3m 
d 

o 1m 

Fig. 12 1955s040・SA050遺構実測図(1/50、1/100)

0.17mの柱痕跡も確認できた。柱聞は約l.9mと推測される。

このように 2個のみの検出のため柵夢IJというにも説得力に欠けるが、しっかりとした掘り方のため単

なる上坑ではないことは間違いない。北側に同規模のピットが見られるが、深さが全く異なり浅いた

め、肯定しづらい。また、非常に分かりづらい埋土であったこともあり、他にあった掘り方を検出しき

れなかった可能性は全くないとは言い難く、掘立柱建物の一部の可能性も僅かながらあり得るだろう。

SA050aがSs040eに切られているため、調査区内では古い時期の遺構である。

溝

19550020 (Fig.13) 

振れはN-20 18' 38" -Eの南北溝で、さらに北へ続く。長さ 6.2m以上、幅0.9'"'-'1. 1 m、深さ O.4 

'"'-' O. 8mのV字形に近い逆台形を呈している。全体的に南側が浅く、北側が深い。北側については検出

段階で惜の西側のみに黒灰色土が確認されていた。土層観察から黒灰色土は斜めに流れ込み、その黒灰

色土部分一帯が深くなり、特に多くの上器が検出された。別の遺構とは考えられず、構の埋没途中に廃

棄された土器群と考えられる。また、埋土中からこの調査地では珍しく花闘岩塊石が検出された。

19550025 (Fig.13) 

振れはN-IO 12' 22" -Eの南北構で、さらに南へ続いている。長さ 3.75m以上、幅l.0 '"'-' l. 2m、深

さ約0.25mで変化のない一定の大きさを測る。19550020の延長上に位置するが、若干方向がずれていて、

接続せずにその直前で完結している。また、 19550020と異なり浅い逆台形状をなしている。惜の底面

は黒灰色砂層である。

19550030 (Fig.13) 

長さ 2.45m以上、 1幅l.35m、深さ O.4mを測る南北構。北側は調査区外に続き、南側は一端途切れて

いるが、その南l.2m程でS0030が確認できるため一連の溝と考えられる。
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5 暗灰色土 (黄灰色ブロック土混じり)
6 黒灰色土と炭混じり
7 黒灰色土と焼土焼と炭混じリ
8 灰色砂質土 (黄灰色ブロック土混じり)
9 良県灰色土 (股混じり)
10 淡凧灰色土 (炭混じり)
11 黒灰色土が少量混じった灰茶色土

12 暗灰茶色土
13 黄灰色土

2 

3 
5 

6 50020 
1 灰茶色土と黄灰色土の混合膚

2 鳳灰色土(炭混じり)
3 提灰茶色土
4 提灰茶色土でやや砂質 (黄灰色土混じり) 6 灰茶色土

7 暗灰茶色土 (少量砂質)
8 淡黒灰色土
9 問灰茶色土
10 鼎灰色砂

50030 
1 真砂土

2 県灰色土
3 灰奈色土
4 暗灰色土

(貫灰色ブロック土含む)

50025 
1 真砂土
2 淡随灰色土
3 灰色土
4 暗灰色土

5 崎灰茶色土
1955D055 

一一一一一ーーー一ーE 

29.0m 

7 7 

1955D035. SX098 

に六bんこー午=50055 
1 灰茶色土

2 1よりやや濃い灰茶色土
3 灰白色砂
4 僅かに暗い灰茶色土

5 員灰茶色土 (暗策色土含む)
6 員賞灰奈色土(やや砂質)
7 灰白色砂
8 灰茶色土 0 
9 灰奈色土 (やや砂質) 匡孟孟

10 陪茶色砂 (地山)

50035と5X098
1 暗灰褐色土
2 灰茶色土
3 暗灰茶色土
4 幡灰茶色土と黄灰色土の混合眉 (やや砂質)

5 黒灰色土と黄灰色土の混合膚 (50035)2m 

Fig.13 第 195次調査溝上層実例l図(1/50)

19550035 (Fig.13) 

振れはN-O
O

31' 37" -wで、やや蛇行する南北構。19550030の延長上にあり、 ー述の溝と考えられ

る。南北両端とも他の遺構に切られている。長さ 6.15m以ヒ、幅0.84'"'-'l. 2m、深さ O.25mを測る。そ

の整地の下に 1955s040の掘立柱建物の掘り方が確認されている。

19550045 

振れは E-160 12' -Nに続く溝で、幅O.6m、深さ O.3mを測る。切り合い関係から今阿の調査の中で

最も古い遺構と考えられる。埋 kは灰色で砂粒の細かい粘上質に近い土質である。

19550055 (Fig.13) 

検出面積が狭いため、不明瞭な点も多いが、振れはN-OO 19' 6" -wの南北滞。長さ 2.3m以上、幅
0.75'"'-' O. 95m、深さ約 O.lmを測る。

調査区西側に位置しているが、なだらかに傾斜して検出された。二段掘りのような状態で検出された

が、埋土は上下とも茶灰色土で、時期が違う様子は窺えない。埋土の土質は若干柔らかく、他の遺構に

比べ、比較的新しい時期の埋没である可能性が考えられる。構を境に西と東では地盤が異なり、西側は

白灰色砂質土で地山のような堅さである。この上層を取り除くと黒灰色砂質系の堅い地山になり、それ

にピット状に凹凸が見られたが、これは白灰色砂質土の面から切り込んでいる。また、円灰色砂質土は

若干の遺物を含んでいた。面積が狭いため路面と確定できるものは確認できなかった。

道路

1955F065 

右郭5坊路の推定ラインに位置する。19550055を道路側溝と与えた場合、 19550055の東側で構が確

認されていないことから、道路西側側溝は現在の市道の下になると推定される。付近の地山は黒灰色砂

質上で、測量杭が刺さらないほどの非常に回い地盤である。道路と推測される部分は灰白色砂や灰茶色

士で路盤の地業かどうかは明確でない。今回は道路として報告しているが、不明瞭な点も多く、今後の

検討課題である。

1955F070 
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28.8m 

29.6m 
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28.8m 

二ア

2m 
1 J1I砂土
2 淡崎灰色土
3 灰色土
4 随灰色土(炭混じり)
5 暗灰色土

6 閉灰茶色土
7 黄灰色土(黄色ブロック土混じリ)
B 暗灰色土(下部に策縄色土と鋭土混じる)
9 閉灰色粘質土(黄色プロック土混じリ)
10 灰色土
11 明灰色土(著干黄色プロック土混じる)

Fig.14 第 195次調査井戸 ・土坑遺構実視IJ図(1/50)
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SD020・025とSD030・035に挟まれたところで、 SD020・025を西側溝、 SD030・035を東側溝と考え

られる道路。構の心々聞は 3.2 "-' 3. 7m、道路部分は2.2 "-' 2. 8mである。この構の聞の路面部分に特に

造作は見られなかった。SD045を道路側溝が切る形で、道路が造られているが、埋没遺物に大きな違い

は見られなかった。また道路中央に SK005が掘り込まれていることなどから、側慌を伴った道路の存続

期間は平安時代前期の短い期間と推測され、仮に側惜埋没後にも道路としての機能が残っていたとして

も平安時代後期には使用されていなかったと考えられる。

井戸

1955EOOl (Fig. 14) 

調査区北西端際に位置する。形状は隅丸方形をしているものとみられ、直径は約 2.3mになるものと

推測され、深さはl.3m以上を測る。表土除去の時点から赤茶色の焼土塊が検出され、現遺構面は焼上

塊が確認され始めて約O.2m下がったレベルである。土層観察によって、掘り方が他の遺構を覆ってい

る淡黒灰色土に切り込んで掘削されている様子が確認された。平面的には中心ほど焼上塊と炭の堆積が

円立つ。焼上塊と炭混じりの層の下には黄灰色ブロック混じりの灰色砂質上が厚く地積しているが、明

確に分層することはできない。調査区際のため最下部まで掘り下げることができなかったため、井戸枠

痕跡など井戸と特定できる痕跡は確認していないが、状況的には井戸の可能性が強し、。また、埋没状況

から黄灰色土ブロックを含む灰色砂質土を一気に埋めたような様子が窺え、井戸を埋めた後の窪みに焼

上塊や炭を捨てたものと考えられる。

1955E010 (Fig.14) 

南北 1.54m、東西l.45m、深さ 2.05mでほぼ円形をした井戸である。暗灰色土の開上を約 0.4m掘り下

げた中央付近に黄茶色土の埋土が確認された。黄茶色上のプランは南側が比較的直線で、東西がぼんや

りした状態で確認でき、北側の埋土は明らかに乱れていた。さらに掘り下げていったが、井戸枠痕跡を

明確に確認することはできなかった。おそらく井戸枠部分は崩壊していたものと考えられる。掘り下げ

途中の深さ約 1m付近で鉄製品と焼け石が、遺構面からl.32m (標高 27.45m)の井戸巾央付近では土師

器の完形品や越州窯系青磁等がまとまって出土した。また、その周辺には埋没途中に草木等が炭状にな

ったようなものが溜まっていた。これらは、埋没過程の廃棄もしくは井戸廃棄時の捺杷を示していると

思われる。そして、深さ1.4m付近(標高 27.17"-'27. 42m間)では、井戸の東端で0.2m前後の石が 3

個重なって検出され、井戸構築時のウラゴメと推測される。

1955E060 (Fig.14、Pla.4)

掘り方は円形状を呈し、南北1.76m、東西l.77m、深さ 2.2mを測る。井戸枠プランは明確に確認でき

なかったが、やや南西に偏って黒灰色土がぼんやりと検出されたため、井戸枠が南阿側にあった可能性

が考えられる。掘り方は深さl.1m付近で平坦面を設け、その下の掘り方は東西0.9m、南北O.7mの方

形プランになっている。底面近くの深さ約l.85m付近では南北0.46m、東西O.65mの椅円形のプランが

確認された。木材等は遺存していなかったが、曲物痕跡と考えられる。底面はやや凸凹で、かなりしま

ったような地盤である。周囲の壁は半分以下が砂質でもろい地質である。

土坑

1955K005 (Fig. 14) 

精円形の浅い土坑で、東西3.72m、南北 3.1m、深さ O.2mを測る。埋上は黒灰色上の単一層で、多く

の土師器片は全体的に散らばって出土する。黒灰色土を除去後、黒灰色土が混じる暗黄色土の底面には、

ピットと 1955D025・035の惜の一部が検出された。

1955K104 (Fig.14) 
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調査区南端に位置しているため、全体を把握することはできないが、大きさは南北 1m以上、東西約

2. 65m、深さ O.65mを測る。1955D035の構を切っている。黄灰色上が楕円状に検出され、その下から焼

上のような埋土が厚さ O.05m程確認された。埋没状況から自然堆積と与えられる。

(4)出土遺物

掘立柱建物

1955B040a出土遺物 (Fig.15) 

須恵器

饗(1"" 3) 聾の小片で、内面に吋て具痕、外面に叩き痕を残す 2・3は叩きの後カキ日を施している。

焼成 ・還元良好で、色調は暗灰色や灰色を呈する。

1955B040b出土遺物 (Fig.15) 

須恵器

蓋 3 (4) 口縁端部の小片で、内面のみ[n[転ナデが確認で、きる。焼成は良好で、白色砂粒を含み、内外

面とも淡灰色を呈する。

郎 (5) 内外面回転ナデ。焼成は良好で色調は黒灰色を呈する。壷の破片の可能性もある。

土師器

皿 cX杯 c(6、7) 6は復元高台径 12.6cl1lo胎土はやや粗い。調整は摩滅し不明。色調は淡撞褐色

を呈する。7は内外面とも摩滅して調整不明。色調は樫褐色を呈する。

石製品

平玉石 (8、9) 8は縦 1.85cm、横 1.8cm、厚さ 0.8cmで、淡灰色を呈する。9は縦 l.8cm、横

1. 15cm、厚さ O.5cmで、色調は灰色を呈する。

1955B040c出土遺物 (Fig.15) 

上師器

蓋 (10) 蓋のつまみ部分で、胎土は微細な砂粒を含む。焼成は不良で調整は摩滅し不明。色調は淡

檀色を呈する。

金属製品

鉄鋲 (11) 鋲のような製品と推測され、先端は欠損する。現存長 4.3cm、頭部幅 2.6cm、端部幅

O. 05 "" O. 06cm。

1955B040d出土遺物 (Fig.15) 

須恵器

蓋 1(12) 内面は青灰色、外面は暗灰色と明瞭に分かれ、重ね焼きの痕跡を示す。内外面とも回転ナデ。

壷(13) 壷の肩部付近の破片とみられ、焼成は良好で、色調は灰色を呈する。内外面とも回転ナデ。

1955B040e出土遺物 (Fig.15、Pla.21)

須恵器

蓋 1(14) やや丸みがあり、外面に色調の違いがあり 、重ね焼き痕跡とみられる。内外面とも回転

ナデで一部ナデ調整がみられる。円縁端部と返りは水平で、ある。

1955B040f出土遺物 (Fig.15、Pla.21)

蓋 1(15) 復元口径 14.9cm。口縁端部と返りは水平である。外面中位まで回転へラ削りでそれ以外

は内外面とも回転ナデ。胎土は白色砂や黒色粒を含む。焼成は良好で淡灰色を呈する。

1955B040g出土遺物 (Fig.15) 

石製品
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Fig. 15 1955B040・SA050出土造物実測閃(1/3、8・9・11・16は 1/2)

平玉石(16) 縦 l.75cm、横 1.4cm、厚さ O.5cmで、黄褐白色を呈する。

柵夢IJ

1955B050a出土遺物 (Fig.15) 

須恵器

蓋 1(17) 復元口径 16.8cmo n縁端部と返りは水平である。外面中位まで同転へラケズリでそれ以

外は内外面とも回転ナデ。胎上は白色砂や黒色粒を若干多く含む。焼成は良好で灰色や灰黒色を呈する。

溝

1955D020暗灰色土出土遺物 (Fig.16、Pla.21) 

土師器

土不 a(1 "" 4) 1は口径 10.6cm、器高 4.8cm、底径 6.1cmo 底部切り離しはへラ切りで内面底部は不

定方向のナデ、それ以外は回転ナデ。焼成は良好で、色調は暗燈色を呈する。2は口符 12.4cm、器高

3. 25cm、底径 8.2cm。外面底部はへラ切りで、板状圧痕が残る。内面底部は不定方向のナデ、その他は

阿転ナデ。色調は淡償白色を呈する。3は復元円径 12.3cm、器高 2.9cm。復元底径 7.8cm。外面底部は

へラ切りで、板状圧痕が残る。内面底部は不定方向のナデ、その他は回転ナデ。色調は淡灰色を呈する。

4の底部切り離しは回転へラ切りである。

椀 c(5 "" 7) 5は復元n径 14.Ocm、器高 5.3cm、高台径 7.5cm。体部下半は屈曲し、その部分に高

台を貼付する。全体的に摩滅し、色調は淡檀向色を呈する。6は全体的に焼成時の歪みがあり、高台径

は約 8.9cm。焼成はやや不良で、色調は淡撞白色を呈する。7は復元口径 16.4cm、器商 6.3cm、復元高

台径 8.8cm。殆ど摩滅しているが、ミガキのようなものが確認できる。

椀 (8) 復元口径 16.2cm。全体的に摩滅が著しいが、内面に僅かにミガキがみられる。色調は淡樫

褐色や灰褐色を呈する。

寵 (9) 円径 24.4cm。外面にはぼんやりとタテハケが残り、内面にはへラケズリが施されている。

口縁部はヨコナデである。胎上はやや大きな砂粒を含み、色調は暗灰褐色や暗燈褐色を呈する。

黒色上器

椀 c(10、11) 10は復元n径 12.0cm、器高 5.3cm、高台径 7.0cm。内面に僅かにミガキ Cが確認できる。
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は砂粒を多く含み、淡樺色を呈する。16は口縁部内外面がヨコハケ、体部外面は細かいタテハケを施す。

体部内面は斜め方向のへラケズリ。胎土は砂粒を多く含み、灰褐色や撞褐色を呈する。

土師器

郎 a(17........19) 17は復元底径6.8cm。色調は灰色や淡灰褐白色を呈する。全面摩滅するが、外面底

部に板状圧痕残る。18は復元底径8.1cm。色調は淡燈色を呈する。19は復元底径8.4cm。底部切り離し

は回転へラ切り。色調は黒灰色や灰褐色を呈する。

椀 c(20、21) 20は復元口径 13.4cm、器高 4.1cm、復元高台径6.8cm。色調は淡樫灰色を呈する。

内外面回転ナデ。体部と底部の境は明瞭で、 三角形のような低い高台を貼付する。

饗 (22、23) 胎土は 0.05........O. 3cmの砂粒を多く含む。口縁部は若干肥厚する。22は外面が組いタ

テハケ、内面へラケズリを施す。 口縁端部はヨコナデである。23は口縁部内面がヨコハケ、外面は口

縁の一部から体部にかけてタテハケ。体部内面はへラケズリだが摩滅している。

黒色土器

椀 c(24) 

19550020明灰色土出土遺物 (Fig.16、Pla.21)

\d:~4 

1955D020暗灰色土

:1111 

て7ミ二u
ヰじイ。
:三♂:

目
。

〉ゴ¥二Fh-r
¥j ¥fLイ

..' ， 

ざ14

6 
ー=ー

1955D020灰予定色土

E 

。
L竹下i町 、主主d，~

内面にはミガキ cを胞す。外面底部には板状圧痕が残る。A類。

緑紬陶器

椀 (25) 高台はケズリ出しの蛇ノ目高台で、復元高台径6.2cm。胎土は精製され灰色を呈する。焼

成は良好で須恵質で、内外面とも淡緑灰色軸を薄く施す。内面には浅い沈線が巡る。

瓦類

(26) 表面に格子叩きや布目痕が残る。大きさは 2.4x 2. 5cm、厚さ 1.5cm。

19550025出土遺物 (Fig.17、Pla.21) 

瓦玉
15 

土師器

郎 a(1........ 3) 体部と底部の境はやや丸みを帯びている。3点とも摩滅が著しい。lは復元口径

12.0cm、器高 3.0cm、復元底径6.9cm。底部切り離しは回転へラ切りで、板状圧痕が残る。焼成は不良で、

色調は淡黄褐色を呈する。2は復元底径7.4cm。底部切り離しは回転へラ切り後ナデ調整。色調は淡茶

褐色を呈する。3の色調は淡褐色や黒灰色を呈する。

椀 c(4) 復元高台径7.9cm。焼成は不良で、摩滅が目立つ。色調は白燈色を量する。

石製品

26 

22 

平玉石 (5) 大きさは 1.75 x 1. 45cm、厚さ O.6cm。色調は暗灰色を呈する。

19550030出土遺物 (Fig.17) 

須恵器

郎 a(6) 復元底径 10.0cm。底部はへラ切り後ナデ調整で板状圧痕が残る。内面底部は不定方向のナミガキのような痕跡

デ。その他は回転ナデ。焼成は良好で、色調は灰色を呈する。

杯 c(7) 底部に低い高台を貼付する。復元高台径9.8cm。内外面とも回転ナデ。焼成は良好で色調

は灰色を呈する。

土師器

杯 a(8、9)

土製品

用途不明ヒ製品(13) 胎上は微細な砂粒を含むが混入物は少ない。外面は指押さえされ、両端を欠

慣する。色調は燈褐色で、一部暗灰色を呈する。

19550020灰茶色土出土遺物 (Fig.16) 8は復元底径 7.6cm。底部切り離しはへラ切り。色調は淡灰褐色や茶灰色を呈する。9

は丸い底部で、復元底径 7.6cm。色調は淡白樺色を呈する。

椀 c(10、11) 三角形の高台を貼付するが、焼成不良で内外面とも摩滅が著しい。色調は白淡撞色

2点とも胎土は砂粒を多く含み、焼成はやや不良である。12は体部内面が横方向のへ

33 

京都産。

高台径 7.1cm。
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Fi g. 16 19550020出土遺物実測凪(1/3)

A類。11は復元高台径9.8cm。内面に僅かにミガキ Cが確認できる。A類。

椀 (12) 口縁端部が若干外反する。内面にはミガキ c、外面は同転ナデだが、

もみられる。A類。

土師器

椀 c(14) 

を呈する。

聾(12、13)

.圃園圃圃

高い高台を貼付する。復冗高台径 10.6cm。胎土は砂粒を少量含み、暗灰色や淡灰褐色を

15は口縁部内面が粗いヨコハケ、外面はナデ、体部外面は粗いタテハケで、ある。胎上

32 
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3
2Fig. 17 1955D025・030・035・055出土遺物実測図(1/3、5は1/2、23は 1/4)

ラケズリ、外面はタテハケ。口縁部はヨコナデ。色調は淡白燈褐色を呈する。13は体部内面のみ横方

向のへラケズリが確認できる。色調は茶褐色を呈する。

黒色上器

腕 c(14、15) 2点とも方形の高台を貼付する。内外面とも摩滅するが、内面にミガキ cが施されて

いる。A類。14は焼成が不良で、色調は淡茶褐色を呈する。15は復元高台径8.9cm。外面下半がへラケ

ズリ調整される。外面の色調は淡燈色を呈する。

1955D035出土遺物 (Fig.17) 

土師器

j不a(16、17) 16は復元底径9.Ocm。焼成やや不良で摩滅している。色調は淡樺褐色を呈する。17

は胎土が白色砂粒を多く含み、角閃石も混じる。破片であるため皿の可能性もある。色調は淡白燈色を

呈する。

椀 c(18) 復元高台径 7.0cm。焼成不良で摩滅している。色調は淡燈褐色を呈する。

椀 ×杯 (19) 焼成不良で摩滅している。色調は淡茶灰色を呈する。

瓦類

瓦玉 (20) 大きさは2.55X 2. 3cm、厚さ 1.7cm。全体的に摩滅する。

1955D055上層出土遺物 (Fig.17) 

黒色土器

椀 (21) 内面はミガキ c、外面は回転ナデで、色調は淡茶褐色を呈する。A類。

白磁

査 (22) 復元高台径8.6cm。胎上は白色でO.lcm以下の茶色粒を含む。内面は回転ナデで露JI台。外

面は青みがかった透明紬を厚く施紬し珂入が人る。外面底部や高台は削り出しで露胎である。

瓦類

34 

平瓦 (23) 外面は細かい斜格子叩き。焼成良好で灰白色を呈する。

1955D055下層出土遺物 (Fig.17) 

須恵器

郎 c(24、25) 2点とも回転ナデ調整で、内面底部は一方向のナデを施す。24は外開きの安定感の

ある高台を貼付する。焼成は良好で、色調は灰色を呈する。25は潰れたような低い高台を貼付する。

色調は内面灰色、外面淡灰茶褐色を呈する。

井戸

1955E001出土遺物 (Fig.18)

黒色土器

椀(1) 復元口径 16.2cm。胎士は砂粒を少量含み、淡灰燈色を呈する。内面は細かいミガキ c、外面

は丁寧なナデ調整。A類。

土製品

上壁 (2) 土壁の一部とみられ、胎土には大小の砂粒を多く含み、スサ痕も確認できる。表面が残る

部分はやや粗いナデ調整される。色調は暗檀褐色を呈する。

1955E001茶灰色土出土遺物 (Fig.18) 

土師器

小皿 a(3) 復元口径 10.lcm、器高l.2cm、復元底径 7.8m。色調は淡催白色を呈する。

丸底杯a(4"" 6) 復元円径 15.4"" 16. Ocm。内面はミガキ bを施す。外面はへラ切り後ナデ調整。

色調は淡灰撞色を呈する。5は器高 3.5cm、外面中位に僅かに指頭圧痕が残る。6は外面中位に僅かな

屈曲と指頭圧痕が残る。

土製品

士壁 (7""10) 土壁の一部とみられる土塊で、およそ燈褐色を呈する。7・9・10は竹のような骨組

痕が残る。8は一部粗いナデ調整の面が残る。胎上には上師器片を含む。

1955E001暗灰色土出土遺物 (Fig.18)

師器

小皿 a(I1) 復元口径9.4cm、器高 1.lcm、復元底径6.4cm。内面は回転ナデのあと不定方向のナデ。

底部切り離しは回転へラ切りか。板状圧痕残る。色調は淡灰褐白色を呈する。

メL底杯 a(12・13) 2点とも復元口径 15.2cm。全体的に摩滅が著しい。色調は時灰燈白色を呈する。

12は外面底部に僅かにへラ切り痕が確認できる。

1955E001灰色土出土遺物 (Fig.18) 

土師器

小皿 a(14"" 16) 底部切り離しは回転へラ切り。焼成は不良で、淡樫白色や淡灰褐白色を呈する。

器高は1.1 "" 1. 15cmo 14は復元円径9.8cm、器高 1.lcm、復元底径6.8cm。

椀(17) 復元口径 15.4cm。焼成は不良で、摩滅しているが、内面は滑らかなミガキ状のナデ、外面に

は指押さえのような痕跡が残る。

1955E001淡灰色砂出土遺物 (Fig. 18) 

土師器

小皿 a(18"" 22) 復元口径8.4 "" 1 O. Ocm、器高1.1 "" 2. Ocm、復元底径 5.9""7. 4cm。底部切り離

しは回転へラ切りで、板状圧痕が残る。一部摩滅しているものもあるが、その他は回転ナデで、内面底

部は不定庁向のナデを胞す。色調は淡褐灰色や淡燈白色を呈する。

35 



色調は暗緑黒色を呈する。平玉石 (28) 大きさは l.9 x 2. Ocm、厚さ 0.8cm。

1955E010暗灰色土出土遺物 (Fig.19) 

上師器

郎 a(1、2) 1は復元口俺 1l.Ocm、器高 l.8cm、復元底径 7.0cm。底部切り離しは回転ヘラ切れ 2

の底部切り離しは回転ヘラ切り。内面底部は回転ナデの後ナデ、その他は回転ナデ。

小皿 c(3) n径 11.6cm、器高 2.1cm、高台径 8.0cm。色調は淡灰樺色を呈する。外面底部は回転ヘ
ラ切り後ナデ。内面は回転ナデの後ナデか。その他は副転ナデ調整。

椀 (4、5) 4は口縁部を僅かに外反させるが、中位から丸く曲げまっすぐ立ち上げる。5は口縁端部

をやや丸く曲げる。内面は摩滅するが、外面は回転ナデで、下半に指頭圧痕が残る。焼成は不良で淡燈

内色を呈する。

黒色土器

椀 (6"-' 9) 6・7は口縁部を僅かに外反される。外面は摩滅するが内面にミガキ Cが残る。A類。8

は復元口径 15.2cm、器高 5.7cm、高台径 7.2cm。口縁部は直口縁。全体的に摩滅が目立つが、内外面と

も僅かにミガキ cが確認できる。B類。9は復元口径 15.Ocmo s類。

緑紬陶器

椀×皿(10) 胎土は淡灰色で、高台はケズリ出しである。内外面とも淡緑白色紬を薄く施す。内面

は特に粕の剥落が目立つ。京都産とみられる。

石製品

石鍋(11) 復元口径 14.Ocm。日縁部外面に約 lcmの台形状の把手を削りだしている。内外面とも整

形時のケズリ痕が明瞭に残る。滑石製。

1955印10黒茶色土出土遺物 (Fig.19、Pla.21)
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土師器

小皿 a(12"-' 16) 復元口径 9.8 "-' 1l. Ocm、器高 l.5 "-' l. 8cm、復元底径 6.8 "-' 8. Ocm。底部切り離

しは回転へラ切りである。

皿1a (17) 復元口径 12.5cm、器高 1.7cm、復元底径 9.6cm。内面底部は不定庁向のナデ、か。外面底部

は同転へラ切りで、板状圧痕のような壇跡が見られる。色調は淡明燈色を呈する。

原 a(18) 復元口径 13l.Ocm、器高 2.3cm、復元底径 lO.Ocm。体部がやや丸みがあり、円縁端部を僅

かに外反させている。内面底部に不定方向のナデ、外国底部は同転へラ切りで、板状圧痕あり。色調は
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淡燈灰色を呈する。

椀 c(19) 復元口径 14.2cm、器高 5.3cm、復元高台径 7.8cm。胎土は少量の砂粒を含み、淡灰檀色を

o 3cm 

』ーーーーーー
10cm 

1955EOOl出土遺物実測図(1/3、28が 1/2)

呈する。

椀 (20) 復元口径 15.2cm。口縁端部を外反させる。外面は摩滅するが、内面は回転ナデで、下半は

ミガキのようなナデがみられる。色調は淡茶灰色を呈する。

聾 (21) 復元口径 35.Ocm。胎 l二はO.05 "-' O. 4cm程の砂粒を多く含み、色調は淡灰燈色や淡褐白色

を呈する。外面は摩滅するが、口縁部は回転ナデ、体部内面はナデのような痕跡を残す。

黒色土器

椀 c(22) 復元高台径 8.2cm。焼成がやや不良で全体的に摩滅し内面に僅かにミガキ Cが残る。A類。

椀 (23"-' 27) 全て口縁端部を僅かに外反させる。23は復元口径 14.2cmで、内面と外面上半部が黒

色化しやや粗いミガキ Cを施す。A類。24・25はA類。26は復元口径 15.6cmで内外面とも細かいミガ

キ Cを施す。B類。27は復元口径 15.8cm。内面は明瞭なミガキ c、外面は下半がへラケズリ後やや組い
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B類。摩滅しているが、内外面ともミガキ cが残る。23は復元口径 16.6cm。

復元口径 16.6cm。口縁端部内面が僅かに沈線状になっており、楠葉型の瓦器の模倣とみ

られる。外面は上半部が回転へラケズリ、下半には僅かにミガキ Cが残る。焼成は良好で灰色や黒灰色

を呈する。

土製品

土壁 (26) 幅 1.2cmの骨組み痕が残り、その横に何かから剥落したような平坦面がみられる。胎上

は砂粒を多く含み、色調は暗撹褐色や灰褐色を呈する。

石製品

O 

大きさは 3.0X3.1cm、厚さ 2.2cm。

36 

滑石加工品 (27)

黒色土器

椀 (23、24)

瓦器

椀 c(25) 
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Fig.19 1955E010出土遺物実測図①(1/3、11・30は1/2)
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Fig.20 1955EOI0出土遺物実測図②(1/3、48・55は 1/2)

ミガキ Cを施す。B類。

灰紬陶器

壷 (28) 底部端に高台を貼付する。胎土は精製され、淡櫨灰色を呈する。体部下半はへラケズリ、

それ以外は回転ナデ‘で、その後薄く施粕する。内面底部には付着物がある。

白磁

水注 (29) 水注の注ぎ、部分で、ある。胎土は淡褐灰色で黒灰色粒を多く含む。内外面には淡いオリー

ブ色がかった灰白色紬を施している。
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内法の深さは

石製品

石鍋 (30) 復元円径 14.0cm。 円縁端部に lcm程の方形の把手を削り山している。

6. 7cm程。外面は細かく削るが、内面のケズリはやや粗い。滑石製。

1955印10灰茶色砂出土遺物 (Fig.20、Pla.21)
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土師器

小皿la (31 '" 36) 口径 10.2'"1l. 1cm、器高l.7 '" 2. 1cm、底径 6.6 '" 8. 2cm。底部切り離しは向転

へラ切りで、板状圧痕が残る。色調は明白灰色や黄白色を呈する。

坪 a(37) 復元円径 12.0cm、器高 4.Ocm、底径 7.3cm。外面底部は回転へラ切り、内面底部はナデ、

その他は回転ナデ調整される。色調は黄灰門色を呈する。

丸椀 (38) 復元口径 12.Ocm、器高 3.6cm。内面はミガキ bが胞され、コテ当て痕も残されている。

外面底部には板状圧痕が残る。色調は黄白色を呈する。

椀 c(39'" 41) 39・40は口縁部を緩やかに外反させる。色調は黄門色を呈する。39は復元口径

15.0cm、器高 5.8cm、高台径 8.8cmo 40は口径 15.3cm、器高 6.lcm、高台径 7.9cm。体部外面下半に指

頭圧痕が、外面底部には板状圧痕が残る。41は高台径 8.4cm。

椀 (42) 復元口径 13.5cm。内面はミガキ b、外面は回転ナデ調整。色調は淡黄褐色を呈する。

聾 (43) 復元円径 30.0cm。胎上は白色砂粒を多く含み、黄褐色や黒褐色を呈する。調整は口縁部が

ヨコナデ、体部外面はタテハケ、体部内面はヨコハケで、ある。

黒色土器
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1955E060出土造物実測図①(1/3、14・26は 1/2、40・41は 1/4)
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復元高台径 7.8cm。内面はミガキ c、外面は摩滅するが僅かに指頭圧痕がみられる。A類。
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土師器

小皿 a(49) 復元口径 10.4cm、器高 1.6cm、復元底径 6.8cm。底部は回転へラ切りで、版状圧痕が残

る。内面底部は回転ナデのあと不定点向のナデ調整。

郎 a (50、51) 50は器高 2.15cm。底部切り離しは回転へラ切りで板状圧痕が残る。51はやや丸みを

帯びた底部で、色調は淡樟白色を呈する。

椀 c(52) 復元高台径 7.9cm。全体的に摩滅するが内面は回転ナデの後丁寧なナデが行われている。

色調は淡樺白色を呈する。

黒色上器

内面は細かい布目痕、外面は組いナデで指頭圧痕が残る。色調は檀褐色を呈する。

椀 c(53) 

外面は淡燈向色を呈する。

製塩上器

焼塩壷 (54)

II -a類。

石製品

40 

椀 (44'"47) 44の内面はミガキ Cが確認できるが、外面は摩滅し調整は不明瞭である。A類。45

は復元n径 15.Ocm。内面はミガキ cが確認できるが、外面は摩滅し調整は不明瞭である。B類。46は
復元口径 16.3cffio 内外面ともミガキ cで、外面は僅かにミガキの単位がわかるが、内面は不明瞭で、ある。

器面全体に焼成時の破裂痕がある。B類。47の内面はミガキ cで、外面はミガキ cで締麗に磨いている

が、調整の単位は不明瞭である。B類。

金属製品

鉄釘 (48) 釘部分の大きさは 0.6XO.7cmで、頭部を曲げている。端部を欠損する。

1955印10暗灰色砂出土遺物 (Fig.20) 



砥石 (55) 両端を欠損し、現存長 10.95cm、幅は 1.7 x 2. 8cmのJ;柱形で3面が使用されている。

1955E060灰茶色土出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 a2(1) 復元口径 11.3cm、器高 0.8cm、復元底径 7.7cm。口縁端部内面に僅かに窪みが巡る。外

面底部は回転へラ切りで、内面底部は一方向のナデ。その他は回転ナデ調整。

椀 (2) 口縁端部を外反させる。内外面とも回転ナデで、内面の一部にミガキがみられる。

器台 (3) 中心の孔径は 1.1cm、直径は約 3cmを測る。手県ねで成形される。胎上は砂粒が混じり、

色調は淡乳茶褐色を呈する。

1955E060黒灰色土出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 a(4"-' 7) 復元日径 9.8 "-' 11. Ocm、器高 1.1 "-' 1. 45cm、復元底径 7.7"-'8. 8cm。底部切り離し

は回転へラ切りで板状圧痕が残る。

小皿 a2(8) 口縁端部内面に僅かに窪みが巡る。復元口径 10.8cm、器高 0.65cm、復元底径 8.2cm。

外面底部は阿転へラ切り後にナデ調整。胎上は混入物が少なく、淡褐灰色を呈する。

椀 (9) 摩滅しているが内外面にミガキのような痕跡を残す。

丸底杯 (10、11) 2点とも口縁端部を外反する。内面はミガキ bでコテ当て痕が残る。11は外面下

半に指頭圧痕が残る。

翠×鉢(12) 口縁端部を丸く曲げる。胎土は白色砂粒を少量含み、灰褐色や淡灰燈褐色を呈する。

全体的に摩滅するが、内面にハケ円が僅かに確認できる。

越州窯系青磁

杯 (13) 復元底径 4.8cm。高台は蛇の目高台で、畳付に目跡が残る。内面底部には沈線が巡る。軸

調は淡緑灰色で細かい貫入が入る。胎上は淡灰色で精製される。I-b類。

金属製品

金具 (14) 両端部を欠損する。径 0.6cmの棒状金属を輪状に曲げ、それに別の金属を通した状態で

錆び付いている。

土製品

紡錘車(15) 大きさは 3.9X4. 05cm、厚さ 0.6cm。中央に 0.45cmの円孔を穿つ。)1台七は内色砂粒を

少量含む。焼成はやや不良で、淡灰黄褐色を呈する。

1955E060暗灰色土出土遺物 (Fig.21、Pla.22) 

土師器

小皿 a(16 "-' 21) 復元口径 9.8 "-' 11. 2cm、器高 1.0 "-' 1. 6cm、復元底径 7.0"-'8. 2cm。底部切り離

しは回転へラ切りで板状圧痕が残る。内面底部は不定方向のナデ。

小皿a2(22) 口径 10.8cm、器高 1.15cm、復元底径 8.Ocm。口縁端部は折り曲げ、内側に段を付けて

いる。底部は回転へラ切り後ナデで板状圧痕が残る。胎上は砂粒が少なく、淡黄褐白色を呈する。

丸底杯 a(23、24) 23は復元口径 13.6cm、器高 3.25cm。内面はミガキ bでコテ当て痕も残る。外面

下半は指頭痕が残る。色調は淡灰樺色などを呈する。24は復元口径 13.8cm、器高 3.2cm。内面はミガ

キbでコテ当て痕も残る。外面下半は指頭痕が残り、板状圧痕も残る。色調は淡灰褐色を呈する。

黒色土器

椀 c(25) 復元口径 15.6cm。外面下半は回転へラケズリで、その後内外面ともミガキ Cを施す。外

面は黒化せず、淡灰褐色を呈する。A類。

42 

金属製品

鉄釘 (26) 大きさは 0.55x O. 6cm、縦 7.Ocmで、頭部を曲げている。

1955E060灰茶色砂出土遺物 (Fig.21、Pla.22)

日市器

小皿 a(27、28) 27は復元口径 9.7cm、器高 1.lcm、復元底径 6.7cm。底部は同転ヘラ切りで板状

rE痕が残る。口縁端部がやや平坦を成している。色調は淡乳茶褐色を呈する。28は口径 10.8cm、器高

1.2cm、復元底径 7.8cm。底部は同転へラ切り 色調は灰茶色を呈する

椀 (29"-' 32) 29は復元口径 12.8cm。内外面とも回転ナデ調整。30は内面がミガキ b、外面は回転

ナデで、下半に指頭圧痕がみられる。色調は淡黄色を呈する。 31は内外面とも向転ナデ調整。32は内

外面とも回転ナデ調整。30以外は憧褐色を呈する。

黒色仁器

椀 c(33、34) 2点とも 8類で、内面はミガキ cで、高台周辺は同転ナデ調整される。33は外聞き

の高台で復元高台筏 7.6cmo 33は復元高台径 7.lcm。

椀 (35) 復元口径 14.0cm。内外面ともミガキ cで、外面下半は回転へラケズリである。B類。

寵 (36、37) 36は口縁を大きく外反させる。船上は 0.4cm以下の砂粒を含み、淡黄茶褐色や淡灰白

色を呈する。内面はヨコハケ、外面は粗いタテハケを胞し、外面口縁近くには炭化物が付着する。37

は)1台上が O.5cm以下の砂粒を含みやや粗く、茶灰色や黒茶色を呈する。内外面に僅かにハケ目が確認で

きる。円縁部はヨコナデで、円縁部外面には指頭圧痕が残る。

上製品

搾状上製品 (38) 位径 3.3cm前後で、胎上は O.2cm 以下の砂粒を含み、淡乳茶褐色や茶褐色を呈する。

表面は手担ね成形される。

石製品

砥石 (39) 両端を欠損する。4面使用している。砂岩製

瓦類

平瓦 (40) やや大きな斜格子1111き、表面はやや粗い布11である。焼成良好で、色調は淡灰色を呈する。

端部はへラケズリを行う。

丸瓦 (41) 斜格子の間に「問主」の文字がみられる。切断面は半分へラ切りした後、折っている。

胎士は 0.3cm以下の砂粒を含み、色調は淡灰茶褐色を呈する。

1955K005黒灰色土出土遺物 (Fig.22) 

上師器

小皿a(J "-' 5) 復元口径9.3"-' 1 O. 2cm、器高1.2 "-' 1. 6cm、復元底符6.6 "-' 8. Ocm一部摩滅も目立つが、

底部切り離しは回転へラ切りで、板状圧痕が残るものもある。内面底部は不定}j向のナデ。

椀 c(6、7) 6は復元高台径 7.6cm。色調は黄門色を呈する。7は復元高台径 7.8cm。内面はミガキ

が施されている。色調は淡燈門色を呈する。

丸底杯a(8) 復元口径 15.8cm、器高 3.6cm。内聞は向転ナデの後ミガキ b、外面下半は回転へラ切

りの後押し出しで、僅かに指頭圧痕が残る。

黒色七器

怖 c(9) 高台はやや歪んでいるが、高台径約 6.8cm。内面ミガキ c、その他は回転ナデとナデ。B類。

小皿(10) 口縁部をやや内湾させる。内面ミガキ c、外而摩滅し一部回転ナデ。B類。

瓦類

43 
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Fig.22 1955K005・104、その他の出土造物実測図(石製品 ・鉄製品 ・ガラス製品は 1/2、土器 ・12は1/3)
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瓦玉(ll) 大きさは3.7x 3. Ocm、厚さ 2.2cm。

石製品

砥石(12) クレーター状の窪みがあり、その背面には 1cm未満の人工的に錐のようなもので彫り込

んだ穴も多くみられる。それ以外の面は研磨されており、砥石として報告するが、いわゆる盃状穴石の

種かもしれない。大きさは 14.6x 15. 1cm、厚さ 1.2 "-' 3. Ocm。

1955K104出土遺物 (Fig. 22) 

上師器

郎a(13、14)13はやや丸みのある底部で、復元底径6.8cm。切り離しはへラ切りで、板状圧痕が残る。

色調は淡乳茶褐色や淡乳灰円色を呈する。14は底部切り離しがへラ切りでその他は向転ナデ。焼成は

不良で色調は暗茶灰褐色を呈する。

椀 c(15、16) 15は安定感のある高台を貼付し、復元高台径 7.7cm。内外面とも回転ナデ調整。 16

は復元高台径 7.7cm。内外l亜とも回転ナデ調整。内外国とも底部が大きく [UIむ。

黒色上器

椀 c(17、18) 復元高台径は 6.6cmと6.85cmで 内面にミガキ c、底部は|百|転へラ切り、体部外面

は回転ナデ調整される。色調は内面が黒褐色や黒茶褐色で、外面が淡黄色等を52する。

その他の遺構出土遺物 (Fig. 22) 

緑紬陶器

腕(19、20) 19はJl台tが乳白色で、焼成は良好で上師質である。粕は淡い紘黄色紬を滞く施すが内

面は剥落が目立つ。1高台畳{、Iは露胎で浅い沈線を巡らす。S-102より出上。20は口縁部を外反させる。

胎ヒは乳白色の土師質で、内外商に淡緑灰色紬を施紬し、 一部に濃い緑色軸を胞す、いわゆる緑利緑彩

である。S-141より出ヒ。

皿 (21) 胎土は上師質で、薄樺色を呈する。内外面に淡緑色軸を薄く施す。高台畳付は露胎で、浅

い沈線が巡る。S-131より出ー」。

石製品

剥片 (22"-' 25) 22は縦 1.9cm、横 3.7cm、厚さ1.2cm、チャート製。S-98より出上。23は縦

3.0cm、横3.5cm、厚さ O.6cm、安山岩製。S-112より出上。24は縦6.Ocm、横3.Ocm、厚さ1.8cm、安

山宕製。S-41より出土。25は縦2.75cm、横4.5cm、厚さ 1.2cm、安山岩製。S-112より出上。

石鍛 (26) 長さ 2.35cmで、一部欠損する。黒曜石製。 S一102より出上。

ガラス製品

小玉 (27) 直径0.45cm、厚さ O.18cm、中央に O.lcm程の円孔を穿つ。色調は淡占色で気泡を含む。

S-97より出上。

金属製品

刀子 (28) 両端を欠損する。錆で覆われているが、現存長 6.1cm、厚さ 0.7cmo S-1l2より出土。

留め具 (29) 大きさ O.5 "-' O. 75cm程の鉄俸を輪状に作っている。輪状部分を薄い木材などに取り付

けていたものと推測される。端部は若干屈曲したところで欠慣している。S-133より出上。

灰茶色土出土遺物 (Fig.22) 

須恵器

鉢 (30) 復元口径 22.4cmo n縁端部を肥厚させ、内外面とも回転ナデ調整である。胎上は微細な黒

色粒を含み淡い明灰色を呈する。篠窯。

上師質上器
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鉢 (31) 片nの鉢で、復元口径 24.3cm、器高 8.55cm、復元底径 15.0cm。胎上は砂粒を多く含み、

明茶灰色を呈する。焼成不良で摩滅するが外面はヨコナデ調整される。

越州窯系青磁

壷 (32) 高台部分で、復元高台径 8.8cm。胎上は褐色粒を含み淡黄灰色を呈する。畳付以外は光沢

の弱し、淡黄褐色紬を施す。畳付には口跡が残る。

表土出土遺物 (Fig.22)

石製品

剥片 (33) 縦 4.45cm、横 5.4cm、厚さ 1.0cm、安山岩製。

(5)小結

調査地は井上信正条坊案の右郭 13条5幼に位置する。1955D055はその推定案の 5窃路付近であるが、

遺物が極めて少なく、埋土もやや軟らかい状況で古い時期と特定するには根拠が厳しく、今後周囲の調

査を待たなければならない。もし、道路側溝とすれば、現在の市道の下に対になる構が検出される可能

性が考えられる。つまり、当時から現代まで道路が田園の畦畔や水路など何らかの形で、残った結果と考

えられる。

また、南北に並んでいる 1955D025とSD020、1955D030とSD035はそれぞれ一連の構になり、これら

2条の構に挟まれた幅約 2.2'"'"'2. 8mの部分は道路とみられる。井上信正条坊案からすると条幼一区画

内を分割する道路である可能性が考えられる。

また、通古賀の王城神社を中心とした地域は筑前国街の推定地のひとつに挙げられている。その一画

に位置する調査地は、 小字「扇屋敷Jの西端にあたり、昔は上塁の名残といわれる高まりと薮(官厳)

があったといわれ、現在でも北側 80m付近にはその薮の名残であるクロガネモチの大木が残っていて、

調査地も一部竹薮になっていた。道路より若下敷地が高いものの、地面から約 O.6mは耕作上のよ うな

土居であり 、その直下には古代の遺構面が広がっている。約 80m北側で・行った試掘調査でも深さ約 1m

の位置に遺構面が見られた。つまり、以前から言われている薮が茂っていた高まりは、国街に関係する

人工的な構築物ではないこ とが分かつた。

今回の調査で検出された 1955B040の掘立柱建物の掘り方の埋上から、7世紀後半'"'"'8世紀前半の造

物が出土している。9世紀中~後半頃埋没の構に切られているため、政庁1I期の初期段階に存在した

建物と推測される。掘り方が方形で一辺 1m前後で、特別大きいものではないが官街施設のひとつであ

る可能性も卜分考えられる。これらのことから従来いわれている薮や高まりが国街の名残であることは

肯定しがたいものであるが、国街などの官街施設の存在については、今後の調査次第では発見される可

能性は十分考えられる。

表 3 第 195次調査 条坊関連遺構座標値

迫栴f時号 位置
遺構q l );~U坐椋fili 1判門からの~I~ /ÎJ~Ê

X 方向 (m) y J'j~ IJ (m) 
方

X Y 

検山北端L↓l心 55959.75 -45269.99 -753.388 -441.743 
1955D020 -・・・・・・ー・.__..._-------------------------------------.-----..ーーー-----ーー..‘...ー・ーーー・a由自白ー..・・・・・・・・・・・・・------ー・...-・・------------------------ N-2。 18' 38" -E 

検出南端111心 55954.05 -45270.22 -759.090 -441.916 

検11¥北端Ijl心 55952.80 -45269.97 -760.337 -441.654 
1955D025 ー・-------------------------------・・・ー・・・・---------------ーーーーーーーー..・ーー.--------ーーー・ーーーーー-ーーーーー・a・・・a・・ー..・・・・ー・・・ー.-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-----ー. N_[O 12' 22" -E 

検出南端ql心 55949.95 -45270.03 -763.188 -441.685 

1 95SD030 検11¥南端中心 55958.60 -45266.32 ー754.501 -438.062 

検山北端巾心 55956.75 -45266.76 -756.351 -438.044 
1955D035 -・・-------------------------..四国圃ー_.---.--------------------ー------------------------ー.-・・---------_._-------------・_._--------_._------------ N_O

O 
31' 37" -w 

検U¥I将端中心 55952.40 -45266.72 ー760.359 -438.404 

検11¥北端1j:J心 55960.80 -45288.87 -752.527 -460.633 
1955D055 -・・-----_._------------------------.__....--.問自白血・----------------------ーー・・・...ーー------・・・・・・・・・・・ーー・-------------・・・・・・・------------_._----- N-O 。 19' 6" -w 

検出南端I'FI心 55959.00 -45288.86 ー754.327 -460.605 
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Fig.23 第 195次調査遺構略測図(1/120)
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表 4-1 第 195次調査遺構 一覧表① 表 4-2 第 195次調査遺構一覧表②

S-f丹け 泣tlllll't1，' や'Ti jjlJ J:lH 1.ーほか H年 J91 地|正 S-需IJ 治情百?号 事n}jlJ 型11I~ ほか Hキ JVJ 地|ズ

1955EOOI Jt.) ， 焼1:塊あり S-40→ 30→ l XIIWJ ドl 65 1955F065 道路? S0055の内側 平安l時代 E9 

2 ピットi作 .'-UJ.ズ色 i EI 66 ピット!作 F4 

3 ピットl作 巳l 67 ピットIlf S-5の床面 i府灰色土 C2 

4 ピット EI 68 ピット F2 

5 1955K005 1:坑 S-25→ S-5 XIIJVl C2 69 ピットI伴 04 

6 i二坑 EI 70 1955F070 道路 S-20・25とS-30.35の間 、iZ'Zel時代前期 2ライン

7 ピット EI 71 ピッ ト1伴 C4 

8 ピット EI 72 ピッ トl!f 02 

9 ピット 奈良H寺代つ FI 

10 1955EOI0 )1:)イ x-xlJm 03 

11 ピット 1 1 lit*-心後、ド-121l1J;cllij '1" FI 

12 ピット1作 E2 

13 ピット E2 

14 ピット E2 

15 似り万 E3 

16 ピット 10111:紀代 E2 

17 1:坑 FI 

18 ピット 81吐紀 E2 

19 ピットl作 平安H年代 E2 

20 19550020 rl時 S-50・40→ S-20 S-45→ 20 9111:紀後、|訂iij後 3フイン

21 ピット 'F1e時代 E2 

22 ピット E2 

23 ピット 平安H寺代 E2 

73 ピッ トllf E4 

74 ピッ トl!f F5 

76 ピッ ト桝 E5 

77 ピットllf E5 

78 ピットlf下 E5 

79 ピット群 E5 

81 ピット E5 

82 ピット群 03 

83 ピット併 奈良時代? E4 

84 ピッ トltf. E3 

86 ピッ トl伴 E4 

87 ピッ トl洋 奈良|時代? E4 

88 ピッ トi洋 E5 

89 ピッ トi洋 E5 

91 ピット1洋 F2 

92 ピットi符 E2 
24 ピット 平安l時代 E2 93 ピット併 、1<安l時代 E4 
25 19550025 Ìl\~ S-25→ S-5 91吐紀後半前後 3ライン 94 ピットl作 E3 
26 ピット 平安l時代 E2 96 ピット11宇 E2 
27 ピットl洋 平安l時代 F2 97 1955X097 t閉まり(轄地?) S-98とI.il-Wiつ。トレンチ挟んで，v，i似IJ 平安後JOJ CI 
28 ピットI作 F2 98 1955X098 納まり(整地つ) S-97と同一層つ。卜レンチ挟んでl宇j側 、1<'5(1下IWl EI 
29 ピット 101日紀~ F2 99 上坑 E3 
30 19550030 f持 S-40→S-30→ S-I VlIWInil後 FI 101 ピット VJI)g! F3 
31 ピット1作 F2 102 ~み F5 
32 ピット F3 103 ピッ ト1作 E5 

33 ピット 1 Oc - 12c F3 104 1955KI04 J二坑 S-35→ 104 平安前JQl C1 

34 ピット F3 106 lこ坑 S-97→ 106 01 

35 19550035 町時 S-45→40→ 35→ 104・5 9世紀後半前後 EI 107 l二坑 CI 

36 ピットl作 91比紀"，-後、ド F3 108 ピットllf 03 

37 ピット 、1<安rl'WI F3 109 ピット1伴 奈良時代 02 

38 ピット 11111紀後、1"- 12lit紀前、1-' F2 111 u冗とピット1伴 E3 

39 ピット F2 112 iニ坑 平安i時代 F2 

40 19558040 >>ui立中HIl物 S-50→ S-40→ S-20 8IH:*-l2liij、ド 0-F.I -3 113 i:!iLJ持 03 

41 ピット 、iZ1e後WI- F2 114 ピット俳 F3 

42 ピット E2 116 ピットi洋 E7 

43 ピット 911Uc- F2 117 ピット 奈良時代 E7 

44 ピット X -XIJYl F3 118 ピット際 F7 

45 1955D045 ii時 S-45→ 20.35 平安liij)別 EI -3  119 ピッ ト際 E6 

46 ピットI!i' E4 121 ピッ ト 9-IOUl紀 E6 

47 ピットL-Pf' F3 

48 ピットi作 01 
49 ピット群 02 

50 1 95SA050 柵苦IJ S-50→S-40→ S-20 7世紀末頃? 03 

51 ピット!洋 02 

52 ピット1伴 奈良時代つ 巳3

53 ピット!lF E3 

54 ピット F3 

55 19550055 rl'll 道路ftliJUIlつ S-55の1}9側 平安時代つ F9 
56 ピットll'f. F4 

57 ピットl作 F4 

58 ピット |マ4

59 lこ坑 01 

60 1955E060 j十)， X -XIJ91 04 

61 ピット CI 

122 |二坑 9 - 10111紀 E6 

123 ピッ ト 9 - 10111紀 E6 

124 ピッ ト静 E7 

126 lニ坑群 奈良H寺代~ E6 

127 UILl伴 06 

128 ピッ ト併 06 

129 上m: 06 

131 ピッ ト静 05 

132 ピット 06 

133 ピット{伴 05 

134 土坑 05 

136 ピット1伴 E5 

137 ピット鮮 C4 

138 ピット抑 C4 

139 ピッ トI作 04 

141 1二坑 05 
62 ピットl作 F2 142 iニ坑 05 
63 上坑 CI 143 |二11Li作 05 
64 ピット併 E4 144 ピット 04 
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Fig. 24 第 201次調査遺構全体図 (1/200)

W 表土
(1)調査に至る経緯

調査地は太宰府市通古賀 5丁目 122トl、

1221-4で、王城神社から日田街道に取り付

く道路の南側に位置する。

平成 9(1997)年 11月 26日、対象地を分

筆して専用住宅を建設するに先立ち、文化財

の取り扱いについて照会があった。そして、

平成 9(1997) 年 12月4日に試掘調査を実

真砂土

つ丈7 5・1 黒灰色土 ¥ …;一寸 ん司王-3
ii:L EUZ茶色土 制定黄色粘土
l 音灰色土

込P:J> S-2 黒色土sふ一3

茶色砂 黒灰色土 只|υ 黒鯨灰色虹土
灰色粘質土 』一戸

Fig. 25 第 201次調査土層模式図

施し、遺構を確認したため、今後調査が困難である分筆される境界部分について調査することとなった。

調査は主に分筆部分だけ掘削し、他は検出しプランを確認し記録しただけのため、遺構内容について不

明な点が多い。発掘調査は平成 10(1998)年 5月 13日から 5月 20日にかけて実施した。調査は狭川

真ーが担当した。開発対象面積は 336.41m2で、調査面積は 120m2である。

(2)基本層位

最上面は解体時の汚れが混ざった表土で、その下には真砂土が厚く覆う。その下に黒灰色土、その下

に茶灰色土では部分的に黄色粘土が見られ、茶灰色土も細かく 3"'-'4層に分かれるものの一律に面を形

成していない。これらは近代以降の整地で、これを除去すると遺構面となる。

(3)検出遺構

溝

201SD001 

調査区西端で検出された南北溝であるが、一部確認のため掘り下げた以外は平面確認で、終わっている。

西肩は調査区外で未確認であるが、幅 1.6m以上で、深さ O.3mで、南側は浅い。方位はやや西に振ってい

る。2回以上の掘り直しがあるとみられ、上面の埋土が北側にも広がっているため、東西の構が接続す

る可能性も考えられる。

井戸

201SE002 
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E 

東西 2.75m、南北 2.5mの掘り方で、中央には深さ 1mほどから、内法径 O.75mの石組みの井戸枠が残

っている。深さは O.2m程掘り下げたが、それ以下は完掘していなし、。

土坑

201SK003 

東西 1.12m、南北 O.95m、深さ O.9mの円形土坑で、途中深さ 0.6m付近で段が付き、そこから径 O.5m 

の土坑をさらに掘り込んでいる。

201SK005 

調査区の東端で検出された土坑である。大きさは東西 0.68m以上、 南北 1.7m以上、深さ 0.4m以上の

円形上坑で、破壊対象外のため完掘していない。形状から井戸の可能性も考えられる。

(4)出土遺物

201SD001暗灰色土出土遺物 (Fig.26) 

土師器

小皿 a(1 "" 3) 1は復元口径 10.4cm、器高 1.85cm、復元底径 7.6cm、内面底部は不定方向のナデ、

その他は回転ナデ。外面底部は付着物が多く調整不明。色調は鈍い樺色を呈する。2は口縁端部を外反

させる。復元口径 11.4 cm、器高 1.9cm、復元底径 9.6cm、外面は回転ナデ後にナデを施す。色調は黄灰

色や灰色を呈する。3は小片で、色調は淡い白燈色を呈する。

小皿 aX杯 a(4、5) 4は復元底径 7.Ocm、底部外面に板状圧痕が残り、内面底部はナデ調整を施す。

5は器高1.75cm程で、底部外面には板状圧痕が残る。色調は淡い白燈色を呈する。

椀 c(6) 復元高台径 9.7cm。全体的に磨滅する。胎土は砂粒や雲母を含み、白茶灰色を呈する。

201SE002上層出土遺物 (Fig.26) 

瓦質土器

火鉢 (7) 口縁端部に向かつて若干肥厚させている。胎土は茶灰色や茶黒色で白色砂粒を多く含む。

内面は細かいヨコハケで煤が付着する。外面は低く丸い突帯とその両端に沈線状の強いヨコナデを 2本

施すが、口縁端部に近い突帯は欠落する。その突帯問に花形文のスタンプを施している。

国産陶器

皿 (8) 高い高台と削り出している。復元高台径 6.7cm。胎土は茶灰色で砂粒を含み若干粗い。紬は

飴色の透明紬で、細い貫入が人る。内面は全面施粕で見込み部分は輪状に紬が掛っていない。外面体部

下半は露胎である。

201SE002淡灰色土出土遺物 (Fig.26) 

瓦質土器

火鉢 (9) 口縁端部に向かつて若干肥厚させている。胎土は白茶灰色で白色砂粒や茶色粒を含む。内

面は細かいヨコハケ、外面は低く丸い突帯とその両端に沈線状の強いヨコナデを 2本施し、その問に花

形文のスタンプを施している。

肥前系磁器

皿(10) 復元口径 13.6cm、器高 3.2cm、復元高台径 8.6cm。若干青味がかった透明粕を施し、内外

面とも呉須で文様を描く 。内面に目跡のような紬剥げが見られる。高台畳付は紬が拭き取られている。

国産磁器

皿 (11) 復元口径 14.1cm、器高 3.5cm、高台径 4.7cm。紬はやや青味のある白色軸で、内面底部は

輪状に紬を掻き取っている。外面は高台部が露胎で、高台内面には細かい砂粒が付着する。

国産陶器
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小椀(12) 高台径 4.8cm。胎土は淡い茶灰色で白色砂粒を含む。内外面とも黄褐色利を施し、全体

に細かな貝人が人る。高台畳付は布iJを拭き取り、僅かに円跡が残る。

情鉢(13) 口縁部を丸く肥厚させている。内外面回転ナデで、内面には細い揺り日を施す。胎土は

H音灰色でII色砂粒を含む。内外面とも茶褐色や暗茶褐色の紬がかかり、外面は軸垂れがみられる。

201SE002灰色粘土出土遺物 (Fig.26、Pla.22)

士師質土器

火皿(14) 七輸の火皿の破片で、径 1.5cm程の穿孔が開けられている。全面ナデ調整され、被熱で

色調は燈褐色を呈する。

肥前系磁器

皿 ([5、16) 15は復元口径 14.6cm、器高 2.9cm、復元高台径 8.8cm。全体にやや青味がかった利l

が施され、高台畳付は紬を拭き取っている。内外面に呉須で文様を描く。16は復元円径 13.4cm、器高

3. 1cm、復元高台径6.6clTlo口縁端部と両台畳付は紬を拭き取っている。見込みには淡灰青色で文様を描く。

小杯(17) 復元口径 6.2cm、器高 3.9cm、復元高台径 2.8cm。軸は外面体部下半と高台部以外は、若

干青味がかった光沢のある透明粕が全面施糊されている。一部外面が燈色に発色する。

花瓶(18) 花瓶の胴部とみられる破片で、胎土には白色砂粒や黒色粒が見られる。内外面にやや青

味がかった透明紬を施し、全体に貫入が入る。肩部は花弁形を造り出し、呉須で彩色している。

国産陶器

皿(19、20) 19は口縁端部を細かく欠いている。軸調は内面が紘青色で、外面は薄い褐色紬を施し、

若干貰入が人る。内面見込み部分は粕を蛇ノ目状に届き取っている。外面は体部下半と高台付近が蕗胎

である。高台径 4.9cmo 20は体部巾位から見込み部分を凹ませ、その部分には浅い沈線を施す。利1調は

内面が深い繰色で、外面は青味が若干ある白濁した透明紬で共に貫入が入る。見込み部分は蛇ノ目状に

紬を掻き取っていて、外面は体部下半以下が露胎である。高台径 6.6cm。

鉢 (21) 口縁部を屈曲外反させ、端部を肥厚させている。胎土は白色砂粒を含み、きめは細かい暗

灰色で、体部外面上半から内面は褐色紬を施し、灰緑色や乳向色で文様を描く 。

播鉢 (22'"'-' 24) 22・23は共に口縁端部を折り曲げ、玉縁状に肥厚させている。全体は回転ナデで

内面に細い播口を施す。色調は内外面とも暗茶褐色を呈する。24は内向きの高い高台を貼付し、復元

高台径 17.0cm。外面は回転ナデ、内面には細かい揺目が施されている。内面は茶褐色、外面は暗茶褐

色を呈する。

瓦類

軒丸瓦(25) 瓦当は三つ巴文に珠文が巡らされている。向色砂粒を多く含み組い。焼成は良好である。

石製品

砥石 (26、27)26は縦 10.9cm、横6.Ocm、厚さ 4.6cmで、 3面が使用されている。27は縦9.6cm、横

6. 5cm、厚さ 2.3cmで、表裏 2面が使用されている。

201SK003黒色土出土遺物 (Fig.27)

瓦類

瓦玉(1) 大きさは 2.9cm、厚さ 2.1cmで、全体的に磨滅し、布目痕は確認できるが、叩き目は不明瞭。

201SK003黒灰色土出土遺物 (Fig.27) 

黒色土器

椀 c(2) 内面ミガキ c、外面回転ナデを施す。復元高台径 6.7cmo A類。

瓦質上器
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鉢 (3) 内面は回転ナデ後にハケ目、外面は回転ナデ、で、僅かにハケ目が観察できる。胎土は向色砂粒

を多く含み、暗灰色を呈する。

土師質土器

羽釜 (4) 復元口径 28.2cm。胎ヒは茶灰色で、円色砂粒や雲母粒を多く含む。内外面ともハケ目調整。

外面には煤が付着する。鍔部分はヨコナデ。

龍泉窯系青磁

椀 ×郎 (5) 椀皿-2類もしくはJ不皿-5b類で、外面に連弁があり、厚く緑古色紬が施紬される。

201SK005出土遺物 (Fig.27)

土師器

小皿 a(6 '"'-' 8) 6は口径 10.1cm、器高 1.6cm、復元高台径 6.8cm。内面底部は不定庁向のナデ、外

面底部はへラ切りで、板状J玉痕が残る。7は口径 1l.1 cm、器高 1.7cm、復元高台径 8.Ocm。外面底部に

板状圧痕が残る。8は小片で、内聞は不定方向のナデ、底部切り離しは不明瞭。

小皿 a2(9) 口縁部の小片で、端部内面に僅かに浅い沈線が確認できる。色調は淡い撞褐色を呈する。

丸底杯(10) 口縁部を若下肥厚させる。内面にミガキ b、外面に押し出しの指頭圧痕が確認できる。

色調は淡白檀色を呈する。

須恵質七器

鉢(11) 胎土は灰色で O.2cm以下の白色砂粒や炭化物や茶色粒を含む。内外面とも向転ナデ。

瓦器

椀 c(12) 低い高台を ~I引、「し、その高台畳{、J.に板状圧痕が残る 。 内面はミガキ、外面は回転ナデ調

整で、色調は暗灰色や灰色を呈する。焼成は良好。

暗茶色土出土遺物 (Fig.27) 

国産磁器

皿(J3) 内面には花弁が刻まれ、全面に緑青色の透明軸を施す。利lには微細な気泡を含み、外面に

大きな貫入が入る。

国産陶器

皿(14) 皿の高い高台部分である。胎上は褐灰色で、砂粒を含むが精製されている。軸は若干褐色

味があり 、高台部分は内外面とも露胎である。内面には口跡が残る。

小椀(15) 高台は削り出しで、復元高台径 4.Ocmo fj台ヒは向色や茶色砂粒を少量含み、淡茶褐色を

呈する。紬は黄褐色で、外面の体部下半から高台内側までは露胎で、それ以外は施粕されている。

灰褐色土出土遺物 (Fig.27、Pla.22) 

肥前系磁器

小椀(16、17) 16は復元口径 9.4cm、器高 5.3cm、復元高台径 4.0cmo 粕は僅かに汗味がかった透明

利で、全面に施糊され、外面には呉須で茄子を描く。内面昆込みにも呉須で文様を揃くが、全符は不明。

高台畳付は紬を拭き取っている。17は胎土が僅かに灰色味を帯びた向色で、車111調は内面には若干青味

がかった透明利で、外面には緑青色味がかった透明手rtを施す。高台畳付は軸を拭き取り、砂粒が付着し

ている。高台径 3.9cm。内面には呉須で文犠を描く。

国産磁器

皿(18) 復元口径 10.5cm、器高 2.6cm、高台径 6.1cmo 紬は白濁した透明紬で、全面に施粕する。

高台畳付は紬を拭き取る。内外面とも花弁状に作り出している。

国産陶器
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皿(19) 復元高台径 10.8cm。胎上は紫褐色で、 0.4cm以下の白色砂粒や黒色粒を含む。内面には黄

褐色紬に白色紬で同心円の文様を描く。また、内面には目跡が残る。外商はへラケズリで露胎である。

蓋 (20) 復元口径 8.6cm。胎士は淡茶灰色で白色砂や黒色粒を含む。色調は灰色で、内面には炭化

物が付着している。外面は回転ヘラケズリで、その他は回転ナデ調整。土瓶の蓋と考えられる。

土瓶 (21) 口径 8.4cm。胎土は黄褐灰色から灰色で、軸調は光沢のある茶色がかった黒色粕で、体

部上半が施粕され、体部外面下半は回転ヘラケズリで露胎である。内面は回転ナデで口縁端部以外露胎

である。口縁端部上面は紬を拭き取っている。

石製品

砥石 (22) 縦 9.5cm、横 4.8X4. 9cmで、側面全てと断面部の 5面が使用され、研磨されている。

石臼 (23) 半分欠損するが、直径 33.0cm、厚さは 3.0........10.0cm。中心部よりやや側面側に径 3........ 

4. 5cmの孔が穿たれている。側面にも 2.5cm X 2. 5cm、奥行 2.7cmの穴が彫り込まれている。表面の凹

面部分は若干滑らかになっている。裏面は粗くなっているが揺り目が明瞭に残る。

表土出土遺物 (Fig. 27) 

肥前系磁器

椀 (24) いわゆる広東椀で、復元高台径 7.0cm。紬は僅かに青味のある透明粕で、高台畳付は軸が

拭き取られている。内外面とも呉須で文様が描かれ、内面底部には「寄j のような文字を書いている。

小椀 (25) 丸味のある体部で、復元口径 9.4cm。胎土は淡灰色で、外面に呉須で文様を描く 。

(5)小結

今回検出した遺構は、 平安時代後期、鎌倉時代、江戸時代末期~明治期の大きく 3時期に分かれる。

鎌倉時代の遺構は土坑が確認できただけで、それ以上の詳細は不明である。平安時代後期では条坊区画

に関係の可能性のある南北構があり、大宰府政庁中軸線から西へ 379.OOmの位置にある。

江戸時代末期から明治にかけての遺構は、大半が掘削せずそのままの状態で保存したために建物の規

模や構造を知ることはできなかったが、現在の道路から約 6m東側の地点から 17.5m地点までの約 8.5 

mの範囲に整地が認められ、そこが宅地として利用されていたことを窺わせる。この点で他の同時期の

遺構をみると、整地の切れ目付近に石組み井戸、その東側に畝状遺構が展開している。西側の道路に面

して玄関があると仮定すると、裏庭と宅地の境付近に井戸があり、それより東側(奥側)は裏庭的な存

在であり、そこで、は小規模な畑が作られていたと考えられる。現代の土地利用の前身が見てとれる。

一一一C

一一一-B

D 5m 

Fig. 28 第 201次調査遺構略測図 (1/200)

表 7 第 201次調査 条坊関連遺構座標値

iJ:H!I'l'i'点施椋(t!'i判門からのE日間fE
x y x方lIiI(m) Y方向 (m)

巡柄拘?;7 flLぽ jj (立

検 11¥北端'1'心 55967.05 -45187.15 ー745.259 -358.981 
20lSDOOI 検出北附点灯 55967.85 -45186.40 ー744.452 -358.239 1.. . ...1 

トー...-.…一一……ーイ一一一一一一一一一一一一卜一一一一一 ー ー…十一一一一一一一一一一jN-1. 41' 5" -W 1 
検出!精附束灯 55962.75 -45186.25 ー749.550 -358.038 1 ""' J -"1 

62 

表 8 第 201次調査 遺構一覧表

S-mけ 泣榊置?号 組 )jリ

20lS0001 討'Il

2 20lSE002 )1戸

3 201 SIく003 tm: 

4 l二坑

5 20lSK005 ヒ.tJ'[
6 仁JJL

7 I持

表 9 第 201次調査 出上遺物一覧表

5.1 I\~灰色上
須 忠 骨量 師、費、破);
上 附 出4杯、河a、J'I'd、椀c、小11I1a、小llllaXJ;fa、費
J品色上端 A 椀c
!日色上:mB 破片
自 磁 椀破)'.-(1)
瓦 m 言I'li(梢 fllP、制IJIIP)、破H・

J;fc、費、破片e

師、 尚師、 椀c、小1ma、費、 自主}~-
椀:1(2) 

5.1茶色砂
rt 日曜 総|師、九低保つ

5-2淡j火色I
須 !!¥ :lH 1 J;f. J;fa. tf、C、向師、饗
t 自F ~ri J;fa、破片
瓦貿 1二時4火鉢
肥!刊系陶磁総 出
|司産陶烈 小椀、捕鉢
同i1li磁総 椀、 011
C1 磁 椀 V(1)、 X1.1(1)
船井t当官系，'11滋 椀 l・2X3(1)
瓦 l:ri 平瓦(柿 (-II )I 、 J!~文、燃しli)、メLli(版文)

イゴ 製 tfII' 1 {-i炭

5.2 I~崩
須 1且 部4J;fc、鍵
上 附 日替 J;fa、小lllla、ft 
瓦賃上総 火鉢
同席陶Hl{1111 
冊i泉:'ll系，'1磁 椀 1(1) 
丸 首i平且:(mt文、燃し瓦)、九五[(11時文)
行 製 te1-I' I >j¥1J);'(!:r.I吋日イi)

5.2灰色粘上
主1 ，必 日時 .1Ii3、師、対c、f司州、 壁、 省、保b、鉢、破片
t 自U 総師、好、a、椀c、鍵、破);
上師質 |掛鉢、火山l
瓦賃上総 鉢
肥前系陶磁:f.{日II、椀、舷);-
凶庫陶官時 捕鉢、 mし倒、鉢、破片
伊l政滋樹 小師、花瓶
灰開l胸骨世 破片
IJ 磁 椀 11-1(1)、V-2(1)、 V111(1)、破片(1) 1'1滋舷片付)
間呆:穏系ll(磁 椀 ト4(1)、 11.b(l)、11(1)
瓦 類 、ドl正(純111叩、桁(-1I)1、j眠文、燃し血:)、JL瓦(絡 (IIP、無文)
6 製 It31g 1 砥石.{I炭、平E?I、iiHi)JIIU，'，
金属製品 鉄釘、)TJ途不IVl鉄製品
そ の {由 コクス

5-3 
須 必 品i師、』午c、鍵
J: 師 掛JJ;fa、椀C、破H-
自~品l :'ll系l'"r 磁 椀卜1(1)
瓦 類 破片(柿子IIP)

5.3見i色上
須 思 官官 襲、破片
上 師 ilU郎、椀c、製、破);.
総和l陶熔 破片
験人須忠日時 朝鮮系熊制陶器
瓦 首i瓦1;.

5-3lH灰色上
須 ;OJ.， 首H師、J;fc、費
t 曲P 日H師、鍋、破片
日l色 1:保A 椀c
上師質|二総 多~

瓦質上~ u 
越州:'ll系，I(磁 破片1(2)
nu~ :'ll系内磁 椀川ー2x IfI11-5b( 1) 
愉人証i忠総 明治下系無利l陶招

.lil!仁ほか H寺 Jm 地 区

平安Hキ代後WI~}î 9ライン

2← 3 近世~ 84 

131!t紀中頃~ 1411ト紀前後 84 

4← 6 近 l!t~ 東区

4← 5 I1世紀後半頃 東区

4← 6 近世~ 京区

東区鉱リ長

5.4 
Jtj 忠 日皆 川(c、鍵、破片

r，，~ 部 娠、丸底郎、質、鉢?、 破)-~

以色上掛~A 破片
瓦 目骨 椀
I1 磁 椀 1V(1). I1滋破片(1)
瓦 頬 舷)T

5.5 
jj"i ，也 wi{ 亦c、費、鉢
町F ilU 係、丸氏杯a、椀、倒c、小皿a、小11Ua2、Z臣、敏)1

然色 1:総A 破片
~U 色上総 B 椀c、破JT
瓦 3耕 倒c
九1忠質 l二官官 鉢
輸入須忠総 朝鮮系燃料i陶総

i"l 磁
椀 1V(I)、V.1(1)、 V-1a(l)、V.1XV111.2(1)、破)'，"(6)
i"l磁破片(1)

l正 軍1、I'li(破片)

5.6 
lfi 必 日昔 J;fa、費、小必
日F :!'.l 費、破片

IJ目前系磁熔 椀
.fi 類 平Li(燃しli)
イ{ 製 1E111 1 イJ炭
金版製品 九釘、鉄釘、 川途不 I~I飲製品

5-7 
11'1 f~ 陶掠Gf

l府茶色i
若i !，品 出4 益3、裂、 破) -~-

附 日時 師、丸底料、鍵
!日色 l一機 B 破片
|司ifIi.陶掛 指鉢、UlI、小椀
Ikl 康 磁総 1m 
ぉ; 対1平li(制111111、無文)、JL瓦(精子11)1)
製 M 、11.Fi.1J 

茶!火色!
五i }[{ 出4越し益3、M、乱脈c、m
帥 持骨 メ.u氏師、椀c、鍵、破);

|司ifIi.陶~官 椀、皿l、倍、上版、破片
1J;j産舷封書 自主H
11 滋 腕1V(2)
1i l:Ii 、f'li(燃しよi)
金属製品 煩if、丸jf

}j(尚色卜
I1巴l宵系陶磁総 椀
l司応陶日~ 益、大皿l、盛、急刻、小腕
1<1 席磁加 llll、|→瓶
千l 製 M 干iF1.砥干[

J<I 
jj"j 思 世世 降、峠a、費、舷)'，
t 帥 ilU 係、 tf、a、破片
fJ J1;j 1:総 焼t福¥l'v.
11巴liil系陶磁総 椀、小椀
1'，産陶総 椀、也、鉢、火鉢、 1:胤
l司産磁器 破片
1"1 磁 倒 1-1(1)
超州:'ll系 f'I滋 椀 1-2(1)
瓦 矧 、1'1i(無文、燃しより、破片
金胤製品 鋤先、鉄釘、 JTI途不日VJ鉄製品、針金状製品
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(1)調査に至る経緯

第 215次調査地点は太宰府市朱雀 6丁日 2577にあり、標高 30mの御笠川南岸の自然堤防ヒ、条窃右

郭ー坊に位置する。調査地点は周辺条抗域内でもやや高い地形上に位置する。土地の所有者は太宰府天

満宮(太宰府市宰府4TFl7番 l号、代表丙高辻信良)であり、平成 12(2000)年 8月 5口に老朽化

した社殿の建て棒えと参道石畳の張持、雨水路の新設を内容とする発掘届が出された。遺構に対する直

接的な影響は水路溜め桁以外には想定されなかったが、当該地が条坊中央路(推定朱雀大路)に隣接し、

菅原道真の居所であった「南館」の怨定値であることから、今後の遺構保護に資するため保存を前提と

した確認調査を国補助対象事業として発畑調査を実施した。工事に伴って社殿北西にある楠が敷地内で

急遁移設されることとなりそれについても調査をおこなった。調査の場所は工事個所に従って 13の地

点が設定され、 l区は社殿、 2区は楠の移設先、 3区は楠の抜き取り筒所、 4区は参道石畳敷設箇所、 5

から 13区は水路j留め併や電柱の設置個所で、ある。調査は施主側との協議により施工に影響しない調査

が求められたため、基本的に撤去された施設の上面を清掃して観察する方法が採られたが、楠の移設先

であった 2区は発掘調査を実施し、 5から 13区は工事に合わせた立会調査となった (Fig.29)。

調査期間は平成 12(2000) 年 10凡 17 ~ I 
~一一ー← 引円から 12月 5卜|で、調査面積は 451niで ----.JL九三一~一一ーニt 一一】 『圃 】! 日

ある。調査は山村信柴が担当した。 12区

(2)基本層位

4、第215次調査

今回の調査区は南北約 200m、東西約

100mが対象地のうちの表層部分を剥し、だ

に過ぎないが、楠の移転に伴う 2、3区で

は深いところでは 120cmほどの掘削によっ

て複数の遺物包合眉が重なった状態で確認

された (Fig.34)。

2区は対象地の|有端に当たるが、表上下

20cmで平安時代の造物を主体とする面的

に広がる茶褐色上があり、その下に淡茶

色、灰茶色の造物包含層を快んで地表下約

80cmで、黄色シル卜の地山面がある。

3区は現代の遺物を含む汚れた黒灰色土

層(表上)の下に SD050，060の2条の惜と

灰色系の堆積層があり 、地表下約 1mで向

色ないし灰褐色の砂の無造物層が見つかっ

ている。SD050，060と無造物思の問に l

面以上の遺構面がある可能性がある。

4区は現代の参道直下の調査で、石畳を

剥がす工事の立会の所見では、現在の石畳

下には硬化した海砂の層があり、その下に

近現代の瓦片を合む黒灰色土、さらにその

56，066 

@
Q》
(

。

①
 

畠

F 
@① 
@ゆ

一一一一ー)

10区

口 l

11区

13区
口 。54φ

⑩ 
@ 

56，060 

56，050 

O 

8区
口 9区

口

5m 

Fig.29 

6区⑨

第 215次調査区位置図(1/800)

56.000 

Fig. 30 第 215次調査 1・4区遺構全体図(1/100)
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Fig. 31 第 215次調査4区遺構全体図(1/100)
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。

56.072 

o 2m 

Fig. 32 第 215次調査2区遺構全体図(1/100)

下に近代の陶磁器片を合む亦褐色粘上層があり、石畳面下約 20cmで暗黒色を呈する造物包含層の上面

(遺構面)が現れる。l区の社殿はこの黒色土面上に淡茶色上を盛り上げて根石などが置かれている(以

下、 Fig.33)。

5区は調査区の南西にあたるが、灰色の表上下 15cmで、花闘岩の小礁が敷かれた状況が見られた、造

物包含府に覆われたものではなく近現代の所産であることが考えられる。

6区は調査区南側にある石灯篭の恨元にあたる部分だが、地表下 30cmまでの間は現代の遺物が含ま

れる灰色系の表土層である。

7区は 4区中央西側にあり、地表下 10cmのパラス層の下に灰褐色を呈す近現代の整地層があり、そ

の下に厚さ 25cmほどの平安時代の造物を主体に持つ附黄灰褐色土がある。これは 4区で検出された硬

化した道路面の基盤層になるが、近世までの時間的な幅を考慮する必要がある。その下には淡灰色の平

安時代の造物包含層がある。

8区は4区を挟みその東側にあたる場所で、地表下 20cmまでは近現代のものと思われる灰色系の表

上層があり、その下に厚さ 15cmの燈色粘土の塊が人る整地層があり、その下に黒灰色、黒色の遺物包

今岡がある。黒色上中には大宰府編年 VII期の土師器がまとまって検出された。

9区は8区のさらに東にあり、地表下 30cmまでは現代の花闘岩風化土による整地七で、あった。

10区は本殿北側の浄妙尼の小桐前にある石台(太宰府天満宮の神幸式で使用するfFll輿の据え台)を

撤去した箇所で、中央に一辺が 80cm、深さ 10cmほどの黄褐色の上壌が入る浅いくぼみが見られた。

11区は 10区の西の地点にあり、表士下に 2cmほどの炭の堆積層があり、その下は灰褐色の硬化気味

の土壌があり、路面である可能性がある。その下は厚さ 5cm強の茶色、黄褐色の層が見られる。

12区は調査区北の道路際に位置し、深さ 20cmで樹木の恨が検出される聞は近現代の瓦ほかのごみが

出tした。

13区は社務所の北側に位置し、ここでも表上下に 2"-' 5cmほどの炭の堆積層があり、その下の灰褐
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1区の SsIOO北棟の東西で検出さ
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215SsIOO遺構実測園(1/40、1/80)
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215S8100 
色上、黒灰色上までは近現代の造物が見られる。最下層の燈色粘上には炭と小さな上器片が見られた。

(3)検出遺構

掘立柱建物

215SB005 (Fig.35) 

2区の黄褐色土を除去した地山面で検出された遺構で、方位はN-52
0
261 -Eを採る。東西 1rlI-J以上、

南北2間以上の建物である。柱穴は直符 1~ O. 5mの平面形では不定形なもので、柱径は約 15cm。深さ

は深いもので 30cmを測る。柱聞は南北の桁方向は a-b 聞は1.7m、b一 C問は 2.2m、a-c間は 2.0 

正方位に乗らないもので、層位から SDOOl(8世紀後半)よりも遡る時期に位置付けられる。mである。

礎石建物

215SB100 (Fig.36、Pla.9) 

l区にある現在まで使用されていた社殿を解体した直下にある建物の痕跡で、建物は南側の礎石の抜

き跡と思われる窪みから構成される南棟と、併状の矩形に置かれた礎石群からなる北棟、それを繋ぐ問

-40 541 -Eと若干東に振 。

〈己 J

己@a
¥一一一一一.../

1暗茶黒色土

jY
問

二子工〉主主与i三子
m
 

i
l
l
-
-
q
u
 
nu 
q
d
 

215S8005 

、

。c/

71 

くD

島

56.060 -
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上信正が想、定する大宰府条坊案の 11

坊路想定位置に合致する。

215S0117、118(Fig. 36) 

Fig.36 

4 

215Ss005遺構実測図(1/80)Fig. 35 
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の3つから構成されている。南棟は拝殿、北棟は本殿に相当する。方位は

れた方位を採る。南棟は東西 9，28m、南北 8.6m、北棟は東西 11.6m、南北 14.3m、それを繋ぐ聞は東西

2. 6m、南北 2.6mを測る。南棟は9つの礎石の据えた痕跡と考えられる窪みがあり、窪みには灰色~茶

色のばさばさした土壌と小礁が見られた。深さは 15cm程度で中央が窪む傾向がある。人為的 ・計画的

に掘削されたようには見えない。北棟は東西の側面には溝SD117、118が掘られ、その上に聞を詰めて

方形の花闘岩が並べられ、北側が東側lから SD1l8がF字に 2か所で曲がり、北端は東縁とつながるよう

215S0001 (Fig.38) 

2区で検出された遺構である。南西から北東に傾斜する幅 2.6m、深さ 80cmの溝状を量す。屈は造物

が散在する茶褐色土層下に遺物の少ない淡茶色土と地山の黄色土ブロックを含む層があり、その下の地

山上に炭を含む黒灰色土層が流れ込むよ うな状態で堆積している。

⑮b 

q 
(Qc 

幅は 60cmで深さはれた惜である。

になるが、石は飛び石状に置かれている。
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215S0050、060(Fig. 34・49、Pla.10)

3区で検出された東西方向の構状

遺構である。遺構そのものは楠木の

掘り取りで調査できなかったが、 3

区の壁面の観察により壁面の東西で

痕跡が確認された。遺構は表土であ

る黒灰色土を除去してすぐに確認で

きる層位にあり、北側の 215SD050

は幅 1.7m、深さ 60cm、215SD060は

深さ 80cmを測る。2本の構に挟まれ

る幅は約 2mになる。位置的には井



色黄のい心地るて.し呈を

o

mu

る

円

す

精

梢
る

地

測

に
を

う
m
ト

ι

ρ
U

、、-

nU

ム
ア
れ

ウ

t

ノ

一品

寸断

出

航
五

で

同

ん

l

挟

れ

然

久

面

加

お

て

掘

情

の

組

う

る

の

坊

が

の

と

も

い

門

山

さ

そ

さ

円

3

化

問

問

し

で

の

色

る

よ

す

様

3

榊

h

跡

例

広

と

l

長

畑

削

で

ι

更

S

S

R

誌

面

黒

す

た

定

同

郭

遣

い

痕

事

の

ン

∞

ー

炭

掘

側

円

引

を

を

制

協

断

暗

と

れ

並

が

右

じ

d

轍

本

幅

一

2

で

U

こ

南

(

伏

の

の

を

の

ら

は

体

ま

で

る

る

同

レ

の

ら

。
サ

1

構

が

仙

川

町

清

川

付

制

保

同

問

位

比

閑

吋

制

紅

一UU

時

M

M

か

阿

仇

四

時

る

川

以

れ

細

あ

る

事

こ

S

色

押

の

告

こ

と

沖

ら

こ

ら

跡

の

l

れ

U

さ

同

一一

昨

す

工

た

抗

白

に

M

報

釦

跡

的

か

の

え

痕

路

』

色

据

の

間

出

恥

川

在

'

↓

つ

い

灰

面

、
未

調

足

も

と

こ

考

町

時

開

制

相

硝

制

る

か

X

検

川

r

一

明

リ

か

な

に

が

で

。
次

の

の

こ

。
と

る

ト

門

通

g

で

す

軒

両

い

ほ

S

で

ダ

仇

ヵ

と

な

い

面

壌

の

る

η
牛

条

る

る

の

よ

V
交

構

れ

面

と

礎

。
て

構

n
h

則

幅

4

ら

路

わ

て

上

上

も

れ

2

で

数

す

い

も

に

・。

る

つ

遺

引

相

、

約

れ

道

叶

れ

層

む

た

ら

坊

上

、

行

て

じ

人

る

古

の

引

也

主

三

あ

な

状

汗

の

り

幅

こ

の

ヵ

ら

含

含

れ

見

条

面

れ

平

れ

同

ま

い

『

他

間

引

を

いじ

で

く

路

5
ω
区

ぁ

、

、

。

げ

得

包

を

さ

が

が

路

さ

で

さ

に

引

て

柴

の

日

区

ト

叩

構

な

道

引

a

4

で

し

し

引

下

が

物

砂

残

状

例

の

認

隔

断

れ

ω
し

信

そ

引

2

ル

叩

た

に

円

群

と

と

釘

り

報

遣

い

に

形

事

路

確

間

判

そ

以

致

村

シ

側

A
ハ
斗
l
十
l

56.039 

5m 

Fig.37 215SF010・SX020・025遺構実測図(1/160)

215SX064 (Fig.39) 

4区の南端で検出された幅 1mほど、深さ 1mの穴で、黄色のブロック土と磯まじりの土壌で埋められ

た遺構である。

215SX066 (Fig.39) 

4区の南側で検出された幅 1mほど、深さ 90cmの平面形が隅丸方形を呈す穴で、 SX064同傑に黄色の

ブロック土と礁まじりの土壌で埋められた遺構である。

215SX067 (Fig.39) 

4区の SX066の北側で検出された幅 1mほど、深さ 90cmの平面形が楕円形と隅丸方形の中間的な形状

を呈す穴で、 SX064、066同様に黄色のブ、ロック上と磯まじりの上壊で埋められた遺構である。

215SX068 (Fig.39) 
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Fig. 38 215SDOOl 遺構実測図(1/80)

4区の SX066の北側で検出された幅 1mほど、深さ 70cmの平面形が隅丸方形を呈す穴で、黄色のブロ

ック上と礁まじりの土壌で埋められた遺構である。底の中央が先すぽまりになってやや窪んでいる。こ

れら SX064、066、067、068は参道中央部に 5mごとの一定間隔で列状にあるため、有機的な関係、がある

と考えられる。しかし、その点位は参道に対してやや東に振れており、従って現在の社殿正面の正中の

ラインには乗らないため性格は類推しにくい。SX064からは近世以降の国産陶器の破片が出ており、江

戸期以降の所産と考えられる。

215SX077 (Fig.39) 

4区の中央東側で検出された長さ 2.6m、幅 1mほど、深さ80cmの平面形が長楕円形を呈すたまり状遺

構で、近代までの遺物が出土している。

(4)出土遺物

溝

215SD001黒灰色土出土遺物 (Fig.40、Pla.22) 

須恵器
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師 a(1) 淡灰色を呈し硬質な胎上を持ち、口径 14.2cm、器高 3.4cm、底径 9.2cmに復元される。

郎 c(2、3) 灰色を呈し硬質な胎土を持ち、万形を呈す高台は体部内側につけられる。2は口径

13cm、器高 3.7cm、底径 7.6cmに、 3は底径 9.2cmに復元される。

上師器

蓋 c(4) 中央が若干窪む丈の高いつまみを有す。明燈色を呈す。蓋でも大型のものか。

郎 c(5) やや外に張り出す高台を持つ。調整は不明。明樫色を呈す。

原 aX杯 d(6) 丸みを持つ体部下位の部分。調整は不明。明樺色を呈す。

塑 (7) 内面がきっく屈曲して開く形状を呈す。淡憧色を呈す。

石製品

丸石 (8) 緑色の精円形を呈すもので、碁石などの用途の可能性がある。長辺 1.7cm、短辺 1.4cm、

厚さ O.5cmを測る。

215SD001淡茶灰色土出土遺物 (Fig，40) 

須恵器

高坪 a(9) 口径が 20.4cmに復元される。焼成はやや軟質。内面に円を描く重ね焼きの摸跡がある。

円面硯 (10) 底部の先端が靴先状に短く屈曲する形状で、縦方向の方形の透かしを有す。高さは

5. 6cmが残る。灰色を呈し、焼成は硬質。

土師器

移動式箇 (11) 内面に粗い削りの跡を残るもので、簡の裾部の小片と思われる。樺色を呈す。

215SD001淡茶色土出土遺物 (Fig.40 "'-' 42) 

須恵器

郎蓋 c(12"'-' 14) 12、13は上部先端がやや突起し、 14は平坦な形状を呈すつまみを持つ郎蓋であ

る。口縁端部の屈曲は弱く、天井部は回転へラ削りを施す。12は口径が 13.6cm、器高 2.3cm、13は口

径 15.0cm、器高 2.9cm、14はIl径 20.4cm、器高 2.3cmを測る。淡灰色を呈し、焼成は 17がやや軟質。

原蓋(15"'-' 18) 口縁端部の屈曲は弱く、天井部は回転へラi'iIJりを施す。15は口径が 11.2cm、器高

1. 2cm、16は口径が 12.7cm、器高1.7cm、17は口径が 13.4cm、器高 1.6cm、18は円径が 19.8cm、器高

].5cmを測る。焼成は硬質。

郎 c(19 "'-' 24) 平坦な底部から直線的に体部が聞く形状を呈す。灰色を呈し焼成は硬質。20だけは

体部にやや丸みを帯び、焼成も極端に硬質で褐色味を幣びる。肥後産の製品か。19は口径が 14.2cm、

器高 3.8cm、底径 10.5cm、20は底径 llcm、21は底径 12cm、22は庇径 9cm、23は底径 8.4cm、24は底

径 7.8cmを測る。

原 (25) 丸みを帯びた体部に短く外に屈曲する口縁端部を持つ。口径は 16.6cmに復元される。

皿 a(26) 平坦な底部から直線的に体部が開く形状を呈す。灰色を呈し焼成は硬質。

鉢 b(27、28) 底の中央が接地側に突出する形状を持つ。外面は回転へラ削りによる調整が施される。

焼成は硬質で、 27は底径が 10.7cm、28は 11.3cmに復元される。小型の部類に属す。

壷a(29) 球形の胴部の肩から口縁部にかけての破片である。焼成は硬質。

壷 b(30) そろばん玉状の体部の上部に当たる。符は 17cmに復元される。焼成は硬質。

高部a(32、33) 口縁端部が短く上方に開く形状を呈し、 32は杯部の底面に回転へラ削りを施す。

焼成は硬質。32は口径 20.8cm、33は口径 23cm、高さ 7.4cmを測る。

上師器

蓋 (34、35) 体部は緩やかに反り、口縁端部は下方に若干突出する。内外面にミガキ aを施す。焼

75 
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14 

成は均一で良好。明樫色を呈す。34は口径 14.6cm、器l缶2cm、35は口径 15.6cm、器高 2cmlこ復元される。

杯 C (36) 体部はやや丸味を以て立ち上がり、高台は裾広がりの形状を成す。底径は 9.8cmに復冗

される。焼成は良好で明惜色を呈す。

亦 d(37、38) 体部は緩やかに内に反りなが ら立ち上がる形状を成す。 37は口径 13.8c m、器高

3 cm、38は底径 8cm、措高2.6cm。焼成は良好で明燈色を呈す。

鉢 (39) 体部が朝顔形に聞き、口縁端部が上に短く屈曲する形状を呈す。外面にはミガキ aが見ら

れる。焼成は口縁土庁の一部が黒色化しているが、基本は燈色を呈す酸化焼成。

高郎 (40) ラッパ状に開く脚の裾部で、端部が |ごに短く屈曲する。弧を摘く手持ちのミガキを施す。

焼成は良好で明櫨色を呈す。

艶 (40"-'43) 鋤先状に屈曲する口縁を持ち、胴部内面は横ないし斜位のへラケズリを施す。41は

口径 19.7cmで、小型の部類に属す。

移動式首~ (44) 端部が11幅広になり内面に組い円IJりの跡を残るもので、誼の裾部の小片と思われる。

樺色を呈す。

製塩土器

査 (45、46) カッフ状の壷形になるもので、45は底部、 46は浅い Il類の口縁に近い胴部にあたる。

内面に布の圧痕を残す。燈色を呈す。

聾 (47) 体部内面に横方向の太い条線を有す。l引燈色を呈す。

瓦類

平瓦 (48) 側辺がへラケズリによって整形されたもので、長辺方向に網円のタタキ痕跡を残す。焼

成は須恵質。

無文埠 (49) 立方形の角部分の小片。焼成は柔らかな瓦質を呈す。

上製品

上錘 (50"-' 52) 胴の中央が太くなる筒状のもので、焼成は 52が灰色傾向の還元気味な様相で、他

は燈色を呈す酸化焼成。50は長さ 4.8C1ll、 幅 1.8 cm、紐穴の径は 0.5Clll、51は長さ 4.8CI1l、幅 2.1cm、

紐穴の径は 0.4cm、52は長さ 5.8CI1l、幅 1.4 cm、紐穴の径は 0.3CI1lを測る。

焼上塊 (53、54) 燈色を呈す焼けた土の塊で、 53は長辺 3.9CI1l、短辺 2CIll、厚さ 1.8 cm 、54は長辺

5.3 cm、短辺 4.5Clll、厚さ 3.4cmを測る。

石製品

砥石 (55) 黒色を呈す泥岩製で対馬産の可能性がある素材で、長さ 9.1 cm、幅 4Clll、厚さ 3cmを測る。

下持ちで使用した中砥と思われる。

丸石 (56) 白色の崎円形を呈すもので、碁石などの用途の可能性がある。長辺1.2cm、短辺 lcm、厚

さO.5cmを測る。

版状不明製品 (57) 赤褐色と乳向色の色がマーブ、/レ状に見える石材を平面形は丸みのある板状に研

ぎ山したもので長辺 4.5cm、短辺 4.4cm、厚さl.4cI1Iを測る。

215SD001茶褐色土出土遺物 (Fig.42、43)

須恵器

杯蓋 C (1) 柱状で丈高の摘みを持ち、天井部はへラ切りのままで口縁端部は短く屈曲する。大宰府

編年III期の様相を持つ。円径 14.6cm、器高 2.9Clllに復元される。

原蓋 (2"-' 6) 2は円縁内側に返りがあり、他は口縁端部が短く内側に屈曲する。5は口径が大きな

大型に属す。焼成は硬質で灰色を呈す。5は白色気味でやや軟質である。6以外は天井部に回転へラケ
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ズリを施す。5の施される部位は天井部中央から外縁の中間付近のみに留まる。5の口径は 26.4cm、器

高2.6cm、6は口径 14.8cm、器高 2.6cm、7は口径 16.4COl、器高 1.4 cmを測る。

郎 a(8) 平坦な底部から直線的に外に開く体部を持つ。焼成は軟質で灰白色を呈す。口径 14.6 cm、

器高 3.6cm、底径 10.2COlを測る。体部の形状は牛頚産の通常のものと異なり 、筑後や肥後産の系統の

可能性がある。

j不c(9 ~ 11) 平坦な底部からやや丸味をもって外に聞く体部を持つ。灰色を呈し、焼成は 11がや

や軟質気味。11には底部外面に「六Jと読める墨書が見られる。9は口径 12.8cm、器高 4.6cm、底径

8. 1 COl、 10は底径 9cm、11は7.5cmに復元される。

皿 a(12) やや底部接地面が突出する形状のもので、外面に板状圧痕を残す。焼成はやや軟質で、

口径 18.2cm、器高 2.3Clll、底径 15.4cmを測る。

高杯a(13) 口縁端部が L字に屈曲するj不部で、焼成は硬質で灰色を呈す。口径は 30cmに復元される。

壷 a(14) 撫で肩の胴部から緩やかに短く屈曲する口縁部を持つ。焼成は硬質で灰色を呈す。

壷e(15) 一端屈曲して朝顔形に開く口縁部を持つ。焼成は硬質。

土師器

小椀 (16) 体部下位は丸みを持つボウノレ状の形状を呈す。体部外面にはミガキ aが施される。口径

11. 3 Clll、器高 3.4cmを測る。明樺色を呈す。

椀 c(17、18) 底部中央に向かつて深くなり 、高台は底部外側にあり裾広がりの形状を成す。調整

は摩耗して不明。17は底径 7.4Clllに復元される。

血 a(19、20) 平坦な底部と丸みのある体部を有す。焼成はやや軟質で 19は口径 15.4cm、器高 2.3 

cm、底径 12.2 COl、 20は口径 19.8cm、器高 1.9 cm、底径 15.8 cmに復元される。

費 a(24 ~ 27) 口縁がく字に屈曲するもので、24は口縁がやや長い形状を持つ。胴部内面は横ない

し斜位のへラケズリを施す。茶褐色を呈す。

製塩土器

壷 (22、23) 22は浅い 11類の口縁部、23は深い I類の体部に分類される。内面に目の細かな布痕

跡があり 、茶褐色を呈す。

土製品

七錘 (28、29) 胴の中央が太くなる筒状のもので、焼成は 29が灰色傾向の還元気味な様相で、28

は偉色を呈す酸化焼成。28は長さ 5.5cm、幅 1.4cm、紐穴の径は 0.4cm、29は長さ 5.8cm、幅 1.4 cm、

紐穴の径は 0.3cmを測る。

焼上塊 (30、31) 撞色を呈す焼けた土の塊で、藁などの植物繊維が混入されているスサと呼ばれる

ものである。30は長辺 6.8cm、短辺 5.9Clll、厚さ 3.9cm、31は長辺 7.6cm、短辺 8cm、厚さ 5.9cmを測る。

瓦類

平瓦 (32~ 37) 32 ~ 35は長辺点向に縄自のタタキを、36、37は格子目のタタキを施す。32、34、

36は側辺がへラにより削られ整形されている。焼成は 33が堅い須恵質で他は軟質で 37は上師質の酸

化焼成。格子のタタキ目は正格子から斜格子に移行する段階の日の細かいもので、 9世紀に位置付けら

れる。

215SD117出土遺物 (Fig.44、Pla.22) 

瓦類

平瓦(1) 表面が幅広いナデで仕上げられたもので、焼成は軟質で黒色の嬬しが不均一に及ぶ。厚さ

1.6cm。近世以降の所産。
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82 

上製品

加工瓦製品 (2) ドーナツ状に打ち欠いた形状のもので、長辺は 8.8cm、厚さ 1.8cmを測る。焼成は

良好で矯しにより表面が黒色化している。

漆喰塊 (3、4) 白色の漆喰の塊で、 3は長辺 4.2cm、短辺 4.5cm、厚さ 3.6cm、4は長辺 3.9cm、短辺

3. 7cm、厚さ 1.7cmを測る。建物の屋根や壁の装飾材か。

215SD118出土遺物 (Fig.44、Pla.23) 

瓦類

丸瓦 (5) 端部を丸く収める形状で、内面には縄の押圧痕跡と「清兵衛j の文字の押印がある。長さ

8.1cm、l隔5.8cmが残存する。

平瓦 (6""-'8) 上面にl陸い指による押圧痕、下面は幅広いて具によるナデが施される。焼成は軟質で

8は黒色の嬬しが不均一に及ぶ。厚さ 1.6cmほど。8には上市にへラ描きで「事Jと読める草書が施される。

215SX003出土遺物 (Fig.44)

上師器

杯 a(9) 底部はへラ切りが施され丸底気味になるもので、焼成は良好で淡黄褐色を呈し、底部外面

は一部黒色化する。口径 15cm、器高 2.9cm、底径 12.4cmに復元される。

215SX008出土遺物 (Fig.44)

ー師器

丸庇郎 a(10) 丸底気味のある体部を持つもので、焼成は良好で淡黄褐色を呈す。口径 16.6cm、器

高3.6cm以上、底径 14.3cmに復元される。

215SX011出土遺物 (Fig.44)

七師器

亦 a(11) 器高 2cmの底部は平坦な形状のもの。焼成は良好で淡黄褐色を呈す。

小壷(12) 徳利形の高さ 10cm前後の小型の査で、頭部がロクロ整形によって絞られて細し、形状とな

る。焼成は良好で淡黄褐色を呈す。

215SX016出土遺物 (Fig.44) 

上師器

小皿 a2(13) 口縁端部がて字状に屈曲する。淡黄褐色を呈す。口径は llcmに復元される。

215SX018出土遺物 (Fig.44)

土師器

椀 c(14) 細身で裾が開く形状の高台部分。向色気味の淡黄褐色を呈す。

上製品

焼上塊(15) 面を持つ側が黒色に還元化しており炉壁の可能性がある。長辺 4.4cm、短辺 3.6cm、厚

さ2cmを測る。

215SX019出土遺物 (Fig.44) 

上師器

郎蓋(16) ゆるく内側に反る形状を持つ。内外面にミガキ aを施す。焼成は良好で偉色を呈す。

郎(17) 底部が円柱状になる形状のもので、薩摩地域などからの外来の製品である。淡い燈色を呈す。

底径は 5.2cmに復元される。

土製品

上錘(18) 胴の中央が太くなる筒状のもので、残存する幅は 2.8cmを測る。
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215SX021出土遺物 (Fig.45)

土師器

上不 a(1) 底部接地面の中央がやや膨らむ形状のもので、底径は 6.8cmを測る。V期以降の所産である。

椀 c(2、3) やや裾広がりの形状の高台を持つもので、底径は両者とも 7.5cmに復元される。

結紬陶器

皿 (4) 高台のないタイプの皿の底部片と忠われる。胎士はきめが細かくやや黄味を幣びた向色粘ヒ

で、内面に淡緑色の粕が残る。洛北系の製品か。底径は 8.2cmに復元される。

瓦類

平瓦 (5、6) 5は縦庁向の縄日が、 6は斜棉子のタタキ目が確認される。焼成は 5が軟質で 6が硬い

須恵質。

215SX026出土遺物 (Fig.45)

須恵器

郎蓋 (7) ゆるく内側に反る形状を持つ。調整は不明。焼成は良好で燈色を呈す。

聾 (8、9) 格子目のタタキを有すもので、内面の充て具は 8は同心円、 9は並行の刻みを施す。焼

成は硬質で淡い灰色を呈すが、9は褐色が被り、最終段階で酸化気味の焼成になっている。

上師器

聾(10) ごく短く屈曲するく字形の円縁を持つ。内面は斜位のケズリを施す。

製塩土器

査(11) 筒状に深い I類の体部で、内面に目の細かな布跡が残る。茶褐色を呈す。

215SX027出土遺物 (Fig.45)

石製品

丸石 ([2) 黒色の泥岩で楕円形を呈すもので、碁石などの用途の可能性がある。長辺l.9cm、短辺

1.6cm、厚さ O.5cmを測る。

215SX029出土遺物 (Fig.45) 

土師器

杯(13) 糸切りを残す小さな底部から大きく開く体部を持つ。底径が 5.2cmに復元される。外来系

の遺物である。

白磁

皿(14) 灰白色の胎土にやや黄味を帯びた透明紬を施す。V-2類に属す。

瓦類

平瓦(15) 側辺にへラ削りと分割裁線を残すもので、格子に直線を組み合わせたタタキ日を有す。

焼成は硬質な須恵質。灰色を呈す。10世紀以降の所産である。

215SX031出土遺物 (Fig.45)

白磁

椀 (16) 小さな玉縁を有す。白色の胎上にやや緑色を帯びた透明利を施す。II-l類に属す。

瓦類

丸瓦(19) 日の大きな格子のタタキ目を布す。焼成は軟質な瓦質。灰色を呈す。平安後期の所産である。

215SX036出土遺物 (Fig.45)

向磁

皿(18) n縁端部の上面に若干の平坦面がある。白色の胎上にやや緑味を帯びた透明利を施す。V-2
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215SX067 

。-
C:>9 

215SX046 

O 

215SX041 
215SX038 

二三宮二二二

で三ご~. .Zク
の文字が彫られる。目の小さな格子に「平井」側辺にへラ削りと分害IJ裁線を残すもので、

類に属す。

瓦類

平瓦(19)

焼成は土師質。淡褐色を呈す。

コ二
215SX053 

繊維を含むスサと呼ばれるもので、淡い燈色を呈す。20は長辺 3.9cm、短辺

3.2cm、厚さ 3.1cm、21は長辺 5.6cm、短辺 5.2cm、厚さ 3.2cm、長辺 6.5cm、短辺 5.2cm、厚さ 3.7cmを測る。

215SX037出土遺物 (Fig.45) 

土製品

焼土塊 (20'" 22) 

ガラス製品

小瓶 (23) の文字が浮き出る。調ボトノレ形の頚が細くなる形状で底部は楕円形を呈し iA]INOMOTOJ

味料の小瓶で、ある。

215SX038出土遺物 (Fig.46) 

215SX069 

3 

10cm 

215SX082 

口縁端部が短くつまみ出された形状を呈す。天井部はナデ調整。

土師器

杯 (2)
。

一い門
l
l
lM
一一

11 

215SX087 
土師器

杯 a(24 '" 26) 底部は 24は平坦、他はやや丸みを帯びた形状を呈す。淡い茶褐色を呈す。24は口

径 11.4cm、器高 3cm、底径 6.4cmに復元される。25は底径 8.2cm、26は 7.6cmを測る。V期の所産であ

平坦な底部に直立気味で細身の高台が延びる。底径は 8.2cmに復元される。

215SX041出土遺物 (Fig.46) 

ろう。

椀 c(27) 

。
土師器

丸底杯 (4)

黒色土器

胴部下位で若干の屈曲があるもので、淡褐色を呈す。

10cm 緩やかな曲線を持つ体部に若干外に屈曲する口縁部を持つ。内面はナデによる整形である。椀 c(5) 

口径 17cm、器高 6.3cm、底径 8cmに復元される。灰褐色の胎土に内面は嬬しによって黒色化する。

-O 
O 

215SX091 

須恵器

亦 c(7) 
14 

¥/i 口径 12.6cm、器高平坦な底部から直線的に開く体部を持つ。淡灰色を呈し、焼成は硬質。

3.9cm、底径 8cmに復元される。

215SX067出土遺物 (Fig.46) 
5cm 

215SX038・041・046・053・067・069・082・087・091出土造物実測図(土製品 ・石製品は 1/2、土器は 1/3、瓦は1/4)

須恵器

杯蓋(1)

口縁端部が短く S字に屈曲し、大きく開く体部を持つ。明燈色を呈す。外来系の遺物である。

瓦類

平瓦 (3) 長辺に並行する網目のタタキを有すもので、側辺はへラ削りにより整形されている。焼成

は柔らかな瓦質を呈す。厚さは 1.5cm。

215SX039出土遺物 (Fig.45)

215SX046出土遺物 (Fig.46)

緑色片岩製で楕円形を呈すもので、碁石などの用途の可能性がある。長辺 1.3cm、短辺

lcm、厚さ O.5cmを測る。

215SX053出土遺物 (Fig.46) 
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Fig.46 

86 

石製品

丸石 (6)
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上製品

土錘 (8) 中央が膨らむ円筒形で淡茶褐色を呈す。長さ 4.4cm以上、幅 1.2cm、紐穴径は0.4cmを測る。

石製品

丸石 (9) 緑色片岩製で精円形を呈し、碁石などの用途の可能性がある。長辺 1.9cm、短辺 1.7cm、

厚さ O.7cmを測る。

215SX069出土遺物 (Fig. 46) 

製塩上器

査(10) 筒状を呈す I類と思われ、内面にやや目の粗い布円を残す。

215SX082出土遺物 (Fig.46)

石製品

砥石 (11) 砂岩製の立方形のもので、筋状の切り込みがある面がある。対峠する 2面の中央が極端

に使い込まれ薄くなっている。手持ちの粗砥である。

215SX087出土遺物 (Fig.46)

瓦類

平瓦 (12) 側辺はへラ削りによる丁寧な整形が施される。上面は目の細かな布目があり 、下面には

目の大きな格子目のタタキが施される。焼成は硬い須恵質を呈す。平安後期の所産か。

215SX091出土遺物 (Fig.46)

土製品

瓦玉 (13) 灰色の瓦質の瓦を打ち欠いたもので、長辺 2.8cm、短辺 2.3cm、厚さ 2.1cmを測る。

石製品

不明滑石製品(14) 石鍋の底部付近の破砕した破片の小口を整形して板状にしたもので、用途は不明。

215SX119出土遺物 (Fig.47)

上師器

丸底郎 a(1) 底部と胴部の境の屈曲を若干残すもので、境付近には指頭痕が連続して残されている。

白色気味の褐色を呈す。口径 14.2cm、器高 3.1cmに復元される。

215SX124出土遺物 (Fig.47)

土師器

小皿 a(1) 口縁が短く上万に引き出される形状を持つ。白色気味の褐色を呈す。器高 1.6cmを測る。

土製品

瓦玉 (3、4) 3は灰色の須恵質の瓦を打ち欠いたもので、長辺 3cm、短辺 3cm、厚さ 2cmを測る。4

は灰色ないし黒色を呈す瓦質の瓦を打ち欠いたもので、長辺 2.5cm、短辺 2cm、厚さ 1.6cmを測る。

215SX126出土遺物 (Fig.47) 

土師器

小皿 a(5) 平坦な底部から横に開く口縁部を有す。口径 7.2cm、器高 1.5cm、底径4.6cmを測る。

白色気味の褐色を呈す。

丸底坪 a(6、7) 底部と胴部の境の屈曲を若干残すもので、境付近には指頭痕が連続して残されて

いる。白色気味の褐色を呈す。口径 15.8cm、器高 3cmを測る。7は器高 2.4cm以上。

瓦類

軒丸瓦 (8) 圏線に朱文帯、中房に複子葉の連弁を線で描く。問弁はなく 、九州、|歴史資料館分類の

170sCに該当する。10世紀以降の所産か。
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口径 8.6cm、器1高

白色気味の褐色を呈す。

円色気味の褐色を呈す。

215SX128出土遺物 (Fig.47)

小皿1a (9) 平坦な底部から横に聞く口縁部を有す。

1. 2cm、底径 6.4cmを測る。

杯 a(10) 糸切りの底部を持ち、 Il色気味の褐色を呈す。

丸底坪 (11) 体部と胴部の境に屈曲を残す。内面はなめらかな成形となる。

聾(12) 鋤先状の口縁端部片で淡褐色を呈す。

8区黒色土出土遺物 (Fig.47、Pla.23) 

土師器

11 
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9 にご二コ
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器高 5.7cm、底径 7.3cm、25は器高 15.5cm、器高 5.7cm、底径8.6cm、26は口径 16cm、27は底径 9cm

に復元される。

黒色土器A類

椀 c(28) 底も丸く窪底部に高台が付くもので、内面には手持ちのミガキが施される。淡褐色を呈し、

内面は矯しにより光沢のある黒色を呈す。

12 

¥) 

10cm 。
口径 15.4cm、器高 4.8cm以上になる。

越州窯系青磁

椀 (29、30) 29はやや内反り気味に立ち上がる口縁端部で、精製な I類に属す。30は押圧による縦

線が入り I-b類に属す。淡灰色の硬い胎士にオリーブ色の粕が施される。
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瓦類

平瓦 (31、32) 31は縄目のタタキを有す。厚さ 2.2cmで薄い傾向にある焼成は黒灰色を呈す瓦質。

32は小格子のタタキを有す。焼成は向灰色を呈す瓦質である。

表土出土遺物 (Fig.48、Pla.23) 

縄文土器

深鉢(1) 胴部の上位で屈曲する体部を持つ。外面は二枚貝の腹縁でなでられた条線が横万向に残

る。粗製の深鉢で晩期中葉頃のものか。

越州窯系青磁

(2) 裾広がりの高台に大きく開く体部を持つ。内面にはへラ描きで花弁が描かれる。淡灰色の硬

13 14 

5cm 

第 215次調査表上出土造物実測図 (7- 15は 1/2、1-5は 1/3、6は1/4)

5 
ペJ

O 
C二〉

される。

椀 c(22 ~ 27) 杯 aの形状に高台を付けた 22や 23と器高の高い深い形状の 24~ 27の形状の 2者

がある。26と27は体部外面下半にナデの条線を残す。焼成は酸化雰囲気で淡い肌色を呈す。法量は 22

が器高 14.2cm、器高 4.8cm、底径8.3cm、23は器高 13.3cm、器高 3.4cm、底径 8.1cm、24は器高 15cm、

皿

し、精微な胎土に白濁する灰緑色の紬が施される。

椀 (3、4) 削り出しによる背の低い輪状高台を持ち、口縁端部が短く反る形状を成す。内底部に 2

か所以上の目跡を残す。淡灰色の徽密で硬質な胎土にオリーブ色の粕を施す。3は紬が高台にまで及ぶ。

装飾のなし、1-2類に属す。3は口径 14.6cm、器高 5.2cm、底径 6.1cmに復元される。
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10cm 。

土師器

都 a(13'"'-' 21) やや接地面に対して膨らみ気味の底部に、若干内に反る体部を有す。底部は回転へ

ラ切りの痕跡が残るが、21には螺旋状の条線が見られる。全体に明るい褐色を呈す。18のみ灰褐色を

呈す。法量は 13が器高 12.3cm、器高 3.3cm、底径 8cm、14は器高 12.4cm、器高 2.9cm、底俺 6.6cm、

15は器高 12.5cm、器高 2.6cm、底径 7.8cm、16は器高 12.6cm、器高 2.4cm、底径 7.6cm、17は器高

12. 6cm、器高 2.4cm、底径 8.6cm、18は器高 12.8cm、器高 2.2cm、底径 7.4cm、19は器高 13.4cm、器高

3.4cm、20は器高 13.8cm、器高 2.6cm、底径8.7cm、21は器高 12.8cm、器高 2.7cm、底径 7.2cmに復元



小壷 (5) 銭形の膨らんだ1本部の小片で、淡灰色の徽密で硬質な胎上にオリーブ‘色の利|を施す精製品

である。

瓦類

軒丸瓦 (6) 1幅 2cmの平坦な周縁怖のrllに5弁の栴鉢文が陽刻される。焼成は良好で嬬しによる黒色

化が顕持である。径は 13.6cmになる。市内で、は太宰府天満宵周辺と観世音寺境内などで山 l二し、同箔と

思われるものが、馬場遺跡 6次調査の灰茶色砂層で出土しており 、19世紀後半以降の所産のものである。

上製品

上錘 (7) 中央が膨らむ円筒形で淡燈色を呈す 長さ 4.2cm以上、幅 2cm、紐穴径は 0.4cmを加IJる

布製品

二次加てのある剥片 (8) 占銅輝石安山岩の縦長剥片の片面の両側辺を剥離して調整を行っている。

刃器の可能性もある。縄文時代後期以降のものか。

石鍬(9) 緑色片岩製で短間形を呈す。縦庁向に欠折している。長さ 5.8cm、111高5.3cm、厚さ 1.2cmを測る。

縄文時代後期以降のものか。

丸ィヨ(10) 緑色片岩製で椅円形を呈すもので、碁石などの用途の可能性がある。長辺 1.5cm、短辺

1cm、厚さ O.3cmを測る。

紡錘車(11) 断面形状が反ることから、滑石の石鍋を再加てしたものと考えられ、 Ifl径 6cm、中央

の穴径 Icmのドーナッツ状を呈す。

不明滑石製品(12、13) 12は石鍋の底部付近の破砕した破片の小口を整形して板状にしたもので、

用途は不明。長辺 7.7cm、短辺 6.6cm、厚さ 1.9cmを測る。13も滑布製11Lで立方形を呈す。長辺 5.1cm、

短辺 3.6cm、厚さ 1.2cmを測る。

砥石(14、15) 14は黄色みを併びるh色のざらざらした天草産の砂府製のもので、万柱状を呈し片

βが緯くなっている。長さ 9.5cm、幅 7.2cm、厚さ 5.5cmを測る。15は白灰色の光沢のある片岩製で方

柱状を呈し、長さ 12.5cm、幅 3.3cm、厚さ 3.5cmを測る。

(5)小結

今回の調査は工事に合わせた確認作業が主となったため、個別の遺構の性格や時期の確定には不ト

分さが残るが、条坊域においては広大な極社境内での埋蔵文化財の様相の片鱗が見えたものと忠われる。

現在まで使用されてきた社殿は、直接的には江戸後期以降と与えられる造物を含む l区SD1l7、118

上に構築されており、建物は当然それ以降のものである。また、太宰府天満宮周辺の瓦建物に多用され

ている江戸後期タイプの梅鉢文を有す軒瓦が所要されていることから(表上出土)、建物産匠も天満宮

と共通するものであったと想像される。建物は暗黒色の平安時代以降の造物を包含する屑の上に構築さ

れており、 4区に於いては轍を合む通行痕跡 SX020、025があることから、江戸期の社殿に先行する時

期に古い社殿などの施設があった可能性が指摘される。

現在の参道周辺では 8区のように復数の人為的な整地層が重なって形成され、 8世紀後半 (2区

SD001)や 9世紀前半 (8区黒色上)には造物の多量廃棄も垣間見られることから、奈良時代後半から

平安時代にかけては安定した生活空間としての上地利用があったことが判断される。

敷地内北両隅で昭和 58(1983)年に行われた条坊跡第 43次調査では正}j位に制約を受けた 7世紀後

半から 8世紀の掘立柱建物や井戸が検出されており(1大宰府条抗跡 XJ1998年太宰府市教育委員会)、

条坊内の朱雀大路に面した土地での計画的な居宅地としての利用が図られていたことが垣間見られる。

3区においては、条抗 11条道路の側惜の可能性のある構 SD050とSD060があり、奈良時代以降のある

時点では条妨区阿が敷設されていた可能性が高まった。この時期には越州窯系青磁の小型品など希少陶
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磁器も出 tしており、周辺遺跡に対しての優位性を示している。

条抗第 43次調査と同様に、今回の調査でも遺物には 11世紀後半から 12世紀に至るものも多く出上

しており、平安後期に再度利用のピークがあったことが知られる。
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Fig.49 第 215次調査 1・3・4・10区遺構略測図(1/200)
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表 10-1 第 215次調査遺構一覧表①

5-l許可 巡構f骨4t やiIl JjlJ Jl:l構切り合ぃ7f

2155DOOI I汚 |→43，46，47，53 

2 ピット 2→ 29 

3 2155X003 ピット

4 ピット

5 2155B005 制立れま:ll物 5→ 52 

6 ピット!洋

7 ピット

8 215SX008 ピット

9 ピット

10 2155FOI0 道路状治構

11 215SXOII たまり状

12 ピット

13 ピット

14 ピット

16 215SXOl6 ピット

17 たまり状

18 215SXOl8 ピット

19 215SXOl9 たまり状

20 215SX020 轍痕目品、

21 215SX021 ピット

22 たまり状

23 ピットf伴

24 ピット併

25 +}3状硬化蘭
26 215SX026 たまり状

27 215SX027 ピットI持 27→ 26 

28 ピットi伴

29 215SX029 たまり状 29→ 2 

31 215SX031 ピット併 31→29 

32 たまり状

33 ピット{作

34 ピットi伴

36 215SX036 ピット 36→ 3 

37 215SX037 たまり状

38 215SX038 ピット 38→ 34 

39 215SX039 たまり状

41 215SX041 ピット

42 ピットl伴

43 ピット

44 ピットm
46 ピット{狩

47 ピット貯

48 たまり状

49 たまり状

50 fl'll 
51 215SX051 土坑

52 ピットI伴

53 たまり状

54 ピット併

60 げ持

63 車暴行狛i方

64 215SX064 ピット

65 i二!1i:
66 215SX066 ピット

67 215SX067 ピット

68 215SX068 ピット

69 215SX069 ピット11{.

70 行組

71 ピット

72 ピット1昨

73 ピットllf
74 ピットl伴

76 ピット群 76→ 67 

77 215SX077 たまり状

78 ピット群

79 ピットl作
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Hキ JVJ 調査 I~ 地区

8111紀後半 21~-2而 AI20 

21玄ーl商 AI21 

11世紀後半~ 2区ーl而 A120 

2区 AI20 

21Z:-31百 AI20 

2区ー 1i1ii Al20 

2区-2而 Al20 

1 1 J!十紀後半~ 2区 li商 A121 
2区-2面 Aト120

4区 AW22 

12世紀~ 21Z:-1 而 AH20 

2区ー11厨 A119 
2区ーl商 AJ20 

21~:-1 面 AJ20 

11世紀後半~ 2区ーIffii Al20 

2区-1面 AJ21 

9世紀~ 2区-2而 Al20 

9世紀~ 2区ーl面 A119 
4区 AW22 

91止紀~ 2区一l面 AH20 

2区ーli百 A120 
2区ー2TI国 AI20 

21Z:-1面 Al20・21

4区 AW22 

8世紀後半~ 2区 AH23 

81止紀~ 2区 AI20 

2区ーlTI町 AI20 

12世紀~ 2区 Ij酉 A121 

111世紀~ 21Z: AI21 

21;>{-ITI厨 A120 
2区 AI20 

2医 Iffii AI20 

1 1 Ilt紀~ 21メーli商 AI20 

Jy，代 21;>{ AJ20 

81止*~rl'頃~ 2区ーli面 A119 

8世紀後半~ 2区-2而 A121 

101止紀~ 2区 l面 AH21 

21~ -2商 AI21 

2区 AH20 

21;>{ AH21 

2区 AI20 

21又 AI20 

21メー2面 AJ20 

21玄ー21函 AJ20 

3区 BI23 

8位紀~ 21;>{-2面 AI21 

AJ20 

21;>{-21町 AH20 

21i-21釘

3区 BI23 

41i AH24 

4区 AJ24 

101ヌ BH20 

121止紀~ 41天 AK24 

近現代 4区 AL23 

4医 AN23 

4区 AJ24 

近現代 10区 BM20 

4区 A124 
4区 AJ24 

4区 AJ23 

4区 AJ24 

4区 AH23 

12J!t紀~ 4f茎 AP23 

41茎 AK24 

7区



表 10-2 第 215次調査遺構 4覧表②

S-1I'tり 治術情~j- 純 )Jリ 泣fllll;JJり介いで平 H、.'j W! ，Uloj ff.1メ 地IX:

81 たまり状 11メ B023 

82 215SX 1 OOi ピット 近 Ilt~ 1Iベ BE21 

83 215SXI00a ピット
11正 BE21 

84 215SXI00b ピット 近 l!t~ 11ベ B021 

86 ピット 11><: B021 

87 r!，l1 l!;{ B022 

88 215SXI00c ピット
l!;{ B021 

89 ピット 11メ BC21 

91 215SXI00d ピット 近 Ilt~ 11ヌ B022 

92 ピット 1I豆 B022 

93 215SXI00e ピット
l!;{ B023 

94 tm 1 rズ B022 

96 215SXI00f ピット 近jIt~ 1 rメ B023 

97 215SXI00g ピット
l!;{ BE23 

98 ピット 11>< BE23 

99 215SXI00h ピット 近11十~ 1 r>z BE22 

100 215SBI00 社総t 近 Ilt~ 11え BF22 

101 ピット 41孟 BC23 

102 たまり状 4区 BC22 

103 ピット 41>Z BC22 

104 ピット 41J{ BC22 

106 215SXI00 ピット 近 jlt~ l!;{ BF21 

107 215SXI00 ピット
l!;{ BF23 

108 215SXI00k ピット I I~ BE22 

109 ピット 1 1~ BE22 

111 215SX 100j ピット 11又 BE21 

112 ピット 11又 B022 

113 ピット 11又 B022 

114 ピット IIlZ BF22 

116 ピット 11メ BH21 

117 215S0 117 h時 lげ→100 近 III:~ 1 r天 BG23 

118 215S0 118 I的 118→ 100 近 Ilt~ l区 BG21 

119 215SX 119 たまり状 1 1 Ilt紀後半~ 41~ BA23 

121 ピット II>Z BF21 

122 ピット 122→ 106 I r~ BF21 

123 ピット1伴 11メ BF21 

124 215SXI24 ピット 11 111:紀後 'Ió~ 11正 BF22 

126 215SX126 ピットl作 1211十紀~ w BF22 

127 ピット1伴 1 rX: BG21 

128 215SXI28 たまり状 1 1 Ilt紀後、|主~ II~ BG22 

129 ピットltf守 1Iメ BG22 

131 ピットlt下 IIJ{ BH21 

132 ピット俳 21豆-2而 AJ20 

表 11 第 215次調査 条防関連遺構座標値

治H4宇; ;i-1-i!il11立i泣
!i.Ji fl~lf凶

XJ恒似 y時株

政庁南門IJ'よなからの距離 (m)

州国I"!自!E(6x) I仰可制住(企y)
治構のjjlr，!

>1.[端任意'I'l¥ I 56，075.200 I -44，879.200 I -634.033 -52.128 
2!530050ト 一一… |ー ー一 一 ~-~----I- 一一 一・ートー 一一一一1----- 一一一ー -j C.E.O. 44' 4" N 

阿端任怠'"1"'点 I56，075.100 I -44，887.000 I -634.211 -59.927 

北米端 I 56，072.700 I -44，881.300 I -636.554 -54.203 
21530060 I 一一 一一| … ~-~-~--+ー ー ーー | 一一ートー 一一一ーー jC.E.3. 45' 6" N 

北両端 I 56，072.300 I -44唱887.400 I -637.015 -60.299 

%:1併傑系は11-1>陀祝日系(111内燃)である。
J，h'.Ui政ITI対f"I'I'!.'.((X=55，708.68、Y=-44，720.83)とし、政1"，，'1'制11線の阪れ (G.N.O・34' 24" E)を引窓し計算している。

96 

表 12-1 第 215次調査 出土造物一覧表①

5-1淡茶色 1:
1，誼3、高c、小師c3、何a2，ifc(照人川、肥後戸置かつ)、

証i 忠抑|lI平c3、肉料a.向tj句、1lIla、必a、世b、鉢a
H#1麓乱脈×椀c.肉料、銀、費a、鉢、修動式カ7 ド
総|蛍11、11
1gi 1、I'li(上側質.純1-11111)ベ証V!(質、制111111)、無文民草
h，¥ libi状不l別製品、九イ;(1'11)、低行(泥打、対馬鹿)
M，I焼上塊、 |守錘

5-1茶褐色 t
1，藍l、益2、o1!i3.Jii.c、大高c3、ifa、ifc3、(，':itj'a

lJ1 瓜:foI1
|Illla、世、!I:!a 也e、環状犯!f

上師側1，藍3、ifa、ifd、大ifaつ、椀c、聾a、鉢、費J巴1三
製 I担 t. :l[{ 1盛1.世11

新|叫(閥、小絡1'-1111)、(閥、純白帆(t師筒、制11川1)
|(仁附問、約1'-1111)、(刻必質、倒IllIjl)、)H[(lifl、無文)

打製品1).L li(l'12、以4)
k 製 品 11こ錘、焼 1:瓜

間 ifll 11主
:foIITfa(イトつ)、椀c、鍵

鍵一三au
一
係一低一L
 

t
p
一脈一

弘一×一

郎
一椀一

一端一

B
一

一
一
湖
一!
 

区
間
一
I
一

2

一色一

qd-

-

-i
 

sτtE止

芭当i 総[聾つ

品
盟

:lIl 1 ~干?
掛{Iifつ

百世鍵鉢b

総 I，J.LJまifa

制 1;寵3、おc、対c3、費、小Yl'!(瓶J~) 、<i:l b
H骨1ifa(へラ)、 tj'd、よし底料、椀c、捜b、脚(，1鉢
磁|椀 IV(I)

期|手瓦(瓦質、制111111)

S-13(21，z) 
|組州~系 l~J 磁|椀? 1 (1) 
|(1 舷|椀 IV(1) 

岸当i甘世 益? IMl里
HH 1 ).U反対、小田la2

つ
B-
費一
、-

一
P
E
-

M-un-

-裕一関一

di
-
-ァ
h
v

一
!
 

内
〆

-
A
-
t
t
-

マ'-

一
-

与
一
須
一

t
一

5-32(21)0 
lli'l 泌総|時
lk 削船|師、脚H鉢?

S-33(21，z) 
|上師側 1if? !里つ
11品色上田 B11被片

自 i部結3 費
昨日 肝aXd、原c3、建

537 j日灰色 l二(21:<:)
|瓦 類|よL瓦ωVJ!.賞、小+骨子IIP)
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表 12-2 第 215次調査 出土造物一覧表②

539(21)() 

|須忠総 llic、Jfc3、製
|上附綿 1Jfa、Jfd、椀c、鍵

5-41 (21正)
|1-- 師 側 It-j唱、 .hl氏何トxt-j，
|JM色上総 AI椀c

5-42(2区)

lk 例制1t-j'aつ

以
一忠
一
帥
一

凋
斗

-

一

-

d
q
-

一
-
j
 

s
-2
4
一

:f.ll .ll:3， ~量ワ
縦断a、捜

5-661情灰色 t
|同席陶総|畑鉢

|そ の 他|コンクリー卜

S-83(JI>() 

|須忠総1.
|1 師部 1Jf?，椀c
| J.I.\ 色 I~ 船 B 1 Jfx椀
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表 12-3 第 215次調査 出ヒ遺物一覧表③

S-88( JI，{) 
「吉1 忠総 11波J¥
れ帥総|供服l!

589(II"j 
上 自F 日時 l丸底Jfa、小lllla(イト、へラ)
!日色 1:総 B11技g-

5-91 (JllJ 
京一心 総|鍵

上 rolli 総|小Imaつ
須 J思償 1::f.ll鍵
凶 p~ 磁総 1 (!切れZ
学 制11チム陶、..:':!
イ[ 製 品 1fi鍋(ifIf1-~盟、 二 次JJIIL)
t 製品IJLIi 

S-92(11孟)
1}.!.¥ 総 |恥3
t 師側|椀c
jAI色上総 B11波n
2土総|椀
上師貿 1::f.ll脚付鉢(1Ic -) 
瓦 矧|、1'l:Wfi忠質、絡 fllIJ)

S-93(11)() 

ll!l 息 日時 flfc3:蚕
|1'1 磁|椀V-IXVIII-2 (1) 

5・94(1 I>() 
|1: 例制 I)U疋t-j，つ
l JX¥色 i 総 B1 J枝川

S噂98(JI>()
日p 総|供肌

5-102(41)() 
師

総破j'，

S-104 (41)() 

|上例措!1 ()¥脇H

S-107(11)() 

zil .l!¥ :f.ll郎、費
i- 師:f.ll師、小11
瓦:l'&11被Ji
l:師 fl1:総|鉢×鍋
李 相11チム陶?， <i-Jつ
li 苅I1、1'1iつUCi.I!.i賞、担¥.x:)

主辺監1区
l!i .¥!.¥ 
1: 師
1i 

日告 供腕只

:f.ll J;fa? 
Zi 札瓦瓦質、純I1叫J)

ー109(1k正)
|1: 師 撚|丸底J;f

S-11 1 (1 1>0 
|1: 附 総 |供服よ

5・113(1 (i(:) 
|L: 師 総|供勝具

S-1 14 (11幻
|L 附 :f.ll九段係C
11.¥¥色 1:総 BI椀×亦

s 1 16a(l [J() 
|1-. 帥総 1t-j'a 
|瓦 矧|近Ilt-町、下瓦、九瓦

5-116(11)< 

]rlP :f.ll ()¥腕具
』，( ~I 平瓦(須恵賀、椴 fllll 、 Dll'I

S-117(1TQ 
jj'j 必 日時 皿、費、僅

帥 時ib干a、費
!A¥色 1-_:f.l B 椀
1 ，，1 安~系，'1 磁 腕1(1)

l正 盟1近11ト、l'瓦
2国 Ea1」1i 加工瓦(近l仲-)

そ の 他様喰JJII.
行 製 I8 112 3 L日曜行(調υ，)

5-118(1 附
夜一一志一lffil註
| 例:f.ll;/.L氏師、腕c
lA例目|鮒|鉢×鍋

越州~ ，'1磁|椀 11(1)
間以~系 t'~ 磁 11宛 lI -b( l )
白磁|椀 IV(I)、Xト5(1)、 Ji'(4) 
l，( ~I 近 Ilt-.平瓦、九瓦

S-119(41，{) 
|1: 師 総|丸底Jfa

S-121(JI幻
ll!i I.!.I :l'& 1供服共
|1: 師 掛|丸底係つ
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第215次調査 出土遺物一覧表④

11正炎上
まJJ.\扇丁語、面、扇面、小型、費、~?
t rlP 官IT干a(イト、へラ)、 A阪がa、小IIIla、小Ima(イト
烈色上:lHB 1椀
瓦 即時|椀

主i忠質上総|鉢(篠黛系つ
総柑l陶器時 11波1¥"(治北つ)
問産磁出品|肥i前系W，H;;IL椀つ、白正直;.t+つ
瓦 頬 1;丘l止-;'JZ瓦、よLI:L I'Îf~; 、r-瓦(!ri忠賀、腕 nnu

" 1 ~1i (1沙円、 Á ，'，ï) 、 車両錘'1[(宵!イ[製)、 瓜Rol1i(剥J)'.-)
干7 製品で

山J)lイ千緑 l

益、益 i 、係、 \~~b

盈笠与笠叫Z阜、
笠主主主

21，( ，& t 
zfi 忠 :lH 1 小結3、 L1i 3. 降、肝c3、大nllc3、費、 ~ilb

1)平a(へラ)、 b側、間杯、 IIIlaX両州a、費a、鉢、
上師:lH1

|移動式カ?ド

瓜色上 llHB 1椀
!l巴前系陶磁器II扱{イソl、何(銅版下
同 ilt1 陶器11宙Oilf、J)

|近|吐 手瓦

瓦 顛|山 f~; 平瓦(1正質、無文)、 (1二削筒、格 (-n[J、 EI作)
l J.L瓦(!ru，!.1質、無文)

イI 製 h川仮状前ィ;製品、 r.1ィi()t:{t製)、 fi蟻つ
11 製品 1t録

4l王品、褐色粘t
|1. 師帰|郎、 1m

益3. Þfc3ι~ 
腕c、小山a(へラ)、聾?
山代.ミ]!J，L(上師質、

亙盤旦並五盤、

51正灰色 k
lli'i 邸 総|破片

|上師側 1!破片

6区灰色上
|須 ，'，!.I :lH1!破片
|1-. 附掛 11被)'，-

費、 ¥d"!e
扇Eア寸てjjfl(ぺうつ)
敵)'，'
Jîf~ ;、'I'lU!ri忠筒、in¥文1
J.LfI正!.ll

7M 灰色 I~
|丸}.!.{ i!H 1破片
|1: 師総|鍵M

8l亙亦色粘 1.プロック
|須恵総|費

|上側総 1)年aつ(イト)

8l王!.t¥灰色 上
|!rj A!.¥ 総 1J.fc3、J!
|上附器|椀c、鍵a
|1王宮I1近l!t;'!'瓦

81正!日色 |
九1 忠総
仁師d#

星生.l.笠A亙
韮HI~丞丘盛

孟一一一-----.m.

t~3、.t+c3. 費、 ~iHXd
笠区三5>).主主餐つ
椀c
椀1(1).l-b(l) 
ずf'瓦(茸U.!.I賀、制11nn)、{均;賀、拠11nll) 

市 f~ ;破片(1:附賀、正小梢子日Il

l 11><: ~灰色上
|l二附総l小IIllaつ

12区炎 上
|同 席磁総 IIIE前系染1・t;徳利
|瓦 類 1近II!-、ド瓦

bf尚色砂
l11iJ 産陶:lH1嫡鉢
|瓦 車iliiIl1t-苧瓦、 J.L1i.

淡灰色t
11一一市 :lH1峠alへラ)、九段郎t 腕c、小IIUa(へラ
瓦 封書|腕

同庫磁封書 11'1磁蛍つ
fl 磁|椀 IV(I)

1 ìiÏ ~t-; 、I'J，[、J.Ll心軒丸Ji.(侮鉢文、巴文つ)

Ji. J:!i I ，';fl:.;'I'1i( t帥賀、斜精子"Il、DI伴)
lfîf~ ; J.L1正(!rí.\!.\賀、料桁 {- nll 、 DI拝

金胤製品 |銅塊、鉱作(鉱物系)(l、
イI 製 ，¥，1，1イi鍋つ

炎上

須忠 WH

1: Uip :l'ri 
総事11 陶端
l司民主 t陸部;
盆盟笠丞立墜

1'1 磁

瓦J:!i

縄文上機

石製品
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5、第 243次調査

(1)調査に至る経緯

調査地は太宰府市通古賀5丁目 1219、1220番で、大宰府条坊跡右郭の中心地点に位置し、現在その

周辺は住宅街になっている。平成 16(2004)年 7月、共同住宅建築に先立ち、文化財の取り扱いにつ

いての照会があり、平成 16(2004)年9月 14日に試掘調査を行い、遺構が確認された。その後協議を

重ねたものの、保存のための設計変更は不可能となったため、記録保存のための発掘調査をすることと

なった。発掘調査は平成 16(2004)年 11月 11日から 12月20FIまで実施した。調査対象面積は488rrf、

調査面積は 151niを測る。調査は松浦智が行った。

(2)基本層位

最上層は黄樺色を呈する真砂土で、調査前には 4軒の住宅が N

建っていて、その建築を行う際に厚さ 20'"'-'40cm前後の地上げ

を行っている。その下の灰茶色土にはビニーノレ片やガラス片が

翼砂士、
表土(コンクリ ト、ピニル片含む)

茶色土

入っていたことから近現代の整地層と考えられる。この層を除

去した後に遺構面を検出した。遺構面は、江戸時代末期以降の暗

茶色粗砂

Fig. 51 第 243次調査土居模式図
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Fig. 52 第 243次調査遺構全体図(1/100)
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土居僕式図
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L」手耳毛三亘盃子一「
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1 楢茶色土

2 灰茶色土(炭化物を少量含む)
3 灰茶色土

4 茶色土

5 幡茶色土と灰茶色砂の混合層(しまり弱い)
6 灰茶色砂(しまリ弱L、)

7 灰色粘土

8 茶色砂

243SE015 

石"12 丸太'

灰色粘土
(井戸時内)

9 暗灰色粗砂
10 茶褐色砂(賞色ブロックを少置含む)
11 踊茶色土 (黄色ブロックを少量含む)

12 茶畑色砂(黄色ブロックを少量含む)
13 ~畠灰色砂貨土 (黄色プロ ックを少量含む)

14 黄褐色砂質土 (陪褐色土ブロックを含む)

一=H-

28.2m 

28.2m 

SE010土層模式図
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SE015土周模式図
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灰色粘土(幽物)

Fig. 54 243SE005・010・015遺構実視IJ図 (1/50)
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Fig. 53 第 243次調査区土層実測図(1/80)

茶色土と 18世紀代の黄褐色砂質士、奈良 ・平安時代の 3つの面が確認されている。地山は明黄褐色砂

質土と茶色粗砂の 2種類があり 、地山が砂質であることから水はけは非常に良い。

(3)検出遺構

井戸

243SE005 (Fig. 54、Pla.13) 

調査区東端で検出され、 一部調査区外にかかっている。検出面での平面形は円形プランを呈し、掘り

方の直径 2.17 "-' 2. 34m、深さは 2.Om以上を測る。検出面から約 l.7mの深さで湧水するようになった

地点で、中央に井戸枠材の横桟として使用したと考えられる丸太4本とその西側より縦板 2枚確認した。

木材の材質の保存状態は比較的良かったが、調査区際であり湧水もあったため井戸枠材の取上げを行っ

ていなし、。湧水した地点の標高 26.1mで、ある。縦板2枚は長さ 35cm前後、厚さ 5cm前後を測り、粗雑

ではあるが面取りが行われていた。丸太は長さ 90cm前後、直径 15cm前後を測り、 2本がそれぞれ平行

するように交互に重ねている。組み合わせに関しては一番上にある丸太の両端の下半分は切られて、ま

たその下にくる丸太の端部には幅 15cm前後、深さ 3cm程のホゾを設け、この両部分を重ねて組み合わ

せている。井戸枠の周りからは裏込めに用いられた石積みを検出し、径 5"-' 30cm大の石を組雑ではあ

るが配石している。井戸北側の裏込め石に関しては明らかに動いて崩落しているものが数個あり、井戸

が崩壊した痕跡と認められる。裏込めから造物は出土しなかった。

243SE010 (Fig.54、Pla.13・14)

調査区南側にあり、 243SX030を切っている。一部調査区にかかっているが、検出面での平面形は円

形プランを呈し、掘り方の直径 2.35 "-' 2. 6m、深さは l.3mで、底面の標高は 26.8mを測る。検出面か

らO.5m掘り下げた地点で井戸枠の痕跡と考えられる一辺 0.94mの方形プランを確認した。更にこの方

形プランを 0.5m掘り下げた地点で浄化用の曲物を設置するために掘り込んだと考えられる径 0.4m程の

円形プランを確認し、掘り下げた結果、残存状態は良くないが東側より曲物片が残存していた。底面の

地山層は灰白色細砂で、底面でも湧水はなかった。掘り込みが 2段あり、それぞれ井戸枠と助物を設置

する為に段掘りを行っている。裏込めを完掘した結果、縦杭痕の小穴を 3基確認した。3つの小穴は直

径 O.lm前後、深さは O.15m前後を測る。造物は各層から出土したが、特に井戸枠内の黒褐色土からの
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『ミァι十一

茶灰色土

褐灰色砂

28.2m 
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28.2m 

士号ιト
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灰褐色土

SE040.045土層慎式図

茶凋色土
40・・45

桟と考えられる木製品を確認したが残存状態は良くない。曲物の痕跡は確認できなかった。
2m 

-ー=
。

243SE020・025・040・045遺構実測図(1/50)

C 

土層様式図

茶灰色土

掲色砂

灰色粘土

内法直径は O.78mを測る。用いられている瓦の大きさは表 15のように一保ではなく、最上部の瓦に関

しては、長さ 27cm、幅 21cm、厚み 3cm前後の瓦 10枚と長さ 27cm、幅 10cm、厚み 3cm前後の瓦 l枚が

用いられ、後在の瓦は前者の瓦を半分に小割りしている。2段日以下の平瓦に関しては長さ 25cm、幅

20cm、厚み 3cm前後のものが各段で 11枚ずつ使用され、 l段目のような小割りの瓦は確認できなかった。

井戸枠哀込めの暗灰色砂質土からは径 5"-30cmの花閥岩石が 200点ほど確認できたが、配石などを行

っている状況は確認できなかった。地権在の話では 50年程前まではこの)+戸は残っており、現場内に

あるコンクリート製の井戸はその後に造られたということである。

243SE040 (Fig. 55) 

調査区西側にあり、 243SE025に切られ、 243SE045を切っている。検出面での平面形は円形フランを

呈し、掘り庁の直径 2.56 "-2. 6m、深さは 0.98m、底面の標高は 26.9mを測る。遺構検出面から O.2m掘

り下げた地点で)1二戸枠の痕跡と考えられる一辺 0.82mの方形プランを確認し、更に O.6m掘り下げた地

点で曲物の掘り込みと考えられる径 0.4mの円形プランを確認した。庇而の地山層は灰白色細砂で、

の地点で、の湧水はなかった。井戸枠やtth物と考えられる木片は確認できなかった。

243SE045 (Fig. 55) 

N 

調査区西側にあり、 243SE025と243SE040に切られている。2つの井戸に切られ、遺構自体の残存状

態は良くないが、検出面での平面形は円形プランを呈し、掘りん凋の直径 2.5m以上、深さは1.35m、底

面の標高は 26.8mを測る。遺構検出面から 0.6m掘り下げた地点で井戸枠の痕跡と考えられる一辺 1m前

後の方形プランを検出し、さらに O.7m程掘り下げた地点で地山の灰円色細砂の面に達し、底面での湧

水はなかった。井戸枠南側の底面から O.lm浮いた地点で長さ 35cm、幅 5cm、厚み 1cm程の井戸枠の横
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243SE025 

暗
灰
色
砂
貨
土

凧灰色粘土

Fig. 55 
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28.0m 

243SE020 遺物が多く、井戸廃絶後廃棄上坑として使川されたようである。

243SE015 (Fig.s4) 

調査区南側にあり、現代のコンクリート製の井戸に切られ、 243SX030を切っている 検出面での、ji:

面形は桁円形を呈し、掘り方の直径 2.5 "-2. J 5m、深さは 1.Om、底面の標高は 27.Omを測る。検山面か

ら0.4m掘り下げた地点で井戸枠の痕跡と考えられる一辺 O.75mの万形プランを確認した。更にこの)j

形フランを O.6m掘りドげた地点で灰向色キIII砂の地山面に達した。底面で、の湧水はなかった。

り込み痕は残存できず、井戸枠材と思われる木片も出上しなかった。

243SE020 (Fig. 55) 

調査区北側にあり、検出面での平面形は円形フランを呈し、掘り }jの直径 2.17 "-2. 34m、深さは

1. 14m、底面の標高は 26.8mを測る。検出面から O.7m掘り下げた地点で中央に井戸枠の痕跡と考えられ

る一辺 0.9mの方形プランを確認した。吏にこの);形プランを O.4m掘り Fげた地点で灰白色細砂の地山

面に到達し、底面での湧水はなかった。 I~I物の刷り込み痕は確認できず、また井戸枠制などの木片も出

1J11物の捌

l 茶褐色土 j 
U竺弘J

上しなかった。

243SE025 (Fig.55、Pla.14)

調査区の丙側にある井戸で、 243SE040・045を切っている。検出面での平面形は円形フランを宝し、

摘り庁の直径 2.45"-2. 7m、深さは 2m以上を測る。地山壁が砂地だ‘ったことや井戸枠内を検出面から

2m掘り下げた地点で湧水したため、これ以上の掘り下げを行っていないが、ヒンポールで、確認した結

果、更に 1m以上は畑り下がるようである。井戸枠の残存状態は非常に良好で、遺構プランの検出段階

から井戸枠には完形の平瓦を立てて円形に積み上げている状況が確認できた。瓦は平瓦の問面を内側に、

凸面を外側にして、互いに側縁部を重ねて一段に付き 11枚の瓦を用いてベルト状に締麗に積んでいる。
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243SE005灰茶色土

三fp-土坑

243SK007 

東西1.1m、南北 0.84m、深さ 0.45mの椅円形土坑で、埋土は炭化物が混じる灰黄色土である。

流路
.' ，・，一

三主三一

(〉1

10 

243SX050 

調査区北側で検出したもので、北東から南西方向に走る。長さ 6m以上、最大幅 3m、深さは最大で

O. 37mを測る。243SX030と同様に遺物は非常に少なく、埋土の状態も閉じで、淡茶白色砂で暗灰色土が

ブロック状に入る。このことから 2つの、流路は一連のものと考えられる。

(4)出土遺物

10cm 

守藍ョヲ

21 

る。内面は蛇の目状に紬を拭き取り、その上部に乳白色軸で文様を施す。12は復元高台径 8.6cm。胎土

はO.2cm 以下の砂粒を含み、赤褐色を呈する。体部と底部の外面は回転ヘラケズリで、内面は白色糊を

施し滑らかで、底部に目跡を残す。外面には白色軸が粕垂れする。

蜜(13) 口縁部を肥厚させ、その下に孔を穿つ。胎土は粗く、内外面とも回転ナデ調整。内外面と

も薄く褐色紬を施す。

瓦類

用途不明製品(14) 胎土は O.2cm以下の砂粒を含み、焼成は良好で燈褐色を呈する。内外面ともハ

ケ調整し、その後周縁部のみナデ調整を施す。一部径 2cmほどの円孔を穿つ。厚さは 1.95cm。見た目

は瓦の状態であるが反りもないため喫斗瓦の可能性が考えられる。

243S印05茶色土出土遺物 (Fig.56) 
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243SX030 

調査区東側から中央部分にかけて南東から北西方向に走り、 243SE010、243SE015に切られている。

長さ約 10.5m以上、最大幅 3m、深さは最大で O.35mを測る。造物は非常に少ない。埋土は浅茶色細砂

が主体で、暗灰色土がブロック状に入る。

D 

¥ミ主戸ず
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243SE005出土遺物実測図(1/3、14は1/4、21は 1/2)
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243S印05灰茶色土出土遺物 (Fig.56、Pla.23) 

上師質土器

鉢(1) 口縁端部外面はヨコナデとナデ調整、内面はヨコハケ、内面には僅かに指頭圧痕が残る。胎

土は砂粒を多く含み淡燈褐色を呈する。

鍋 (2) 内面ヨコハケ、外面ナナメハケで、端部は内面を僅かに面取りし、ナデ調整している。外面

には炭化物が付着する。胎土は O.1cm以下の砂粒を含み淡燈茶褐色を呈する。

瓦質土器

火鉢 (3) 内面はハケ、外面はミガキが施され、底部外面はナデ調整である。内面底部は僅かにミガ

キ調整される。底部には丸みのある脚が貼付される。胎土は 0.4cm以下の砂粒を含み、灰黒色や灰白色

を呈する。

肥前系磁器

椀 (4'""7) 4は復元口径 10.0cm、器高 5.3cm、復元高台径 4.Ocm。高台畳付以外全面に青みがかっ

た透明紬を施し、外面に暗青紺色の呉須で文様を描く。5は復元高台径 4.4cm。内外面ともやや青みが

かった透明紬を施し、外面には呉須で文様を描く。内面底部は輪状に軸を拭き取り、重ね焼き痕がみら

れる。6は低い高台で復元径 4.6cm。黒褐色紬で内外面に文様を描く。7は内外面に透明軸を施し、外

面に濃い鉄紬と淡灰色紬で文様を描く。

猪口 (8) 復元口径 6.8cm。内外面に青みがかった透明紬を施し、呉須で外面に菊と格子の文様を

描き、内面上部に四方樺文を描く。

国産磁器

皿 (9) 復元高台径 13.6cmの低い高台がつく 。高台の内側は輪状に粕を拭き取っている。

内外面とも淡い緑灰色軸を厚く施紬している。胎土には黒色粒が含まれる。

国産陶器

火入(10) 高台は削り出しで露胎。外面は黒褐色糊を施し、内面は回転ナデで少々軸垂れがみられ

る。また重ね焼き痕を残す。

鉢 (11、12) 11は台形状の安定した高台を貼付し、高台径 12.3cm。胎土は O.2cm以下の砂粒を含

み、赤茶褐色を呈する。紬は外面が薄い褐色糊を施し、手!lI垂れもある。外面底部は回転ナデで露胎であ

そのほか
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Fig. 57 243SE010山土造物実測函(1/3、12・36は 1/2)
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肥前系磁器

椀(15、16) 15は呉須で内外面に網目文を描く 。16は復元口径 10.5cm、器高 5.1cm、復元高台径

3.9cm。高台丑付以外はやや青みがかった11色紬を施し、外商に淡い苛紺色で草花の文織を描く。内外

面とも貰人がみられる。

肥前系陶端

椀(17) 低い高台で、復元高台径5.4cm。胎七は赤褐色粒や黒色粒を含み、酸化焼成する。外面は

回転へラケズリで、高台内面は回転ナデ調整する。内面と外面の一部に灰白色紬を施し、内面は僅かに

貫入がある。唐津焼。

国産陶器

皿(18) 復元高台径4.4clTlo高台は削り出しで、その後ナデ調整。外面は回転ナデ、で、内面は灰白

色粕を厚めに施紬し、目跡を残す。I!台上は燈褐色を呈する。

108 

怖(19) 復元高台径2.7cmo J!台l二はO.lcm以下の砂粒を含む。回転ナデの後、体部外面上半部が藁

白色軌を薄く施紬し、内面は鉄絵とやや暗い緑色紬で文様を措く。

鉢 (20) 円縁端部を外反させる。胎士は0.4cm以下の白色砂粒を含み、赤茶褐色を呈する。外面上

、|士郎は同転ナデ‘で、飴色利!を施刺し、下半は回転へラケズリで露I!台である。内面は全面飴色粕を施し、中

位に波状文を描く 。

石製品

砥石 (21) 両端は欠損する。4面使用され、 一部蔽打痕が残る。砂岩製。

243SE005暗茶色土出土遺物 (Fig.56)

火人 (22) 胎土には微細な茶色粒を少量含む。体部外面は褐色や黒褐色軸を薄く施軸する。体部内

面は回転ナデで露胎。高台畳付は回転へラケズリで露胎。

243S印10暗灰色土出土遺物 (Fig.57)

師器

小皿18(1 "-" 9) 復元口径9.4"-" 10. 4cm、器高 1.1 "-" 1. 5cm。底径6.5 "-" 8. 2cm。底部切り離しは回

転へラ切りで、板状圧痕を残す。内外面は回転ナデで内面底部は一方向のナデを施す。色調は乳茶褐色、

淡惜色などを呈する。

小皿82(10) 復元口径 11.Ocm、器高1.1 cmo 復元底符8.2cm。 口縁端部を内側に曲げている。底部

は同転へラ切りで板状圧痕を残す。

器台 (11) 脚部径は 3.7cm前後で、中央に 1.4cm程の円孔がある。外面は手但ね成形され、指頭圧

痕が残る。

石製品

滑石加工品(12) 高さ 1.8cm、横2.5cmで、椀状に削り込んでいる。 ミニチュア製品か。

243SE010黒褐色土出土遺物 (Fig.57、P18.23) 

上師器

小皿 8(13"-" 19) 復元Il径9.7"-"10. 4cm、器高 1.25 "-" 1. 6cm。底径7.0"-"8. 1cm。庭部切り離しは

回転へラ切り後ナデで、板状圧痕を残す。内外面は回転ナデで内面底部は一万向のナデを施す。色調は

乳白色、淡燈色、乳黄褐色などを呈する。

.bf 8 (20) 復元底径 6.4cm。底部はヘラ切りで、内外而は回転ナデ。胎土は乳円色や淡灰色などを呈

する。

丸底杯8(21"-" 24) 21は口径 14.5cm、器高 3.15cm。底部は向転へラ切り後ナデで、板状圧痕が残り、

外面下半には指頭圧痕が残る。22は口径 15.4cm、器高 3.3clTlon縁端部が玉縁状に丸く肥厚し、内面
にはミガキ bが明瞭に残る。外面底部は回転へラ切り後ナデで板状圧痕を残す。23・24は内面にミガ

キを施すが、単位は不明瞭。外面中位には指頭圧痕を残す。23の底部には板状圧痕が残る。

鉢 (25) 口縁端部を折り曲げ、若干肥厚させ丸く仕上げる。内外面ともヨコナデ。胎土は粗く乳褐

色を呈する。

器台 (26) 脚部径 3.7cm前後で、中央に1.3cm程の円孔がある。外面は指頭圧痕が残り、上下端部

にはヨコナデがみられる。

黒色上器

椀 (27) 体部中位に僅かに屈曲がある。内外面ともミガキ Cを胞す。B類。

白磁

皿 (28) 胎土には微細な黒色粒を多く含む。内外面とも光沢のある淡緑色紬を薄く施し、高台畳付
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は粕を拭き取り、高台内面は回転ナデで露胎である。

土製品

輸羽口 (29) 胎土はO.5cm以下の砂粒を含み粗い。外面は灰色や黒色で、部分的に被熱で融解して

243SE015茶掲色土

f GII且ーーー-
，/" 弓ー一一一一一一『司『‘』

いる。

243SE010灰色粘土出土遺物 (Fig.57)

土師器

小皿 a(30) 復元口径 10.8cm、器高 1.35cm、復元底径8.4cm。内面底部は一方向のナデ、外面底部

はへラ切りで板状圧痕を残す。

黒色土器

把手付椀 (31) 復元口径8.0cm、現存高 3.2cm。外面に把手が欠損した痕跡がみられる。内外面に細

かいミガキ cを施す。B類。

243S印10黒茶色土出土遺物 (Fig.57) 

土師器

小皿 a(32.-....-34) 3点とも底部切り離しは回転へラ切りで、内外面は回転ナデ、内面底部は不定方

向のナデ調整である。色調は乳白色や淡茶褐色である。

黒色土器

椀 c(35) 高台は外反させやや丸みを帯びている。内面はミガキ c、外面はナデ。A類。

石製品

剥片 (36) 縦 1l.6cm、横4.9cm、厚さ 2.1cm。一部自然面を残す。安山岩。

243SE015茶褐色土出土遺物 (Fig.58、Pla.23) 

須恵器

蓋 c3(l.-....-3) 焼成は良好で灰色や暗灰色を呈する。lは口径 13.2cm、器高 3.3cmだが、大きく歪

んでいる。外面上半部は回転へラ切り後来調整。2は口径 13.4cm、器高 3.2cmだが、大きく歪んでいる。

3は復元口径 13.7cm。外面上半部は回転へラケズリ。

蓋3(4、5) 4は復元口径 15.1cmo 焼成良好で暗茶灰色やにぶい樫色を呈する。5は口縁部が回転ナ

デ。外面上半部は回転へラケズリ後ナデ、内面上半部は回転ナデ後ナデ調整。

小坪c(6) 復元高台径 7.0cm。焼成良好で青灰色を呈する。

郎 c(7'-""-9) 7は復元口径 15.1cm、器高 4.3cm、復元高台径 1l.4cm。焼成還元やや不良で淡白灰色

を呈する。体部は回転ナデで、内面底部は軽いナデ調整。8は復元高台径 1l.2Cffio外面底部は回転へ

ラ切り後粗いナデ調整。体部内外面は回転ナデで、内面底部はその後不定方向のナデ。9は復元高台径

9.8cm。色調は茶褐色や暗灰褐色を呈する。

皿(10) 復元口径20.2cm。内外面とも回転ナデ。還元がやや不良で白灰色を呈する。

短頚壷 (11) 復元口径 12.8cm。焼成良好で内外面とも回転ナデで、黒灰色を呈する。

鉢 (12) 口縁部を僅かに内湾させ、端部だけ僅かに外反させる。焼成は良好で褐灰色を呈す。

土師器

蓋 3(13) 口縁部を僅かに屈曲させる。内外面ともミガキ aを施す。暗茶褐色や撞色を呈す。

243SE015暗灰色土出土遺物 (Fig.58) 

須恵器

蓋3(14'-""-16) 14は外面上半部が回転へラ切り未調整。15は外面に自然紬が付着する。全て焼成
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24 

O 5cm 

は良好で色調は暗灰色や青灰色を呈する。 I

Fig. 58 243SE015・020出土遺物実測図(1/3、24は1/2)
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杯 a(17) 復元円径 14.8cm 底部は同転へラ切り後やや丸く仕上げる その他は回転ナデ。

I不c(18 ~ 20) 外rfri底部は[11転へラ切り後粗いナデ、内面底部は不定}J向のナデ、その他は同転ナデ

18は復元口径 15.3cm、器高 4.4cm、高台径9.6cm。色調は淡灰色を呈する。19は復元高官任8.7cm 焼

成良好で占灰色を2する。20は倍元高台径9.3cm。色調はややH音い茶灰色。

上師器

袈 (21~ 23) 21は外面に細かい刷毛日、休部内面は横}j向のケズリ 22は復元n径 28.7cm 胎 1-:

は向色砂粒を多く合む。n縁部がやや長い。円縁部はヨコナデで、体部外面はタテハケ、体部内面は斜

め方向のケズリ。砂粒を多く含み時色を呈する。23は復元円径 23.3cmo )1向上は白色砂粒を多く含み淡

撹色を呈する。口縁部はヨコナデ、体部外面は細かいタテハケ、内面はへラケズリ。

石製品

叩き平 (24) 欠損している。現存する大きさは6.7X3. 7cm、厚さ 3.2cm。側面に口JIき痕あり。

243SE015暗茶色土出土遺物 (Fig.58)

須恵、器

蓋 3(25 ~ 28) 焼成は良好で、色調は灰色を呈する。内外面とも回転ナデ調整。25~ 27は端部を

三角形に仕上げ、28は端部をやや長めに折り 曲げている。

坪 c(29) 復元自台径8.Ocm。内外面とも同転ナデ。焼成は良好で青灰色を呈する。

鉢 ×椀 (30) 復元口径 13.4cmo n縁端部を僅かに内湾させる。内外面とも回転ナデ 胎土は O.3cm 

以下の砂粒を含み、焼成良好で灰色や暗灰色を呈する。外面は自然草!iJがかかる。

上師器

蓋3(31 ~ 33) 復元口径 10.9cm。円縁端部を僅かに曲げる。外面はミガキの痕跡が薄く確認できる。

内面は回転ナデ 焼成は良好で燈褐色を呈する 32は口縁端部が僅かに肥厚する。外面上平部は切り

離し後未調整。その他は回転ナデ。色調は灰色で、端部は重ね焼きによってH音灰色を呈する。33は口

縁端部内面に僅かに段を有する。

243SE020茶褐色土出土遺物 (Fig.58) 

須恵器

小町c(34) 復元日径 10.2cm、指高 3.5cm、復元底径 7.0cmo 底部外面は阿転へラ切り 、内面は不定

点向のナデ、その他は|司転ナデ。暗灰色を呈する

坪 c(35 ~ 40) 35は断面三角形状の丸みのある高台を貼付し、復元高台径 7.6cm。内面底部はやや

滑らかである。36は深い郎部にやや高い高台を外開きに貼付する。復元高台径7.9cm。内而底部はナデ

で、滑らかになっている。色調は暗灰色や灰色を呈する。37は復元日待 14.0cm、器高 4.0cm、復元高

台径9.8cm。低く貧弱な高台を貼付する。内外面とも回転ナデ。色調は灰色を呈する。38は復元高台径

1l. Ocm。胎土は白色砂粒や黒色粒を多く含み、肯灰色を呈する。39は復元高台径 11.3cm。方形の低い

高台を目l片付する。内面底部はやや滑らかになっている。

ヒ師器

郎 a(41) 復元底径 7.2cm。底部は回転へラ切り後ナデ調整。色調は灰茶褐色を呈する。

椀 c(42) 高く外聞きの高台を貼付 し、復元高台径8.7cm。外面底部は同転へラ切り後ナデで板状圧

痕のような痕跡が残る。

緑紬陶器

椀 ×皿(43) 胎士は乳向色でO.15cm以下の砂粒を少量含む。内外面には光沢のある薄緑色紬を施し、

内面に一部濃緑色紬を施す。
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灰粕陶持

皿 (44) 口縁端部で若干外反する。胎上は淡灰色で微細な黒色粒を含む。外面は回転ナデ、内面に

薄く柚がかかる。

243SE020灰色砂出土遺物 (Fig.58、Pla.23) 

土師持

杯 a(45、46) 45は円径 12.5cm、器高 3.45cm、復元底径 7.8cm。底部は回転へラ切りで板状圧痕

が残る。内面は回転ナデ後ナデ。焼成は良好で淡円燈色を呈する。46は復元口径 12.lcm、器高4.lcm、

復元底径8.4cm。底部は回転へラ切りが明瞭に残り 、板状圧痕も残る。内面は回転ナデ後怪いナデ。焼

成は良好で淡白檀色を呈する。

243S印25井戸枠出土遺物 (Fig.59) 

瓦類

平瓦 (1~ 4) 井戸に使用された瓦の作 りはほぼ同じで、 川面はへラケズリの後丁寧なナデ調整。

凸面はヨコナデ。胎土は僅かに砂粒を含み精製されている。焼成は良好で灰色や黒灰色を呈する。1. 

2は l段目に使用されたもので、 lは縦27.25cm、横 22.7cm、厚さ 3.0cmo 2は縦27.3cm、償 22.5cm、

厚さ 2.9cmo 3 ・ 4 は 2~5 段目に使用 されたもので、 3 は縦 25 . lcm、横2l.lcm、厚さ 2.4cmo 4は縦

25. 4cm、償2l.3cm、厚さ 2.4cm。その他の瓦は表 15のとおりである。

243S印25褐色砂出土遺物 (Fig. 59) 

国産陶器

土瓶 (5) 土瓶の把手部で、暗茶色紬を施す。

煉瓦 (6) 胎土は微細な白色粒を多く含み、色調は赤褐色を呈する。全面ナデ調整。

243S印25茶灰色土出土遺物 (Fig.59) 

土師質土器

鍋 (7) 口縁部を肥厚させる。胎上は白色砂粒や茶色粒をやや多く含み、微細なガラス質も少量混じ

る 。 内外面とも斜め方向の刷毛目を胞すが、議j1~喜が著しい。

肥前系磁器

小郎 (8) 外面に呉須で文様を施す。

椀 (9) 外面に呉須で文様を施すが、端部の呉須は若干にじんでいる。

皿(10) 復元口径 10.3cm、器高2.8cm、復元高台径6.0cm。内外面には灰色っぽい暗紺色で文織を描き、

青味がかった透明紬を施す。

国産陶器

七瓶 (11) 注ぎ口部分で、 体部の穿孔は 3つ施されているが、 lつは土が詰まった状態で焼成され

ている。胎上は淡樺褐色を呈し、透明度の低い暗茶褐色軸を施す。

鉢 (12) 肥厚した11縁部で内外面とも回転ナデ。胎土はO.3cm以下の白色砂粒を含み、催灰色をロ

する。

上製品

輸羽口(13) 先端部の破片で、被熱で端部は融解し黒褐色のガラス質になっている。その他も被熱

で赤紫褐色や赤茶褐色を呈する。

瓦類

軒丸瓦 (14) 巴文の瓦当。胎土は白色砂や雲母を多く含み、黒灰色を呈する。

243SE025暗灰色砂質土出土遺物 (Fig.60・61、Pla.24) 
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瓦質上器

火鉢(15) 復元口径 23.2cm。胎上は雲母を多く含み、色調は暗茶褐色や黒色を呈する。外面は雲母

が光っている。口縁部を肥厚させ、体部中位に 2cm程の円孔を穿つ。内面には煤が若干付着する。

鉢(16) 若干口縁部を肥厚させる。Jl台土は 0.4cm以下の砂粒を含み、淡茶灰色を呈する。内外面と

もヨコナデだが、外面は剥治;が著しい。

土師質上器

鉢(17) 口縁部に直線的な体部で、内外面ともヨコナデを施す。胎土はO.5cm以下の砂粒を含み、

淡茶褐色を呈する。

緑粕陶器

皿(18) 上師質で、内外面に淡い黄色味がかった緑色軸が薄く施紬され、外面には薄緑色軸が点在

する。底部には高台はなく、上げ底風になっている。体部と底部の境目には沈線が巡る。体部中位に

O. 5cm前後の孔が穿たれている。

肥前系磁器

皿(19""23) 19は復元日径 14.6cm、器高 3.65cm、復元高台径9.4cm。高台畳付は露胎で砂粒が付

着する。内外面には呉須の濃淡で文傑を描く。20は蛇の目高台で、復元高台径 7.8cm。高台はケズリ出

しで内面は露胎で、窪み部分は施軸する。内外面には呉須の濃淡で文様を描く。21は復元口径8.8clllo

22は内外面に青味がかった透明利を施す。内面底部が紬を掻き取り、重ね焼き痕を残す。外面下部が

露JI台。内面に呉須で文様を描く 。

角皿 (24) 内外面に光沢のある透明軸を施す。体部には輸花が施され、内面には呉須で文様が描く。

胎土は黒色粒を含み灰色を呈する。

椀 (25"" 39) 全体として内外面に紺色の呉須で文様を描き、内外面に青味がかった透明紬を施す。

高台畳付は蕗胎。25は復元口径 7.6cm、器高4.5cm、復元高台径 5.9cm。内面底部にはコンニャク印を

施す。26は復元口径 10.4clllo27は復元日径 10.7cmo28は復元n径 10.8cmo29は復元口径 11.4cmo 30 

は内面底部の紬を輪状に掻き取る。31は復元高台俺 5.5cmo32は復元高台径4.0clllo38は内面に呉須

の濃淡を使い分け文様を措く。

鉢 (40"" 42) 口縁部を外反させ、内外面に紺色の呉須で草花文や唐草文などの文療を描き、青味が

かった透明利lを薄く施す。胎 tは微細な黒色粒を僅かに含み、白色を呈する。40は復元口径 19.6cm、
器高 7.5cm、復元高台径6.4cm。高台畳付は露胎。内面にはハリの跡が残る。

華瓶 (43) 体部最大径4.Ocm。内外面灰色がかった透明紬を部く施し、外面に梅鉢文を描く。小型

の草瓶で仏具と考えられる。

国産磁器

肌 (44、45) 44は復元円径 15.2cm、器高4.15cm、復元高台径9.1cmo口縁部には愉花を施す。高台

内面は愉状に紬を掻き取り、中央が窪み蛇の目状になっている。45は復元口径9.2cm。体部は型打ちの

菊形文。内外面には光沢のある茶色紬を施す。

国産陶器

椀 (48"" 50) 48は復元口径 13.6cm、器高 5.1cm、復元高台径5.0cm。内外面に緑がかった灰色紬を

施し、内面には部分的に褐色紬や白色軸で文様を描く 。内面見込みは輪状に軸を届き取っている。高台

と外面底部は露胎である。49は復元口径 7.8clllo内外面に透明紬を薄く施し、口縁端部のみ黒褐色軸を

厚く施す。50は口縁部が肥厚し、外面はへラで花弁を施す。内外面に黄色味を帯びた透明軸を施す。

土瓶 (51"" 53) 51は注ぎ口部分で、乳白色紬を胞し、先端部分だけ鉄利lで文様が施されている。
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52は復元口径8.1cmで体部中位が屈曲させ、最大径 16cmとする。胎上は精製され、外面には光沢のあ

る灰褐色軸を厚く施す。軸には細かい民-入がみられる。内面は露胎。53は復元口径9.6cm。内外面に茶

褐色粕を施し、口縁端部上面は利lをふき取る。

壷 (54~ 56) 54は復元高台径 5.4cm。胎上は赤褐色で、外面に黒茶褐色紬を厚めに施す。内面は回

転ナデで蕗)1台。内面には粕垂れや胎上口がみられる。高台畳付には重ね焼き痕を残す。55は)1台土が赤

褐色で、 O.lcm以下の白色砂粒を含む。内外面は回転ナデの後褐色紬を施すが、口縁端部が蕗)1台。56は

口縁端部を短く曲げている。胎土は赤紫色で内外面に茶褐色軸を施し、乳白色の斑点が見られる。

播鉢 (57~ 59) 57は端部でやや肥厚させている。58は復元高台径 15.7cm。胎土は白色砂粒を多く

含み樺色を呈する。59は高台径 11.Ocm。胎土は向色砂粒を多く含み淡い燈色を呈する。外面は黒褐色

軸を施す。内面の捕り目は明瞭である。

聾 (60) 復元円径 10.Ocm。口縁部が僅かに外反し肥厚する。胎上は O.5cm以下の砂粒を多く含み、

淡赤茶色を呈する。外面に褐色紬を施し、口縁部内外面に黄色味がかった灰褐色紬を厚めに施す。内面

は露胎。

瓦類

平瓦 (46、47) 46は胎土が淡茶褐色で内外面に刷毛目があり、端部はナデ調整する。0.2cmと1cm

ほどの円孔を穿つ。47は焼成良好だが、還元不良で土師質で、色調は淡燈茶褐色を呈する。内外面と

も刷毛目が施され、端部はヨコナデ調整。断面はへラ切り。

243S印40茶褐色土出土遺物 (Fig.61)

土師器

坪a(61、62) 底部切り離しは回転へラ切りでその後ナデ調整、内面底部はナデ、その他は回転ナ

デ。61は復元口径 11.8cm、器高 3.2cm、復元底径 6.6cm。淡白樺色を呈する。62は体部がやや外反する。

復元口径 12.4cm、器高 3.3cm、復元底径8.0cmo 淡黄燈色を呈する。

椀 c(63) 復元高台径 7.2cm。色調は白黄櫨色を呈する。

黒色土器

椀 c(64) 復元高台径 7.8cm。内面ミガキc、外面は磨滅するが回転ナデ。胎土には O.15cm以下の

砂粒や微細なガラス質粒を少量含む。A類。

243SE040暗灰色土出土遺物 (Fig.61) 

土師器

杯 a(65) やや丸味のある底部で、底部切り離しは回転へラ切りで、板状圧痕が残る。内面は不定

方向のナデ。色調は白灰褐色を呈する。

椀 c(66) 断面台形の高台を底部端に貼付する。復元高台 8.1cmo 胎土には僅かに角閃石が含まれ

る。色調は淡褐灰色を呈する。

椀 (67) 口縁端部を曲げる。内外面にミガキ cを施す。胎七は精製され、色調は淡灰色や淡樫褐色

を呈する。

製塩土器

焼塩査 (68) 焼塩査の口縁部で、内面ヨコナデ、外面は手担ねの指頭圧痕が残る。胎土は精製され、

黄褐樺色を呈する。II-b類。

瓦類

平瓦 (69) 胎土は O.3cm以下の白色砂粒を多く含み、灰色や暗灰色を呈する。外面の叩きは斜格子

である。
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Fig. 62 243SE045出上造物実測園(1/3)

243SE040暗褐色土出土遺物 (Fig.61)

須恵器

マ= -+二二ミア'
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華 4(70) 外面上半部は切り離し後未調整。その他は凶転ナデ。内面天井部はやや滑らかになって

いる。色調は暗灰色を呈する。

査蓋 (71) 復元口径 15.Ocm。内外面とも回転ナデ調整。胎土は白色砂粒や黒色粒を少量含み、淡灰

色を呈する。

1lll a (72) 復元口径 19.2cm、器高 2.2cm、復元底径 16.2cm。底部は回転へラ切り後ナデ。内面底部

は回転ナデ後ナデ調整。色調は暗灰色や白灰色を呈する。

郎 c(73) 底部切り離し後ナデて、低い高台を貼付する。色調は灰色を呈する。

型 (74、75) 74は二重口縁の聾の口縁部で、頚部に波状文を施す。75は口縁端部の破片で、沈線を

巡らす。灰色や暗灰色を呈する。

壷×鉢 (76) 復元底径8.1cmo 底部は回転糸切りで、その他は凶転ナデ調整。n台上は精製され、色
調は灰色を呈する。篠窯。

土師器

郎 a(77~8 l) 底部切り離しは回転へラ切りで、その後ナデ調整。80以外内面底部は不定点向のナ

デ。胎上は白色砂粒や微細な雲母を僅かに含む。色調は淡燈褐色や暗茶灰色を呈する。77は復元口径

11. 7cm、器高 3.2cm、復元底径 7.2cmo 78は復元底径8.Ocmo 79は丸味のある底部で復元底径 7.6cm。
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80は復元底径8.5cmo 81は復元底径9.4cm。

坪 (82) 復冗円径 13.2cITIo体部はやや外反し、内外面とも凶転ナデ。茶褐灰色を呈する。

黒色土器

椀 C (83) 復元高台径8.6cm。やや低い三角形の高台を貼付する。体部下半は回転へラケズリ、内市

はミガキ Cを施す。胎土は淡燈色を呈する。

製塩土器

焼塩壷 (84) 胎上はO.2cITI以下の砂粒を多く含み、淡茶褐色を呈する。内面ナデ、外面には指頭正

痕が残る。II-b類。

灰柑陶器

聾 (85) 聾の胴部とみられる。胎土は0.1cm以下の白色砂粒や微細な黒色粒を含む。外面は回転ナ

デ後緑色味のある透明利を施す。内面は当て具壌の痕跡が薄く残る。

243SE045暗茶色土出土遺物 (Fig.62、Pla.24)

須恵器

蓋c3(1) 内面天井部はナデ、外面も高台貼付の回転ナデの周りはナデ調整。その他は回転ナデ。

杯 c (2、3) 2は台形の低い高台貼付する。胎土はきめ細かく、暗灰色や灰黒色などを呈する。内面

底部は不定方向のナデ。3は外面底部の端に若干貧弱な高台を貼付する。復元高台径 7.2cm。内面底部

は一方向のナデで、それ以外は回転ナデ。

土師器

郎 a(4 ~ 7) 底部は回転へラ切り後ナデ、その他は凶転ナデ。胎上が O.2cm以下の砂粒を含み、色

調は淡燈褐色を呈する。4は復元底径6.8cmo5は復元底径 7.2cmo7は内面底部が一方向のナデ調整。

大椀c(8) 復元高台俺 11.4cITI。高台は安定感のある方形の高台を貼十J-し、内側をやや浮かすように

成形する。外面は回転へラケズリで、内面は回転ナデ、内面底部は一方向のナデ調整。内外面とも燈色

を呈する。

椀 C (9 ~ ll) 9は復元高台径 7.6cm。体部は丸みがあって深い。内外面とも回転ナデ。胎土は

0.4cm以下の砂粒を多く合み粗い。色調は乳茶褐色を呈する。10は復元高台径 7.8cITI。内面底部には板

状圧痕が残る。淡樺色がかった乳白色を呈する。11は細くやや内側に向く高台を貼付する。復元高台

径6.3cm。内外面凶転ナデ。色調は暗茶灰色を呈する。

聾(12) 胎土は砂粒を多く含み、暗茶褐色を呈する。内外面とも昂IJ毛目で口縁部はヨコナデ。

黒色土器

椀 C (13、14) 胎土は砂粒を含み淡乳茶褐色を呈する。内面ミガキ、外面回転ナデ。A類。13は高

台を内向きに貼付する。復元高台径9.6cmo14は丸味のある底部に外開きの高台を貼付する。

鉢 (15) n縁部を若干外反させる、胎土は O.lcm以下の砂粒を含み、色調は燈茶褐色を呈する。内

面はミガキ、外面はナデ調整。A類。

緑粕l陶器

椀(16) 復元口径9.6cm、器高 2.9cm、復兄底径5.Ocmo胎土は暗灰褐色で須恵質。内外面ともやや

暗い緑灰色紬を施紬、底部は回転糸切りで露胎。篠窯。

灰軸陶器

椀 (17) 胎土はO.lcm以下の白色粒や黒色粒を含み、淡灰色を呈する。内外面に紘灰色利lを薄く施

糊する。

越州窯系青磁
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小椀 (18) 復元口径 6.3cm、器高 2.55cm、復元高台径 3.2cm。胎土は黒色粒を含み淡黄灰色を呈する。

内面と外面上半部に茶黄色軸を施す。高台と底部は露胎。I類系とみられる。

水注(19) 復元n径 14.5cm。胎土は O.lcm以下の黒色粒を多く含み、やや黄色味を帯びた淡灰色を

呈する。内外面に淡緑灰色軸を厚めに胞し、貫入がみられる。内面には目跡が残されている。I類系と

みられる。

土製品

土錘 (20) 縦 7.Ocm、径 3.Ocm前後で、中央に径 1.1cmの孔を通す。色調は淡黄土色を呈し、外面

は指頭圧痕を残す。

243S印45茶灰色土出土遺物 (Fig.62) 

須恵器

蓋 4 (21) 外面上半部は切り離し後ナデ調整、内面上半部は回転ナデ後ナデ調整。内外面とも灰色

だが、重ね焼きのため口縁端部が黒灰色を呈する。

243SE045黒灰色粘土出土遺物 (Fig.62)土師器

椀 c(22) やや底部が丸味のある坪の端部に高台を貼付する。磨滅が目立つが、体部は回転ナデ調整。

色調は檀灰色や淡黄褐色を呈する。

243S印45灰褐色土出土遺物 (Fig.62) 

土師器

小皿a(23) 復元底径8.2cm。底部は回転へラ切り後ナデ、板状圧痕が残る。白黄樺色を呈する。

杯 a(24 ~ 26) 胎土は白色砂粒を少量含み、色調は白樺色を呈する。底部は回転へラ切り後ナデ調

整し、板状圧痕を残す。24は口縁端部を曲げる。復元口径 12.8cm、器高 3.4cm、復元底径7.8cmo25 

は復元底径8.5cmo 26は復元底径9.2cm。

椀 c(27) 復元高台径 5.8cm。色調は白茶褐色を呈する。

黒色土器

椀 (28) 内面はミガキ c、外面は回転ナデ調整。胎土は O.2cm以下の砂粒を多く含み、淡茶褐色を

呈する。A類。

緑軸陶器

椀 c(29) 高台径 7.2cm。胎土は精製され、淡い白樺色を呈する。焼成は良好で土師質である。内外

面に白緑色軸を薄く施す。底部の内外面にそれぞれ3点づっ目跡を残す。

土坑

243SK007出土遺物 (Fig.63、Pla.24) 

国産陶器

土瓶蓋 (L~ 3) 1は口径8.5cm、器高 3.5cm。外面は白色粕を施し、褐色粕や緑色粕で文様を描く 。

内面は回転ナデで露胎。2は口径 6.0cm、器高 2.8cffio外面は黄色味がかった透明紬を薄く施紬し、鉄

紬や赤褐色粕や淡黄褐色紬で文様を描く。内面は回転ナデで露胎。3は口径9.5cm、器高1.85cm。淡黄

色軸を薄く施し、つまみと内面は露胎。外面に鉄紬で文様を描く。

小皿 (4) 復元口径 11.6cm、器高 1.85cm、底径 7.8cm。外面は回転へラケズリで、上半部はその後

回転ナデ。内面と口縁部外面は黄色味がかった淡灰色紬を斑状にやや厚めに施紬する。胎土は淡撹灰褐

色を呈する。

灯明皿 (5、6) 5は口径 7.1cm、器高 3.25cm、底径6.9cm。内面下半と受け部の下半のみ暗緑灰色粕

を施す。口縁部は紬を拭き取っている。外面は回転へラケズリ、その他は回転ナデ。6は灯明皿のよう
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Fig.63 243SK007・SX030・茶色土 ・表土出土造物実測図(1/3)
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な皿だが、周囲を意図的に届いている。胎土は櫨茶褐色で内面と口縁部外面は淡緑灰色軸を施紬し、内

面底音1)は淡赤灰褐色である。外面は回転へラケズリで露11台である。

と瓶 (7、8) 7は注ぎ口端部や底部を欠損する。口径は 7.9clTlo胎土は金雲母を多く含み茶色を呈す

る。外面には光沢ある透明治hが施されるが、下半は煤が付持する。内面は回転ナデで露胎である。8は

円径8.3cm、器高 11.Ocm、底径8.0cm。胎土は混入物が多く淡明灰色を呈する。外面ヒ半部は黄色味を

併びた透明紬を薄く施刺し、鉄紬や明るい緑色軸で草花文などを描く。体部下半は煤が付着する。内面

は回転ナデで露胎。

土師質土器

涼炉 (9) 口径 18.Ocmo 11台上はきめ細かく淡櫨茶褐色を呈する。内面上部に突併を 3ヶ所設ける。

外面にはスタンプで文様を什ける。

熔熔(10、11) 10はn径 26.4cm、器高 5.05cm、底径 20.2cm。 口縁部突帯を貼付する。内面は

回転ナデ、底部外面は粗し、ナデ。1I台土は撞褐色を呈する。11は把手付き倍焔。胎土は枯-製され櫨茶褐

色を呈する。把手は手担ね成形され、回転ナデ調整される。把手の内部は空洞である。熔熔部分はヨコ

ナデ調整され、外面底部にやや煤が付着する。

その他の遺物

243SX030灰黄褐色土出土遺物 (Fig.63)

須恵器

郎蓋(12) 外面上半部は回転へラケズリ。外面中位には沈線が巡る。内面は当て具の後回転ナデ調

整。焼成良好で淡灰色を呈する。

高坪(13) 脚部の端部。内外面とも回転ナデ調整される。色調は育灰色を呈する。

古式土師器

i不(14) 復元口径 13.7cm。器高 5.9cm。外面上半部は横点向のミガキ、下半はへラケズリ。内面は

ナデ。胎土は砂粒を含み、赤褐色や黄褐色を呈する。

純文上器

塑(15) 聾の底部で、若下上げ底になる。磨滅しているが、外面に指頭圧痕が残る。胎土には

O. 2cm以下の滑石を含み、色調は赤褐色や灰褐色を呈する。

茶色土出土遺物 (Fig. 63) 

須恵器

亦身(16) 復元口径 12.Ocm、器高 3.3cm。外面下半は回転へラケズリの後粗いナデ。その他は回転

ナデで、内面底部はその後不定万向のナデ調整。外面にはへラ記号を残す。

緑手rtl陶器

皿(17) 復元高台径 5.6cm。高台は二段に作られる。内外面には回転ナデの後、明緑色紬を施すが、

外面は剥落が目立つ。焼成は若下廿く、淡灰色を呈する。近江産。

瓦質上器

火鉢(18) 肥厚した口縁端部で内面は細かいヨコハケで、外面は低い突帯を貼付しその聞に花形文

をスタンプする。

肥前系磁器

椀(19) 復元高台径6.0cm。内外面に呉須で文様を描くが、使用によるためか、内面は絵柄が擦れ

ている。内面中央には亀の絵を描いている。

表土出土遺物 (Fig.63)
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製塩上器

焼塩壷 (20) 復五日径 10.8c叫船上はH背褐色を呈し、内面には細かい布円が明瞭に残る。外面は指

頭圧痕が残る。l、頒。

肥前系磁器

皿 (21) 復元円径 14.4cm、器高 4.25cm、復元高台径 9.Ocm。高台は蛇の円高台で、底部111央は窪み、

高台内面は紬を届き取る。内外国には呉須で文慌を描く。

椀 (22、23) 22は復元口径 14.7cm。内外面に呉須で文慌を抽く 。23は復元高台径 7.6cm。高台ケズ

リ出しで、内面は紬を届き取る。蛇の円高台である。内面には呉須で文様を描き、その巾にH跡がみら

れる。

国産磁端

皿 (24) 円径 13.6cm、器高 3.8cm、高台径 9.1cmo 体部は型打ちの菊花文に成形され、内外面には

淡く 一青味がかった透明利をやや厚く胞す。高台は蛇の目高台で高什内面は紬を掻き取っている。

(5)小結

調査地はをたいながらも奈良時代から現代までの井戸が 7基検出された。肯代の井戸の底面レベノレは

26.8'" 27. Omほどで、江戸時代以降の井戸 2基に関しては、底面まで確認できなかったが、両宥とも

標高 26.1m地点で、湧水し、ヒンポールで、確認した結果さらに 1m以上は掘り下がるようである。現在の

水位から考えても占代の水位の方が江戸時代以降の井戸よりも 2mほど、高かったようである。

また、調査地は長沼賢海氏が推定した筑前国術跡付近にあたり、「扇屋敷j と呼ばれていたところで

ある。しかし、奈良 ・平安時代の井戸や小穴群は確認で、きたが、大砲の掘立柱建物など官術的な性絡を

持つ遺構は確認で、きず、出土造物も他の条坊跡と日立った違いはなく、この調査では国術などの官街跡

ー
ハ
パ
川
刈
卜

1
Tー

を認めることはできなかった。

そして、僅かではあるが、古墳時代の遺構は散在しており、古墳時代から生活が営まれていたことが

窺うことができる。

参考文献

長沼賢海 1968 r邪馬台と大宰府j太宰府天満宮文化研究所

表 13 第 243次調査遺構一覧表
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S-f存可 i1'l補祷号 何日IJ .l!n 1-_ほか ~gJ 地区

たまり 灰褐色 1: 81 

2 ピッ トltF 81 

3 h時 I情茶色 |今 Ilj代 81 

4 ピッ ト 附灰色 |二 01 

5 243SE005 JI:fI 灰茶色 1-. 18世紀後半 C1 

6 ピット 茶灰色t 81 

7 243SK007 J泥1緊仁坑 灰必色1:(炭化物M.人) 191吐紀~近刻代 CI 

8 ピットl作 l情灰色 1-. A2 

9 ピッ トi作 茶灰色ト 01 

10 243SEOI0 jド)I 11)1灰色上 X II J~J A2 

11 ピットl作 nfj灰色上 13世紀~ 83 

12 ピットl作 H高灰色仁 平安H寺代 82 

13 ピッ ト l情灰色L A3 

14 ピットj作 日行灰色L 81 

15 243SEOl5 J~ ) ; 暗灰色 1: 8性t品cljlt良前後 83 

16 たまり 茶灰色l沙 C2 

17 ピット 暗灰色 i二 C2 

18 h'~ 茶灰色 i二 Mt!時代 82 

19 ピット l宿灰色 卜. 82 

20 243SE020 JI:); 灰色砂 VHtJl 04 

21 ピット 晴灰色上 02 

22 ピットi作 I塙灰色上 02 

23 ピッ ト 灰色紗 03 

24 ピッ トI作 I情灰色 |ー 03 

25 243SE025 JI:ドi l陥!ズ色!沙質 l' 19世紀~近刻代 85 

26 ピッ ト I前灰色 1-. C3 

27 ピット1作 茶灰色上 A2 

28 ピット 茶褐色t CI 

29 fI'Il I情灰色t 近現代? A5 

30 243SX030 ifrE~ 灰jjl褐色 1: 61立紀代 82ほか

31 f持 茶褐色 1-. ，Ii !t! 時代 A4 

32 ピット 附灰色 k 占代 A5 

33 UJt 灰黄色 I~ 03 

34 ピッ ト 茶灰色t 83 

35 上JJL 灰茶色 上 Vムz前期] A5 

36 ピッ ト 灰w色 1-. 近!it~ C4 

37 ピッ ト 灰黄色 1-. 05 

38 11<糟つ 近代~ Al 

40 243SE040 JIP l情褐色 k VllW1M後 84 

45 243SE045 )!:) i 灰褐色 |ニ 91立紀前、ド 84 

50 243SX050 流路 灰t:i褐色上 占境l時代? C02他
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Fig.64 第 243次調査遺構略視IJ図(1/150)
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時;舷片

ld 剥JHJ.t¥暇千1)

総i九底杯、破g

器障対

自tfi

.iJ.¥ 

師

.1lJ 
師

S・22

口三二盟

E二」控

山田

l!i 止1 日時 ぷ3、長c、郎、Jfc、製. ¥U! 
帥 総 Jfa、椀c、カ7 ド、破片

!日色 l二日時 A 憐c
瓦質 k 樹 火鉢、鉢
1:例目上摺 鉢
肥 lii/系陶臨時J 椀、肌、角凹、鉢、破片
ItiJ庫陶器J 費、捕鉢、椀、上胤、俗、舷};
l司戸E磁掛 椀、皿、破片
似糊陶 HN 叩l、破片
越州 7驚系，'1磁 椀 1(1)、日(1)

1'1 磁 椀 V-c(I)
Ji 野I.J.t1i精子1111、J!¥¥文、校Ji、、I'l{桁T-IIII、純rJ1111、燃し瓦)
金 k属製品 鉱1宰、 HI途不IVl鉄製fld.鉄鍛つ
製 IS 11E 1 砥イi

そ の 1山 fi炭

総破片

品剥 'W¥曜石)

瓦一lν

一
H
A

一
ー

:
 

瓦
一
一
ー

:
F
:
 
J: 

5
-
-

qι
-

一

円、“
一基

S-2511f!灰色砂町 l

E品

日目

丘三ιー豆
鍵、破}~
仏飯機

百可百
言J!瓦(栴(-lIn、測し瓦)、)LJi

話3、J;f
盟主ー
情鉢

主孟盟主」五

皇室匡

匹量
S-38 

E蓋
S-27 

口こ且

S-10 !品尚色 i
草 JJ.( lf.ll，夜2、ol:，3、ollic、J;fc、尚料、聾
l: 師 協|小Illla、J;fa，丸氏t.f¥JtuまJ;fa、椀c、費.鉢、 i掛f1
Ei色 l蹴 A1 t蝿c
!且色仁 HNB 1倒
越州~系 I'f 舷 |腕 1-2a( 1

叫 |椀ト1(1)、IV-b(l) n磁破片(5)
1 l 惚 !日11:11-8(1)、破片(1)

'l' 1司陶同日 1 <i:l(l、
録制l 陶出品|舷)'，-
3fU且質(愉人)1判Imr系縦割11陶総
瓦 耳11平瓦(舵I{-UII、制11日11)
金属製 品|鉱rr
イ1 製品|剥);-

K 製 品|糊羽rl

日
再
一

E 

S-10m茶色 t
主i 思1lH1;統3、ol:ic、原a、何c、建
t 附1lH1師、t.f、a、小11118、費
;X¥ 色 k 日時 AI 椀c
灰車11 陶掛 11波J'，-
越州~系行磁|憐 11 -2 (1) 破片1(2)，11(/ 
r1 磁 1椀 IV-Ib(l)、破片(2)
瓦 頬|宇瓦{柏戸月J)、 ).L瓦(純rJ1111、無文)
石製品|剥};'

省、破片

師、椀c、小田18、11，破片
破片

亙宣彊
椀ト1(1
』L瓦(楠(-lIn)、平瓦(無文)
笠主些

師

製

茸i 必 lf.l III、益3、対c、向師、 II
師 ;掛 >1'、肉>1之、椀c、費、HN台、破};

上自h貿 1'，日告 鉢、鍋
l正'1'1 1 掛 火鉢
組州窯系 ，'1磁 椀 1(1 破}'，-: 1(2) 

能見l~ 系 ~f 磁 破片。 1(1)

rI 磁 腕破片 l、V-3(1
l肥前系陶磁総 椀、 lllll
l司厳陶器J情鉢、鉢、火人、費、破)¥
11iJ 蔵磁協 皿l

l:i. 矧 平Ji(制 111111、栴 (-IIII、版文、 ).tJi(版文、 JII途不IIJJll，l，
石 製 tzjn ， 、f11，.-(i，事正行、 >iliI ) 1"().\\1I描石、z.: 111~~

そ の {也 イ îJ~

須 .Ili ww ii:1、料、J;fc、費、破片
師 日骨 師、破);

!且色 1'，lf.l A 舷}t

川1司14i師疲質陶上掛茸器1 

破片

椀

憐、l皿、鉢
、JlJi桁 F川l、無文)

{I 1型 t'11I 1 日lィi

S-5茶色t

日g1 J;f 
昨日 鍵
:si 手瓦(無文)

必
一
師
一
一

向

4
-

-

一
-

l

j

 

与
一
須
一

k
一瓦一

主i 忠 日+ 長 l、.1l3、Jfa、鍵、缶、破片

t 自F 総 高師、 IIIlc、2盟
!日色上総 B 破);'
瓦貿 t， HN 鉢
!肥前系陶磁総 破)'，

凶産陶 HN費、火人、破片
同z.::駕系，'1磁 llll: I-I(訂
瓦 首i'1'瓦I爾[1日11、熊文
イ[ 3盟 frIEz I 利)l'Ull附イi

S-51市茶色上

型例一

片
、
一
瓦
一

融
界
一
平
一

面
市
一
総
一
矧
一

粘
一
一

一
一

色
一忠

商
一
一

同
肌
二

一一

FO
-
-

-

一

正

須

上
一
瓦
一

制[蚕自F
日
庁一

t~3 ， J;fa、J;fc、鍵
Af1i.T干.護、肥下、破片

).t1i盟四位
監{i，1111主ii

S-15 f)(色砂
|!i1 忠総111
l上師総11波H

S-5 J-)(茶色 l

持司7破)t

告匙耐7、安山お)

S-19 

E二..M

HNIII 

思

師

師

総同g.

胤[政}'，

日
庁一

E量
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茸i y且 脱獄l、技3、J;fc、肉料、費、者

師 話t
師、丸氏J;fa、腕、椀c、小皿a(へフ)、小OOa2

小lIllc、重量、 総ff
!高色上総 A 腕c
選州~系，'1 磁 機 1・2(1、 11-2b(l) 破片 1(2 

n 磁 椀 IV(旬、江般主lJVTム-{l lb((l2) )、 口総外反(1)、破片(1)1'1磁 ・破j
中間陶総 <:¥HI) ~)'，'( I 

u 鞘l陶開 俄J1
瓦 寛i、f'Ji制IjI刑、精 fllll、無文)、破片

石 製 hh 刑{iJJJI1:品、剥)rつ

t 2型 uB u y 焼 1:比
金Jo!製 品 鉄釘

、l

S-IO晴灰色 |



表 14-3 第243次調査 出土造物一覧表③

S-40 11自制色l
活l .¥!.{ 出4点l、"':3、説4‘伝説、師、J，fc、l旧弘、::(X鉢、鍵、大鍵
向P 日時 師、 bイ、a、J，fd、椀c、鍵

製 1M 1 総 焼I面、ri.
JH色 1-.総 A 腕c
f)( ~Ii陶器時 ~ 
越州~系，'1 磁 椀。 1(1)
)i 町i、I')i(純11川l、情{-lIn、!日tよ)
イ1 3型 M 、l'Iiイi
金凶製品 工j!);'

S-4511ff茶色l

!il ，I~: 
山jfF tE3、...:c3、f.AC、師、t干身、 杯a、M、c、向t(、IIIL 
銀、必

自F 日告 師、J，fa、椀c、鏡、破H
JA¥色 1::l'J A 倒、機c、製、鉢、破片
11巴liII系陶磁l*{ 破);
料相l陶総 憐、般n
以明11 陶:fd 椀

椀 1(1)、1-2b(11.1-4(1)、1-5(1)、小椀1(1)
越州~系 i1f 磁 1111:ト1b(l) 伝 :1(1) 、 l[~':!(1) 

1~/!< it( l ) l賀I鍵(2) 舷);'1(2)
li 磁 椀 1-1(1)
<1' 1司陶総 破片(1)
)i :m 言1'1i(割lllllln、物子IIfJ、Jff¥文)、九)i(純111111、精子IIjJ)
製 ILBU ， |鈍、焼 u地

S-45 ~高灰色 1-.

1~I 必 日時!益4、師、何c、鍵
|l 附探|捜

128 

S-45 1;1(尚色上
須忠 日替|品~3、説c、郎、Ifa、艶
l: 削i 総|小llUa、郎、郎a、椀c、裂、破八一

製温上様 1:焼庖世
JU色 t;r.，: A 1 j潟、破);
t品開l陶日時|椀c
l同席陶総|上胤
瓦 :m 1 ).L1i(絡 {-III1)、平l玉(純IllIjJ、栴戸IjJ)
金凶製品 |鉱搾

茶色上

空i 忠 *11必l、主主3、誼c、師、 l1、身、 l1'c、銀、 世
上 師 船|益、師、Ifa、同係、椀、椀c、費、破片
!日色 1-.;r.，: A 1椀c
仁印~ n上自#1鉢
瓦 n t 掛|火鉢、破片
l肥前系陶滋日時|椀、 l皿、破)i
|叫 Jl7i陶器11捕鉢、 i瓶、賓
同席磁器11也、破);
11 磁 |破片(1)

瓦 茸(1'1"1正(制IllIjJ、栴 fllrUu¥文)、舷)'，.(燃し瓦)、桟li
イi 製 品|手五イ[、 Hii、府IJ);-(J，UI唱!ii)
金属製 1'11'，1筒形鉄製品、鉄釘、金H、鉄);、I1IJ主不IVJ鉄製品
その他|石炭

炎上

京邸 機|必3、議c、If鋭、料、Ifc、盤、句官、破)'，'
tM 総|降、 丸~~l1'a 、 鍋
製Jl，[ 1:器11焼t恒¥:':(
烈色 1:総 AI椀、倒;c
瓦質 1: *11鉢
j肥liII系陶磁*11腕、IIU
M| 芹陶熔 Imr鉢、破片
1.1 産磁撚|小椀、腕、旧l
m!iC駕系山磁|椀 III-b(l) 
瓦 頬|、F瓦(燃し瓦)、九五[(測し瓦、無文)

表 15 243SE025 井戸枠使用瓦計測表

フベノレ 長さ 11i大幅 I詰小恥i JfJさ ラベル 長さ 応大刷 l品小幅 厚さ

S-25JI:)"'瓦 l段Il 27.0 22.7 22.5 2.8 S-25Jドl'瓦 6段Il① 25.0 21.3 21.3 2.2 -2.4 
S-25nl;1i 1l-'ltIJ 27.3 22.8 22.7 2.7 -3.0 S-25:!IP瓦 6段日② 25.3 21.5 21.3 2.1 -2.3 
S-25JH'瓦 l段Il 27.1 22.7 22.7 2.5-2.7 S-25JJ:戸瓦 6段日③ 24.9 21.3 21.2 2.4 -2.5 
S-25nr;上L 1段1'1 27.2 22.7 22.6 2.5 -2.6 S-25JJ:p瓦 6段Il@ 25.3 21.7 21.5 2.2 -2.5 
S-25JJ:ド瓦 l段11 27.2 22.8 22.6 2.5 -2.6 S-25井戸瓦 6段Il⑤ 24.9 21.1 21.1 2.4 -2.8 
S-25nl'瓦 l段Il 27.2 22.8 22.6 2.7-2.9 S-25JJ:J'瓦 6段Il⑥ 25.0 21.2 21.0 2.3 
S-25Jド1;1i 1段I1 27.3 22.6 22.5 2.6 -2.8 S-25JI:(';瓦 6段n⑦ 25.2 21.5 21.4 2.1 -2.3 

S-25JJ:I ・瓦 l段il 27.3 23.0 22.8 2.7-2.9 S-251t-p瓦 6段Il③ 25.3 21.3 21.2 2.2 -2.8 
S-25JI:FIi 1 段11 27.2 22.9 22.6 2.6 -3.0 S-25)ドp瓦 6段11⑨ 25.3 21.3 21.3 2.3 -2.5 
S-25JJ:ド瓦 l 段11 27.1 10.3 10.0 2.4 -2.6 (半必) S-25)打J瓦 6段円⑮ 25.1 21.5 21.2 2.4 
S-25Jtf;瓦 l段Il 27.0 22.8 22.6 2.9 -3.0 S-2511:戸瓦 6段n⑪ 25.1 21.6 21.4 2.3 
S-25JI:I ; 1i 27.2 22.8 22.7 2.7 -2.8 S-25JJ:I'瓦 7段H① 24.9 21.3 21.3 2.2 -2.4 
S-25JJ:P瓦 2-5段11 25.0 21.6 21.2 23-2.4 S-25井戸瓦 7段U② 25.0 21.3 21.2 2.5 -2.6 
S-25J.I:('瓦 2-5段1=1 25.0 21.5 21.1 2.3 -2.4 S-251J:I'瓦 7段11③ 25.0 21.4 21.3 2.3 -2.4 
S-25lTF瓦 2-5段11 25.0 21.5 21.2 2.2-2.4 S-25JI:i"瓦 7段11④ 25.2 21.2 21.1 2.2 -2.4 
S-25JIP瓦 2-5段H 24.7 21.5 21.1 22-2.4 S-25井r'瓦 7段口⑤ 25.2 21.5 21.3 2.4 
S-25JJ:I;瓦 2-5段Il 25.2 21.3 21.2 2.3 -2.5 S-25井1'瓦 7段H⑥ 25.1 2卜4 21.3 2.3 -2.4 
S-25:1J:F瓦 2-5段日 24.9 21.2 21.1 2.3-2.7 S-25)J:F瓦 7段Il⑦ 25.0 21.2 21.2 2.2 

S-25JI:I ・瓦 2-5段11 25.2 21.6 21.2 2.3 -2.4 S-25:!J:I'瓦 7段目③ 25.3 21.6 21.4 2.3 -2.4 
S-25:1J:ド瓦 2-5段1-1 24.9 21.2 21.0 2.2 -2.4 S-25JJ:J'瓦 7段Il⑨ 25.0 21.2 21.0 2.3 

S-25JI今戸瓦 2-5段Il 25.1 21.3 21.1 2.1 -3.0 S-25)J:F瓦 7段Il⑩ 25.3 21.5 21.4 2.3 

S-25JI・戸瓦 2-5段I1 25.7 21.4 21.0 2.1 -2.3 S-25:1十}-'瓦 7段IJ⑪ 25.1 21.4 21.1 2.3 -2.4 
S-25井戸瓦 2-5段Il 25.0 21.6 21.4 2.3 -2.5 S-25:1-1:F瓦 8段円① 25.2 21.6 21.3 2.4 -2.6 

S-25JI-I'瓦 2-5段Il 25.3 21.6 21.2 22 -2.3 S-25)ドri瓦 8段Il② 24.9 21.1 20.8 2.3 -2.5 
S-25JJ:f'瓦 2-5段11 25.4 21.4 21.2 2.2 S-25)tP瓦 8段IJ③ 24.8 21.1 20.9 2.3 

S-25井戸瓦 2-5段口 25.0 21.4 21.2 2.0 -2.3 S-25)J:t;瓦 8段Il@ 24.8 21.2 20.8 2.3 -2.5 
S-25井戸1i 2-5段Il 25.0 21.6 21.1 2.3-2.4 S-25)J:r; 1i 8段Il⑤ 25.1 21.5 21.2 2.4 -2.5 
S-25井戸瓦 2-5段円 25.2 21.4 21.3 2.4-2.5 S-25J下r'瓦 8段fI⑥ 24.7 21.2 21.1 2.2 
S-25JFF瓦 2-5段n 24.9 21.3 20.9 2.3 -2.4 S-25)tP瓦 8段円⑦ 25.3 21.6 21.2 2.3 -2.4 

S-25JIニド瓦 2-5段1-1 25.6 22.4 22.3 2.3 S-25J十1'瓦 8段11③ 25.1 21.5 21.4 2.1-2.4 
S-25JJ:F瓦 2-5段日 25.3 21.4 21.1 2.2 -2.3 S-25井戸瓦 8段Il⑨ 25.1 21.3 21.2 2.2 -2.5 

S-25Jね;]i 2-5段11 24.6 21.5 21.2 2.4 S-2511:);]i 8段11⑮ 25.1 21.5 21.5 2.4 -2.5 

S-25;JI:)コ瓦 2-5段11 25.2 21.6 21.3 2.1 -2.2 S-25井戸瓦 8段11⑪ 25.0 21.5 21.2 2.2 -2.4 

S-25nl'瓦 2-5段H 25.1 21.4 21.2 2.3 -2.4 

S-25JI+i瓦 2-5段11 25.1 21.4 21.3 2.3 
(巾{世 cm)

S-25JI:I o瓦 2-5段Il 24.9 21.2 21.0 2.3 -2.4 

S-25井戸1i 2-5段Il 25.4 21.6 21.3 2.3 -2.4 
S-25井戸瓦 2-5段11 25.1 21.5 21.3 2.4 -2.6 
S-25J下r'瓦 2-5段目 25.0 21.4 21.1 2.3 -2.4 
S-25JI:I i瓦 2-5段11 25.0 21.4 21.2 2.2 -2.5 
S-25JJ:P瓦 2-5段n 25.3 21.6 21.3 2.3 
S-25JI:ti]i 2-5段I1 25.1 21.3 21.1 2.3 -2.4 
S-25Jt-F瓦 2-5段11 25.2 21.5 21.3 2.3 -2.4 
S-25JJ:J'瓦 2-5段11 25.5 21.5 21.5 2.2 -2.3 
S-25J-j:)i1i 2-5段11 25.2 21.4 21.3 2.3-2.4 
S-25JI:F瓦 2-5段円 25.2 21.5 21.4 2.2-2.4 

S-25nF1i 2-5段11 25.4 21.3 21.2 2.3 
S-251J:i"瓦 2-5段11 24.9 21.4 21.2 2.3-2.5 
S-25tJ:F瓦 2-5段円 24.9 21.2 21.0 2.1 -2.3 

S-25JI:I i1i 2-5段円 25.2 21.2 21.1 22 -2.4 
S-251FF瓦 2-5段円 25.1 21.4 21.0 2.2 
S-25JI:F瓦 2-5段H 25.3 21.2 21.0 2.2 -2.3 

S-25JI:Jo瓦 2-5段11 25.1 21.4 21.2 2.3-2.4 
S-25JJ:F瓦 2-5段円 253 21.3 21.3 2.4 

S-25:11今J-'1i 2-5段Il 25.0 21.3 21.3 2.3 -2.4 
S-25JJ:F瓦 2-5段円 25.0 21.4 21.3 2.3 -2.4 
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6、第262次調査

(1)調査に至る経緯

調査区は、太宰府市通古賀五丁目 1229-4に位置す

る。ここは王城神社の南西約 100mの地点にあたり、

江戸時代に庄屋を勤めた竹森家が住まわれ、昭和初

期(昭和8年頃)に建築された住宅が建っていた。

平成 17年はじめから、この土地の埋蔵文化財に

関する問い合わせがあっていたが、 4月 19日に戸建

分譲住宅建築を行うにあたって問い合わせがあった。

斗L 与L 斗L

表土

糞茶色土層(人工層位)

灰褐色籾砂地山

同年6月 14日に試掘調査を行ったところ、地下45cm Fig. 65 第 262次調査土層模式図

にて遺構が検出され、平安 ・近世の遺物が確認された。計画では、敷地中央に道路が設けられ、その周

りに個人住宅が建設されるということであった。このため、恒久構造物である道路の範囲とその周囲

2m程度の記録保存が必要ということで、原因者負担による埋蔵文化財緊急発掘調査実施に向けての調

整を行った。その後契約が整い、平成 18(2006)年6月 16日から同年8月 23日にかけて発掘調査を

実施し、井上信正が担当した。調査区は上記の内容で設定したが、調査で条坊区画に関する道路側溝と

みられる遺構 (262S0005)が検出されたため、対象地北西の一画に拡張区トレンチを入れることを申し

入れ、了承されたため調査を行った。調査面積は総計 143rrfで、ある。調査時の出土遺物はコンテナ8箱

で、その後整理を行い太宰府市文化ふれあい館収蔵庫に保管している。なお、条坊区画遺構および旧竹

森邸の建物基礎等を検出したため、 8月 17日に地元通古賀地区の住民を対象に現地説明会を行った。

発掘調査を行った道路を除く宅地部分については、西側市道を基準にすると約 25cmの深さに遺構は

保存されている。

(2)基本層位 (Fig.65)

調査区内は、近世以降の堆積層が約 50cm堆積している。それを除去すると基盤層(地山)の灰褐色

粗砂が現れる。周辺では、この組砂層の上に淡黄色シノレト層が堆積しているのが確認されているため、

かなり削平を受けていることがわかる。これを示すように、平安期以前の遺構はいずれも削平を受け、

深さは浅かった。

調査では、遺構面直上に人工層位として黄茶色土層を設定し、遺構検出を行った。

(3)検出遺構

建物

262SB015 (Fig.67、Pla.17・18)

調査区東半で検出した。径 60'"90cm程度の小穴に小石 ・磯 ・瓦を詰めたものを柱の基礎とする。調

査区内では 15基の小穴が確認されており、その規模は 6.72x4. 8m程度となる。調査直前まで建ってい

た建物が昭和 8年頃の建築ということであり、柱基礎からは近代の陶磁器が出土していること、また

1/2，500の都市計画図に図示されているその建物と本遺構のプランもほぼ合致することから、この建物

の柱基礎とみられる。

溝

262SD001 

調査区南側で検出した。検出長 8.98m、深さ O.2 '" O. 3m程度を測る。埋土は黄褐色粘土塊を含む淡

灰色土である。出土遺物から近世~明治期の遺構とみられる。
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Fig.66 第 262次調査遺構全体図(1/150)

262SD005 (Fig. 68、Pla.18) 

調査区北側に沿って検出した。検出長 13.9m、深さ O.1 '" O. 2m程度を測る。埋土は灰茶色土と砂で、

東側J(D3 '" 04区)では黒茶色士となる。出土遺物は大宰府編年 XI'" XII期(概ね 11世紀代)であり、

それ以前に機能していたことが窺われる。なお、本遺構は90m条坊復元案の 13条路推定ライン上にあり、

条坊区画に伴う遺構である。おそらく道路側溝であろう。

262SD020・030(Fig. 68) 

調査区中央で検出した。S0020の検出長は 3.6m、深さは O.05 '" O. 1mを測る。SK035と接する付近の

東肩には磯等が並んだように検出された。埋土は茶色土と黄色粘土塊で構成されるが、その割合は後

者が大半を占める。なお本遺構の埋土は SK025の埋土とほぼ同じであり、掘り下げに伴い土坑状とな

ったため SK025とした。出土遺物は 19世紀前半のものが含まれる。なお埋土等の切り合いはあるが、

S0030と位置 ・形態とも類似しており、両者は同一遺構の可能性が高い。S0030は検出長 2.02m。深さ

はS0020より深く、最大 O.3mある。埋土は淡黄白色粘土である。

262SD033 

調査区中央~西側で検出した。検出長は約 9.4m。深さは O.25mを測る。埋土は茶色土の中に淡黄色

粘土塊が多く含まれた状況で、東端では SK025付近の埋土と重なるが、両者の違いは黄色粘土塊の量の

差で決めたところもあり 、実際には埋土の切り合いは無かった可能性もある。ここからセメント瓦とみ
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られる遺物も出上している。

土坑

ここから 8世紀の遺物

262SK010 (Fig.68) 

調査区北側で検出した。検出長 3.1m、検出幅 ト1m、深さ最大0.43mを測る。

が出土している。

ED-w
国
N
H
J

ヤヤ

~~ 

262SK016 

調査区西端で検出した。長軸2.23m、検出幅約 1mを測る。埋土は灰茶色土混じりの砂である。

から大宰府編年vn期 (9c9''-''''''後期)の遺物が出土している。

N
由

lω円
vr 262SK022 

は暗灰茶色土で、平安期以降の造物が出土して

いる。

262SK025 (Fig.68) 

調査区中央で検出した。長軸 1.93m、短軸 1.68m、深さ O.67mを測る。埋土は茶色上を主体としつつも、

淡黄色粘土塊(直径 10.-.....， 20cm)が多く含まれる。SD020・030・033の埋土と類似しており、これらと

関連して機能した遺構の可能性がある。ここからは 19世紀前半の遺物が出土している。

262SK029 

調査区中央北端で検出した。規模はl.4 X 2. 03m、深さ 1.04mを測る。底に数個の石を組んでいる様

子が伺え、石組みの中に炭が堆積している。地山はかなりの火力で、被熱し赤変している。埋土は上から

灰黄色ヒ(灰色土塊と細かな黄色土塊)、赤色粘上の順に堆積している。埋土中には瓦が多く、最終的

にごみ穴として埋没したとみられる。出土造物から近世以降の遺構とみられる。

262SK035 

調査区中央で検出した。規模は2.07X l. 72m、深さ O.35mを測る。埋上は黄褐色粘土塊をやや含む茶

色粗砂である。

262SK036 

調査区西側で検出した。規模は 1.8 x o. 56m、深さ 0.18mを測る。
262SK037 (遺物無し) (Fig.68) 

調査区中央北端で検出した。規模は l.5X l. 12m、深さ 0.67mを測る。底および壁面に石組みを施し

ている。周囲の地山はかなりの火力で被熱し赤変している。埋上は上から灰黄色上(灰色土塊と細かな

黄色土塊)、赤色粘土の順に堆積している。最終的にはゴミ穴として埋没したとみられる。出土遺物か

ら近世 ・近代以降の遺構とみられる。

262SK045 (Fig.68) 

調査区北側の拡張区卜レンチで検出したものである。 トレンチ北半部に茶黒色上系の埋土が円形に検

出されたため土坑とみて掘り下げを行ったが、判然とせず、かっ深い遺構と予想、されたため、途中で掘

削を止めている。ここから平安時代前~中期までの遺物が出上している。

262SK046 

調査区中央北端で検出した。検出長 1.38m、ltjO. 93m、深さ O.21mを測る。埋土は上から黒茶色土、

黄色粘土、茶色土の順に堆積している。黄色粘土は薄くかっ直立しており、 三和上のようでもあるため、

何かの構造物だ、った可能性があるが、判然としなかったため、土坑として取り扱っている。ここからは
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近世の造物が出土している。
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262SB015遺構実測図(1/50)
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Fig. 68 第 262次調査各遺構実測図 (S0005は 1/40、SX013は 1/20、その他は1/60)
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調査区中央で検出した。規模は 1.24XO. 9m、深さ O.32mを測る。ここから近世の造物が出土している。

262SK048 

調査区中央で検出した。規模は1.9 X O. 9m程度、深さ O.35mを測る。ここから近世の遺物が出土して

いる。

262SK066 

調査区東側で検出した。SK068の北側を覆うように切り込んでいる。深さ約 O.lm。埋土は黒色土。

262SK071 (Fig.68) 

調査区東側で検出した。規模は 1.75X1.1m、深さ O.46mを測る。Ss015を構成する柱基礎 SX065が埋

上に切り込んでいる。埋土は茶色粘土で、ここから 19世紀の遺物が出土している。

262SK078 

調査区北東隅で検出した。検出規模は 2.08X 1. 8m程度、深さは1.Omを測る。埋土は上から黄茶色土、

茶色土の順に堆積しており、ここから近現代の遺物が出土している。

その他の遺構

262SX003 

調査区西端で検出した小穴群で、埋土は暗茶色土である。

262SX013 (Fig.68) 

調査区西側で検出した小穴で、焼けて明灰赤色を呈した層がある。規模は O.35XO. 4m、深さは O.1m 

を測る。

262SX023 

調査区西側で検出した小穴群で、ある。いずれも S0005に切り込み、古代の遺物を多く含む。

262SX073 

調査区中央北側で検出したたまり状遺構である。大宰府編年 IX"" X期(10世紀""11世紀はじめ)

頃の造物を上限とするが、これに覆われた S0005埋没時期が大宰府編年 XI"" XII期(概ねl1c代)を

示すため、これより後に堆積したことが窺える。

262SX076 

調査区中央西寄りで検出した小穴で、ある。規模は 0.5X O. 25m、深さ 0.27mを測る。

(4)出土遺物

建物

262SB015出土遺物 (Fig.69) 

肥前系陶磁器

小銃(1) 口縁部付近の破片である。残存高1.7cm。素地は精良で白色を呈す。軸は透明紬で、内外

とも藍色の呉須によりプリントされる。S-59出土。

国産陶器

猪口 (2、3) 共に底部の破片である。2は残存高 1.Ocm、高台径 3.Ocm。高台には透かし状の切り込

みが 3ヶ所みられる。素地は乳白色を呈す。内外面とも透明紬がかかるが、高台及び外底は露胎となる。

S-61出土。3は、残存高 2.3cm、高台径 3.1cm。素地は乳白色を呈す。内外面とも若干褐色味のある透

明粕が薄く施粕されるが、畳付けは紬が拭き取られている。S-65出土。

石製品

石臼か (4) 残存長 13.1cm、残存幅 9.5cm、厚さ 6.5cmを測る。図上面は中心部に向かつて傾斜し、

図下面は摺り目がある。茶褐灰色~暗茶褐灰色を呈す。S-53出土。
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Fig.69 第 262次調査建物 ・惜出上造物実測図 (4は1/4、10は 1/2、その他 1/3)

溝

262S0001淡灰色土出土遺物 (Fig.69) 

肥前系陶磁器

皿 (5) 1I縁部の破片である。残存IJdI2. 65cm。型押しによりill!弁ないしは菊花風に仕上げる。巣地

は白色で、内外面とも青みがかった透明紬をやや厚めに施す。

縄文上器

深鉢 (6) 図の天地高で 2.9cmを測る。内面は斜横位のナデ調整、外面はナデおよび押引による文嫌

が窺える。胎上は 4mm以下の滑石粒、 lmm以 Fの黒色粒、また砂粒を含む。焼成は良好。外面は焦茶色

~暗茶色、内面 ・断面は茶色~暗茶色を呈す。

262S0005出土遺物 (Fig.69、Pla.24)

師器

椀 (7) 口径 14.8cm、器高 5.8cm、高台俺 7.4cm。胎土は良好で、 lmm以下の砂粒 ・金雲母を含む。焼

成は良好で、内外面とも燈褐色~淡檀褐色、断面は灰黒色を呈す。

縄文上器

深鉢 (8、9) 8は口縁部の破片である。残存高 2.7 cm。 内面はナデ、外面はナデ後に太めの沈線 ・ ~jlJ

突文を施す。胎上はやや粗く、 2mm以下の砂粒および滑石粒を含む。焼成は良好で、内外面とも暗灰色、

断面は暗灰茶色を呈す。9は残存高 3.7cm。内面はナデ、外面はナデ後に太めの沈線 ・束IJ突文を施す。
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11台上はやや組く、 4mm以下の砂粒および滑石粒を含む。焼成は良好で、内外面とも暗灰色、断面は暗黒

灰茶色を呈す。阿高系。

布製品

石匙(10) 11I高5.3cm、高さ 2.7cm、厚さ 0.8cm、重量 12.7g。安山岩製。

262S0005黒茶色土出土遺物 (Fig.69、Pla.25) 

上師器

小皿 al (11"'-'14) 円径 10.0"'-'10. 5cm、器高1.6 "'-' 1. 9cm、底径 7.1 "'-' 7. 85cmを測る。いずれも

底部切り離しは回転へラ切り。

郎 a(15) 口佳 12.6cm、器高 3.3cm、底径 9.6Cfllo底部切り離しは回転へラ切り。胎土は 2mm以下の

砂粒を含み、焼成は良好。淡燈色~淡灰白色を呈す。

椀 a(16) 口径 12.3cm、器高 3.95cm、底径 7.4cm。底部切り離しは回転へラ切り。胎土は l醐以下

の砂粒を含み、焼成は良好。淡惜褐色~淡灰茶褐色を呈す。

丸椀 a(17) 口径 13.4cm、器商 4.0cm、底径 9.8cm。円縁部に煤が付着する。底部切り離しは回転へ

ラ切り。胎土は 3mm以下の白色砂粒を多く含み、焼成は良好。にぶい樺色を呈す。

中椀 a(18) 残存高 3.95cm。口径は 13cm前後に復元される。内面はミガキ bを施し、外面は押し出

しによる指押さえが観察される。1I台上は 2mm以下の砂粒を含み、焼成は良好。乳茶褐色~乳白色を呈す。

椀 c(19、20) 19は円径 13.8cm、器高 5.7cm、高台径 8.lcmo 胎土は 2mm以下の砂粒を含み、焼成

は良好。淡燈褐色を呈す。20は"任 15.6cm、器高 6.lcm，高台径 8.5cm。底部切り離しは凶転へラ切り。

1I台上は 2mm以下の砂粒を含み、焼成は良好。淡乳茶褐色~淡茶色を呈す。

262S0020出土遺物 (Fig.69)

肥前系陶磁器

小椀 (21) 口径 8.6cm、器高 5.3cm、高台径 3.8cm。素地は淡灰白色で精良。内外面に灰青色の呉須

で絵付けされ、やや青味を併びた透明粕が薄く胞される。高台畳付けのみ露胎。

椀 (22) 口径 12.8cm、残存高 4.8cm。素地は白色で精良。内外面に明るい青色の呉須で濃淡のある

絵付けがなされ、少し青味がかった透明軸が薄く施される。

262S0033出土遺物 (Fig.69) 

須J立器

郎 (23) 残存高 3.Ocmo 内底は一段凹むようである。Il台上は O.5mm未満の白色砂粒をごく少量含

むが、混入物も少なくきめも細かい。底部切り離しは糸切りとみられ、その他は内外とも回転ナデを

施す。焼成 ・還元とも良好。瀬戸内辺りからの搬入品とみられる。

土坑

262SK010出土遺物 (Fig.70) 

須恵器

蓋(1) 残存高 1.3cm。外面天井部は回転へラ削りを胞す。胎上は lmm以下の砂粒を含む。焼成は良

好だが、還元は不良。灰色~暗灰色を呈す。

昨 c(2) 底部の破片である。残存高1.5cm。胎士は lmm以下の砂粒を含む。焼成 ・還元ともに良好。

淡灰色を呈す。

土師器

I不c(3) 底部の破片である。残存高 1.Ocm。胎上は 3mm以下の砂粒及び、 lmm以下の赤樺色粒 ・黒

色粒等を含む。焼成は不良で、位色を呈す。
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262SK016出土遺物 (Fig.70)

土師器

郎 a(4) 』三プグイ

262SK010 

孟三雪辱三1
底部の破片である。残存高 l.4cm、底径6.8cm。底部切り離しは回転へラ切り。胎土はO.5 

"-' 1 mmの砂粒を含む。焼成は良好で、淡灰樫白色を呈す。

椀 c(5、6) 5は底部の破片である。残存高 2.2cm、高台径7.8cm。底部切り離しは回転へラ切り。

胎土はO.5 "-' 1mmの砂粒を含む。焼成は良好で、淡灰色~淡灰黄褐色を呈す。6も底部の破片である。

残存高 1.85cm、高台径8.8cm。胎上はO.5 "-' 2mmの砂粒を含む。焼成は良好で、淡灰色~淡褐灰色を呈す。

色の呉須で絵付けされ、透明紬が薄く施される。高台畳付けのみ露胎。

皿 (9、10) 9は、口径 10.2cm、器高 1.8cm、高台径 6.7cm。素地は白色で徹密。内外面に淡灰青

色の呉須で絵付けし、淡青色がかった透明利1を施す。高台畳付けのみ露胎。10は円径 12.0cm、器高

3. 2cm、高台径 7.7cm。素地は白色で撤密。内面に淡灰占色の呉須で絵付けし、少し青味がかった透明

紬を薄く施す。高台は蛇ノ目凹形高台で、輪状に糊を拭き取る。

262SK022出土遺物 (Fig.70)

底部の破片である。残存高 1.15cm、底径8.6cm。底部切り離しは回転へラ切り。胎土は

O. 5 "-' 2mmの砂粒をごく少量含む。焼成はやや不良で、淡憧灰白色~淡灰白色を呈す。

262SK025出土遺物 (Fig.70) 

肥前系陶磁器

くらわんか椀 (8)

口縁部の破片である。残存高 3.8cm。内外面ともナデを施し、内面には揺り目を施す。

胎土はO.5 "-' 3. Ommの砂粒を多く含み、暗赤樟色を呈す。内外面とも暗灰褐色の軸がかかる。

同産陶器

播鉢 (ll)

淡灰色~淡褐灰白色を呈す。安山岩製。長さ 12.6cm、幅4.45cm、厚さ 2.1cl11o

262SK029灰黄色土出土遺物 (Fig.70) 

石製品

石斧(12)

肥前系陶磁器

小椀 (13) 口径8.8cm、残存高4.4cm。素地は乳向色で轍密。内外面とも淡黄灰色の透明粕をやや厚

めに施す。軸は細かい貫入がみられる。なお外面底部は露胎している。

国産陶器

花入 (14) 残存高 3.Ocm、底径4.6clllo胎土はO.5mm "-' 2mmの白色砂粒を少量含む。内面及び体部外

面に光沢のある暗茶色~黒色 ・黒茶色の粕が施される。焼成は良好。なお底部切り離しは糸切り。

16 

\一~三三-;z

￥114 

瓦類

丸瓦 (15) 16.8 x 10. Ocmが残存する。厚さは 1.6cm。外面は平滑で、内面は粗い布目痕が観察され

る。端部は面取りのためへラ切りを施す。胎土は O.5 "-' lmm程度を主体とする砂粒を微量含む。焼成還

元とも良好。瓦質に仕上がり、灰色~暗灰色~淡褐灰色を呈す。

喫斗瓦 (16) 製品の高さが 4.4cmと薄いため、喫斗瓦とした。19.8X1l.7cmが残存する。厚さは

外面は平滑で、内面は布目痕が観察される。端部は面取りのためへラ切りを施す。胎土は O.5 

"-' 1mm程度の白色砂粒を微量含む。焼成は良好。還元は不良で瓦質に仕上がる。暗樫色~暗燈灰色~淡

グ
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素地は淡灰白色で撤密。外面に淡灰青高台径4.2cm。円径 10.0cm、器高 5.2cm、

土師器

亦 a(7) 

10cm 
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灰燈色を呈す。

262SK045茶黒色土出土遺物 (Fig.70、Pla.25)
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黒色上器A類

椀 c(17) 残存高 4.3cm、高台径 6.8cm。内面に細かなミガキ cを施す。胎土は 1mm以下の白色砂粒

を含み、きめ細かく鍛密である。焼成は良好で、内面は黒色、外面は鈍い憧色から淡灰色を呈す。

上師器

鉢(18) 高台の破片である。残存高2.5cm、体部接合箇所の高台径 13.4cm。内外面とも凪転ナデを施す。

胎土は 2mm以下の肉色~茶色砂粒および微細な雲母を含む。焼成は良好で、淡楼褐色~茶褐色を呈す。

龍ワ (20) 簡とすると体部上端とみられる。残存高 6.5cm。内外面ともヨコナデを施し、外面に粘

土紐の痕跡がみられる。胎土は4mm以下の白色砂粒および微細な雲母粒子等を混入する。焼成は良好で、

白樫色~淡黄褐色~黄褐色~灰褐色を呈す。

縄文上器

鉢(19) 残存高 6.0cm。内面はナデおよび指頭痕がみられ、外面は条痕を施す。胎土は lmm以下の

白色砂粒、角閃不7等を含む。きめは粗くはない。焼成は良好で、茶褐色~暗茶褐色~茶黒色を呈す。

262SK045茶褐色土出土遺物 (Fig.70) 

土師器

杯 a(21) 底部の破片である。残存高 2.0cm、底径 9.OClllo外面は回転ナデを施し、内面は回転ナデ

後ナデを施す。底部切り離しは回転へラ切り。胎土は 1.5mm以下の白色砂粒 ・茶色粒及び微細な雲母を

含む。焼成は良好で、にぶい樺色を呈す。

丸椀a(22) 口径 12.3cm、残存高 3.5cm、底径 6.4cm。内外面とも回転ナデを施す。底部切り離しは

へラ切りとみられる。胎土は 1mm以下の白色砂粒及び細かな雲母を含むが精良。焼成は良好で、褐灰色

を呈す。円紘部外面は淡い燈褐色を呈す。

椀 c(23、24) 23は、底部の破片である。残存高 1.1cm、体部接合箇所の高台径 8.Ocm。胎土は 1mm

以下の白色砂粒を含みきめ細かい。焼成は良好で、淡褐灰色を呈す。24は、底部の破片である。残存

高 2.3cm。胎七は lmm以下の白色砂粒を含みきめ細かい。焼成は良好で、淡燈褐色を呈す。

灰紬陶器

瓶 (25) 頭部の破片である。残存高 4.5cm。胎土は O.5mm以下の黒色粒を多く含み、白色砂粒を少

量含む。利はうすく緑味のある透明軸で、外面に薄く施され、内面にも口縁部側に自然利1的に若干紬が

付着している。内外面とも回転ナデ後施粕する。焼成は良好。

262SK046黒茶色土出土遺物 (Fig.71)

肥前系陶磁器

皿 (26) 口径 14.3cm、器高 4.0cm、高台径 4.8cm。素地は精良で灰白色を呈し、薄く青味がかった

光沢のある透明利が内外面とも O.1 ........ O. 5mmの厚さで施され、その後、底部内面は重ね焼きした部分の

粕を輪状に掻き取り、また高台畳付けは粕を拭き取る、いわゆる蛇ノ目軸剥ぎを行う。

262SK047出土遺物 (Fig.71) 

国産陶器

揺鉢 (27) よく使用され磨耗している播鉢である。残存高 7.2cm、高台径 12.8cm。素地は O.1 ........ 

O. 5mmの白色砂粒を多く含み、細かな空隙と 3mm以下の黒色粒子も見られる。また褐紬が内外面に施され、

高台畳付けは紬が拭き取られている。

262SK048出土遺物 (Fig.71)

国産陶器

措鉢 (28) 残存高 4.9cm、底径 12.2cm。素地は 2mm以下の白色砂粒を多く含む。また褐粕が内外面

262SK046黒茶色土 262SK047 262SK066 
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Fig.71 第 262次調査上坑 ・その他の遺構出士造物実測図 (1/3)
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に施される。底部は露胎で、回転ナデ後ナデ、を施す。

262SK066出土遺物 (Fig.71)

国産陶器

皿 (29) 残存高 2.lcmo 素地は O.3mm以下の白色砂粒を少量含むものの精良である。内面~外面口

縁部にかけて透明度が低いものの光沢のある灰青色~緑色の軸が施され、その他の外面には光沢のある

緯緑味のある紬がごく薄く施されている。

262SK071出土遺物 (Fig. 71) 

肥前系陶磁器

盃 (30) 口径8.7cm、器高 2.9cm、高台径4.0cmo 素地は向色で精徴。内外面に染付けによる絵付け

を行い、若干青味がかかった光沢のある透明利lを内外面に施す。高台畳付けのみ紬を拭き取る。最後に

底部外面に印判状に朱色の絵付けが施される。

湯呑椀 (31) 口径7.8cm、器高6.5cm、高台径5.Ocm。素地は白色で精徴。外面に藍色の呉須で絵付

けを行い、若干青味がかかった光沢のある透明紬を内外面に施す。高台畳付けのみ紬を拭き取る。

国産陶器

橋鉢 (32) 復元口径44.Ocm、残存高 11.1cm。内外面ともナデを施し、内面には播り目を施す。素地

は2.Omm以下の白色砂粒を含み、内外面に光沢のある茶褐色の紬が薄くかかる。

262SK078黄茶色土出土遺物 (Fig.71) 

土師器

蓋か (33) 円盤状の遺物の破片で、蓋としているが別の器種の可能性もある。口径 19.8cm、残存高

1. 7cm。内面端部および外面は回転ナデ、端部以外の内面はナデを施す。胎土は 1mm以下の白色砂粒を

含み、また雲母 ・茶色粒も少量含むが精良である。焼成は良好で、淡白檀色を呈す。

縄文土器

深鉢 (34) 残存高 3.Ocm。内面は指頭痕がみられるが、調整ははっきりしない。外面には刻み目の

文様を施す。胎土は 1mm以下の白色砂粒、また滑石粉を大量に含む。焼成は良好で、暗茶色~茶黒色を

呈す。

262SK078茶色土出土遺物 (Fig.71)

白磁

皿 (35) 残存高 3.1cm、高台径5.6cm。柔らかな白色の素地に、わずかに青味のありかつ光沢のある

透明軸が内外面に施される。高台は削り出しで仕上げ、露胎している。XI-3b類。

その他の遺構

262SX003出土遺物 (Fig.71)

縄文土器

深鉢 (36) 残存高 3.8cm。内面はナデ調整、外面はアナダラ類の貝の腹縁による貝殻条痕文を施す。

胎土は 3mm以下の砂粒を含む。焼成は良好で、黒茶色~淡黒茶色~淡茶灰褐色を呈す。

262SX023出土遺物 (Fig.71) 

土師器

坪 a(37、38) 37は、底部の破片である。残存高 1.4cm。磨耗しているが、底部切り離しは回転へ

ラ切りである。胎土は 1mm以下の白色砂粒を少量含む。焼成はやや不良で、、淡灰白色から淡灰白黄褐色

を呈す。38は、底部の破片である。残存高 1.2cm、底径 7.7cm。底部切り離しは回転へラ切り。胎土は

きめ細かく、焼成は良好。淡灰撹褐乳白色を呈す。

142 
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椀 c(39) 底部の破片である。残存高 2.0cm、高台径 7.1cmo 胎土は 3mm以下の砂粒を少量含む。焼

成は良好で、暗灰褐色~褐灰色を呈す。

縄文土器

深鉢 (40) 残存高 3.Ocm。内外面ともナデ調整を施す。胎土は 3mm以下の滑石粒子を非常に多く

含む。焼成はやや良好で、淡灰褐色~淡灰茶色~暗茶灰褐色を呈す。阿高系。

262SX073出土遺物 (Fig.71)

土師器

小皿a1(41、42) 41は、口径 10.Ocm、器高 1.9cm、底径8.6cm。底部切り離しは回転へラ切り。胎

土は 1mm以下の白色砂粒及びO.5mm以下の雲母粒子を含む。焼成は良好で、、淡樫褐色~淡褐色を呈す。

42は、口径 11.Ocm、器高2.1cm、底径8.4cm。底部切り離しは回転へラ切り。胎土は1.5mm以下の白色

砂粒等を含む。焼成は良好で、淡黄燈灰色を呈す。

脚付小皿 (43) 0.9cm程度の小皿に脚を接合する。残存高 2.6cm。胎土は 1mm以下の白色砂粒を

含み、精良。焼成は良好で、白燈褐色を呈す。

杯a(44) 口径 12.5cm、器高 3.5cm、底径9.Ocm。底部切り離しは回転へラ切り。胎土は2mm以下の

砂粒を含み、焼成は良好。淡燈褐色を呈す。

椀 c(45) 口径 14.6cm、器高6.Ocm、高台径 7.7cm。底部切り離しは回転へラ切り。胎土は3mm以下

の砂粒を含み、焼成は良好。淡櫨褐色~淡黄樫褐色を呈す。

黒色土器 B類

椀 c(46) 残存高 2.9cm、高台径8.2cm。底部切り離しは回転へラ切り。胎土は O.5mm以下の砂粒を

含み、焼成は良好。灰色~灰黒色を呈す。

262SX076またはSX014出土遺物 (Fig.71、Pla.25) 

これは、整理時に両遺構出土遺物が混ざ、ったもので、いずれに帰属するか不明であるが、特筆すべき

遺物として掲載する。

須恵器

小杯 c(47) 口径9.2cm、器高 4.25cm、高台径 7.1cmo 胎土はO.5mm以下の砂粒を含み、焼成 ・還元

ともに良好。暗灰色を呈す。

縄文土器

深鉢 (48) 口縁部の一部とみられる。外面の文様に合わせて傾きを導き出して図化している。図上

残存高 8.2cm。口縁部は大きめの刻み目が入り、また一段下がるように快りが入った一部にも刻み目が

見られる。内外面はナデ等による調整を施し指頭痕が観察される。外面には横方向の沈線と縦方向の沈

線および刻み目で文様を構成している。胎土は3mm以下の滑石粉を多量含み、1mm以下の砂粒もみられる。

焼成は良好で、淡褐灰色を呈す。阿高式、もしくは坂の下式。

各層出土遺物

黄茶色土層出土遺物 (Fig.72、Pla.25) 

土師器

小皿 a1(1) 口径 7.2cm、器高 1.0cm、底径 5.1cmo 底部切り離しは回転糸切り。胎土は精良で、

O. 5mm以下の雲母を少量含む。焼成は良好で、淡樟灰乳白色を呈す。

脚 (4) 鼎の脚とみられる。残存高 8.55cm、幅3.2x 2. 5cm。胎土は 1mm以下の白色砂粒を微量含む。

焼成は良好で、淡燈乳灰白色を呈す。

土製品
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Fig. 72 第 262次調査黄茶色土層 ・表土出土遺物実測図 (7........ 14は1/2、その他 1/3)
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獣脚 (5) 手担ねで整形し、条痕で足指を表現して

いる。残存高 4.8cm、l幅2.OX3. 1cmo 胎土は 2mm以下

の茶色粒を多く含む。焼成は良好で、、淡撞色~淡灰色

2 

を呈す。

紘利陶器

ll[l (2) 口縁部の破片で、愉花をつくる。残存高

1. 4cm。胎上は O.3mm以下の円色砂粒を含み、きめ細か

く鰍密である。軸は深縁色に発色し、内外面に薄く施

される。焼成は良好で、硬く焼きしまる。

皿×椀 (3) 底部の破片である。残存高 1.7cm、高

台径 6.4cm。貼り付け高台で、内面に トチンによる口跡

がある。JJ台土は淡灰乳ri色を呈す。紬は淡い明緑色に

発色し、内外面に薄く施されるが、底部及び高台底~

内面は蕗JJ台である。

、

勺J，勺
!
?
Fig. 73 第 262次調査山土鉄製品

実測図 (1/3)

縄文土器

深鉢 (6) 口縁部の一部とみられる。残存高 4.4cm。 口縁部上端および外面に凹み状の条痕が胞さ

れる。IJ台上は 0.5........2mmの滑石を多量含む。焼成は良好で暗茶色~焦茶色~茶色を呈す。阿高系。

石製品

権(7) 滑石製の権で、完形品とみられる。長さ 4.8cm、幅 3.6cm、厚さ 1.2cm。全体は平坦に削り・

擦痕が観察され、一部に穴を開けかけたような阿みもみられる。なお、 一面において 2ヶ所に「大J字

を円IJって記し、大きい「大」文字の下に穿孔される。

円盤状製品 (8) 円盤状製品の半分が残存しているものとみられる。直径 6.9cm、厚さは 1.0 ........ 

1. 1cm程度で、凸状となっているため全体としては厚さ 1.4 ........ 1. 5cm程度となる。内外面とも削り ・擦

痕が観察され、表面には線刻で欣射状の条線が刻まれ、その聞には rTJ字状の線刻等が施される。裏

面中央には穿孔の痕跡がみられるが、貫通していたかどうかは定かでない。

硯 (9........ 11) 9は、頁岩製で、時赤黒色を呈す。残存長 12.8cm、残存l隔 4.35cm、全体の厚さは

2. 3cm。裏面は一段快りが入 り、文字もしくは製造社マークのような線刻がみられる。10は、粘板岩製

で、灰白色を呈す。残存長 3.6cm、残存幅 2.7cm、残存厚 O.7cmを測る。11も粘板岩製で、灰白色を呈す。

残存長 4.8cm、残存幅 4.4cm、残存厚 l.3cmを測る。

石核か (12) 長さ 8.Ocm、幅 3.4cm、厚さ 1.75cmを測る。横剥ぎ剥片から端部2ヶ所で剥片を剥い

だものか安山岩製。

表土出土遺物 (Fig.72) 

t製品

上錘 (13) 長さ 4.2cm、幅 1.5 x 1. 4cm。胎土は 1mm以下の茶色粒および O.5mm以下の砂粒等を含む。
焼成は良好で、にぶい燈色を呈す。全体的にやや磨耗している。

石製品

不鯨 (J4) 長さ 2.7cm、幅 2.lcm、厚さ 0.4cm。安山持製

同産陶器

小皿 (15) 口径 9.6cm、器高 2.55cm、高台径 4.45cm。素地は円色を呈し、村良。内外面にわずかに

TT味のある光沢度の高い透明紬が薄く施される。なお、内面は蛇ノ目状に粕が癒きとられ、高台畳付け
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は紬が拭き取られている。

第 262次調査出土金属製品 (Fig.73) 

鉄釘(1) 断面問角形の釘である。長さ7.9cm、幅1.0 x O. 7 cmo SX023出士。

用途不明鉄製品 (2~ 4) 2は、蒋措の体部と底部の可能性がある。図上で8.3 x 9. 1cm、木体の厚さ

はO.5cm程度とみられる。SK035山土。3は、図上で 2.5x 2. 55cm、本体の厚さは O.7cm程度である。2

と厚さが似ていることから、同様の製品の可能性が窺える。SK036出土。 4は容器口縁部の可能性もある。

残存高 3.35cm。黄茶色上層出仁。

(5)小結

調査区は近世~近代の削平を受けており、この頃の遺構が主体であった。

SB005は、調査前まで建っていた昭和 8年頃に建築の住宅の柱基礎とみているが、今後聞き取り等で

明らかになることもあると考える。それ以前には、構 ・土坑が縦横に走っていたことが明らかとなっ

た。SK025およびSD020・030・033などは埋土が類似しており、 一体的に機能した可能性も窺える。ま

たSK029・037等は石組みがなされた遺構でかなりの火力を利用したものということは判ったが、具体

的に何かはわからなかった。類例増加が待たれる。

近世~近代の遺構と全面的な削平を縫うように、わずかに平安時代の遺構が残存していた。遺物には

奈良時代のものも多く 、遺構が展開していたことを窺うことができる。

こうした中、条坊道路側溝とみられる構 (262SD005)が検出されたことは特筆すべきである。この約

200m東には、第 81次調査で検出された東丙構8lSD245(大宰府編年X期埋没)があり、いずれも 90m

条坊復元案の 13条路推定ラインヒに位置する(井上信正 2009他)。両溝の聞は、政庁中軸線(Fl木座

標系第H系の座標北より 34分 24秒東に振れる)に基づくと、溝芯々距離は約 7.7mである(数値は、『大

宰府条坊跡刊~ (太宰府市の文化財第 28集)P121掲載の 81SD245の東西両端2点に関する政庁南門中

点からの南北距離の平均値と、本報告の 262SD005の同平均値の差である。)。やや広めとの印象も受け

るが、この規模の道路遺構は、西鉄操車場跡、の調査等でも確認されており、 81SD245を道路北側構、本

遺構 (262SD005)を道路南側溝の一部とみることは可能であろう。

その他、縄文時代中~後期頃の上器片が複数出上していることは特筆すべきであろう。冒頭で述べた

ように近隣では本調査区の基盤層の粗砂層の上に淡黄色シノレト等による層(これも基盤層)が検出され

るが、この中に縄文時代の石器が含まれている可能性があるものの土器出土例はあまり知られていない。

太宰府市内をみても当該時期の遺構・遺物検出例は少ない。貴重な事例であり、類例の追加に期待したい。

参与文献

井上信正2009r大宰府条幼区画の成立JW考占学ジャーナル~ 588号
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表 16-1 第 262次調査遺構一覧表① 表 16-2 第 262次調査遺構一覧表②

治術開切合 ~ 
S- 荷~ ~;ト Jillil'/番号 f1ll ))1) fAn 考一 ~Il卜ー状況 ( ，'i→新)

(市→新)
11抑制 地1><:信号 S-Ifi月 Jl'IIr~冊り 純日11 f~ï 考 耳Il仁状況(市→新)

遺構IIJJ切合 l時WI 地いく自存~-}
( ~ï→ ffi) 

262S0001 n可
淡灰色上(民褐色料I1:塊

近|止-IVI治 Cライン
合む)

35 l'.Jii 
iJJ:褐色粘 1:城をやや合む茶

35-25 C03 
色野11沙

2 カクラ ン 近J.li代 B5 
36 Uii 36→33 不時j(近代~か) C5 -6 

3 262SX003 小穴i伴 IIff茶色上 J.lW~ C6 
民および明l耐にイ{制lみを施している。地山はか 亦色粘七→灰苅色 k

37 262SK037 J-.JJl なりの火JJで被熱し亦変している III終的には (灰色 t塊と制かな民色 上 37→29 近Ilt 近代~ 04 

4 小穴
灰茶色士。シルト質。

王寺良~ A6 
政!<締まる。

ごみi'(としてJ!W したとみられる 塊)

38 小穴 IA灰色上 84 

地灰03-4付近は、S-73、40と似た瓜茶 39 n可 近現代 83 -4 
色土になっており、Jil物もX-XIJOI'"tiの径

10cm前後の小Jlllなどが合まれている。 切 40 たまり
40と5との切り合いは即11僚ではなく、t'I日がな

J.l¥っぽい茶色 t 40→5 03 -4 

5 262S0005 h
t
時

りfTいをIlHi畠えたか、 S-5とは))I)Jilmと々 灰茶色上+1沙
-XI' XIIJOj Dラインえたほうが良いか 03 -4で取り tげた泊 1日茶1: (03 -4区)

41 Uii 41→29 近世~近代 05 -6 

物は注意 (S-5県茶上。なお03-4区とし 42 小穴 少し行合む 近現代 C2 

ているが U;f;は031:{で04はわずかしかか 43 1]¥，¥1昨 現代 02 
かっていない)

44 JI、i¥ 近代~ 02 
6 小穴 IIff茶褐色上 平安~ A6 

45 2625K045 I'.!iixnr 茶褐色 1'，→茶!日色 t 平:5<'iIIl孟'1' 拡張区
7 たまり 円色砂及び附占号制色 t 近現代 C6 

8 ノl、火 淡政灰色上 8→ 16 平安~ AB6 
46 2625K046 I'.!ii 三和|で 11~ まれた施設。

茶色 1.'，→黄色粘 l二(て有l上)
近l世(t7clFI-) 04 →烈茶色 1'，

9 小穴l作
ドl色料I1:耳H の小穴と

21→ 17→ 11→9 近代~ B6 
H百茶筒色 1:腹 1-，の小穴

47 2625K047 J:Jii 48-47-15(52) 近世~ C04 

48 2625K048 r，!ii 48→47 近l止~ C04-5 

10 262SKOI0 1:坑 ~j忠世辞益、 .lfc J3記茶色料j1ニ 奈良~ 06 49 UJi コンクリートによる析状榊造物 l附有1 83 

11 小穴 灰茶色上(?) 17→ 11→9 、IZ:ti.'- B6 50 欠目町

12 小穴 占銭IH上。担I乱からの混入 淡民灰色 t 平安~ A6 51 26258015 小)'( 58015の柱穴 イiがz治ま っている 近Ilt- 04 

13 262SXOl3 小穴 焼成跡 平安~ C5 52 26258015 JI¥i'( 58015の住穴。イIがJJ，まっている 炭多く fTむ 近代~ C4 

平安l時代後JOIの遺物も少なく ない。 53 26258015 小'/( 58015の作穴。れがおまっている .1i多い C4 
14 カクラン なお調ft後、Jil物がS-76i1l上遺物と泌ざっ B6 

てしま った。
54 2625BOl5 小〉

ι

〈 58015の性火 イiが約まっている 84 

15 262SBOl5 ~物
般行を持つ。伎穴も比較的大きい。S-51-
65が関i!I!するJilm

55 26258015 小火 58015の住氏。[jがおまっている。 84 

56 26258015 小穴 58015の住tcイlが詰まっている 8C3 

16 262SKOl6 UJl 日ili:l'il椀cll:l1-， J点茶色 r，i昆じり砂 16→9 VllJOJ- B6 57 26258015 小火 58015の住穴 イl由zzaIまっている。 83 

17 Uii 仁niji甘H椀ciJj1: 灰来色 UQじり砂 21→ 17→ 11 ¥Il1J別~ B6 58 26258015 小，'( 58015の住穴 石が品目まっている 近Ilt- 82 

18 小火 総和l陶器4、 1:附鳩山上 1If'i1火茶色|二 、fZ't(・つ B6 59 26258015 小穴 58015の性穴 石が訪まっている 近代~ 82 

19 小7( t-.nip総椀ctl¥1一 l情灰茶色 |二 VllJOI- B6 60 2625BOl5 小穴 58015の住穴 行がおまっている。 CI 

20 262S0020 h可
S-20と25は珂11:が同じであり、切りfTいも !J!色事lj1:脱がほとんどん'

- 19cI苅 4ライン
見られない。セットで機能したとみられる。 める。茶色仁J!1l上

61 26258015 '1¥，'( 58015の性代。iiがおまっている 8CI 

62 26258015 小i'¥ 58015の柱穴 GがBr，まっている。 82 

21 小i¥ 21→げ B6 63 26258015 小火 58015の+じし 行がおまっている， 01 -2 

22 262SK022 l戸坑 |前灰茶色仁 22→ 18 平安~ BC7 64 26258015 小i¥: 58015の性穴 行がおま っている CI -2 

23 262SX023 小穴l伴 5→23 近|止~ 05-6 65 26258015 小?目〈 58015の粍穴 イ[がおまっている 71-65 幕.+: 02 -3 

24 たまり 5→24 、F安~ 07 66 2625K066 j:Jii 樫 kは46見l茶色t-.より m~ 、 !，U色 1'， 近代~ C2 -3 

!J!茶色 L(茶色 1-，の1)，に、 67 小i'( イ{SEttまる。 近|吐~ 84 

25 262SK025 上坑 正方形。20、23、25はlnJじ思It 淡 .oi色粘土成(筏 10- 近Ilt C3-4 68 Uii 正方1~ 68→66 近lせ~ C2 -3 
20cm)が多く合まれる。)

69 小i¥1昨 近代~ C2 
26 小i'( kU茶色1: 近|吐~ E7 

70 小〉‘(1伴 70→66 C2 -3 
27 小穴群 近|止。近代~ 07 

71 2625K071 jニJii. l~ /]J居。 l~i Jf!附は )JIIJ畠梢とみられる 茶色粘 |二 19c - 02 -3 
28 小穴 ~j必然、1:師鳩山上 灰尚色 l二 奈良~平安 07 

72 I'.!ii 茶色粗砂→茶政色 1'， 近Ilt- 02 -3 
底に数個の行を組んでいる線 Fが伺え、干i
組みのrl"にj災が*偵している。地山はかな Jj，色粘上→灰黄色上

29 262SK029 i二il[ りの火力で被熱し亦変している。政終的に (灰色土塊と紺lかなw色 37→29 近|止~ 04 -5 

はごみ穴として周!没したとみられる。J!Ilt |二流)

73 2625X073 
たまり状

40-5・73 IX-XWI C03 -4 遺構

74 小j'( 近Ilt-近代 C4 

1)'には瓦が多い。 75 欠f骨

30 fl11 上問機片l点lJ1上 淡!J!1'1色粘土 B3 

31 小穴 行多く合む '*色上 近代~ 04 
76 2625X076 小穴

調代後、遺物が5-1411¥1二Jl'I物とiMぎってしま っ 03 
た

32 小穴n下 B5 
77 小穴 イ7多く合む 近代~ 01 

33と25の切り合いは比色粘上塊のlrtで決め 虫~茶色 l: (茶色上の1'1'に、
78 2625K078 I)ii 茶色1:→煎茶色 t 近現代 01 -2 

33 262S0033 h可 たところがあり、実際には切り合いが無かっ 淡!J!色粘 1-，塊が多く合ま 現代 Cライン

たIIJ能性もある。 れる。)
79 小i¥

~<色粘 l二塊(灰色相l 砂わず
近l世~ CI 

かに~む)

34 小i¥1洋
35→20， 21、

近|吐~ C5 
35→71 

IA策 1'， ~Iï茶色 l二府 人t:柄似 遺情検/1¥1時の人[R首位 i誠1'tR:全体

炎上 炎上 << 1: 
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品If~

出上造物一覧表②

須 忠 WiI 費、(J¥腕μ
師 日l{ Jfa、，:5杯、小I1lla

JA¥色 1--総 B 椀、椀c2、小田la
瓦質上 WH 鉢

l司iJii胸間 小山、小lIlli'担押し. IE文隙)、涼炉??
五L 耳l、ド瓦繍し、桁 fUE桁 f、<1'))
イI 製 ntn ， fi鍋
金紙製品 rrti主不Ilf!鉄製品
そ 。コ 1也 産化水

第262次調査表 17-2
S-35 

近世~
一一「

「

協同7干

S-57 
0=二匝

ヨ耕」
近代~

S-61 

CK:亙 総I絹rtか

日目l師、 小山a、破H

関[蚕

制「
l

近代~平安liiJ孟rl'

一

'ν
一
一畑一

一L
B

一
]
 

一費一破
壁
新匹主

~3、杯、墾
説4、Jfa、椀、丸椀a、椀c、IIIlか、聾a、J也子

』皇
、証

豆亙亙
笠UlI!

近代~

近代~

鶴田盃雇主亘面、破Jr

~{費、破片

lIit じ輸のサン

日時o議万

S-55 

E二型

三
山 1

ほ
叩
両日

Q
U

一
民
d
-
与
一t
一瓦一
一札

現代~

近代~

餓

S-64 

Eこ五
S-65 
11司庫陶総 1!IlI1 
|肥前系陶磁官官 Illll

529亦色粘 1:
1Ji1恕総 IJf
|I正質上限|建x<:i!
|1l 頬|手瓦(燃し、 J:郎賞)

一寸船主主、Jfc
W.> 1 J;干c、 破片

近Ilt-

(J¥I!器具
E面否サン
豆亙匹「

(J¥I!高H
亙互直血
破片

亙亘

「MR 

圧手両

近現代~
鉢か

ヒ織のサン、補鉢かつ、'l1!

~盛一一
'1ι瓦燃し
Jf化木

盟副ム逗f¥j
品~ I ~i! x鉢つ
類ず瓦

陶

近|止近代~

， ，園、 11'/

~j !.!.¥ 出f 1.13 、 ~Æc、対c、梨、様、破片肥後産かつ)
師 官官 椀c.大Jfcx鉢、ll!a

J.U色七掛IA 椀c
越州:'li系 1'11iI!椀 1(2)、1-2bゥ (1)
縄文 l 機 深鉢(阿向式)
上 製 f円'" 修O!lJ式カ7 ドか
瓦 軍i、F瓦純|司)
イ[ 製 H円11 滑石

平安liij

F事
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546茶色 l
l 師 熔|大河c(ミガギ瓦厄)~
瓦 鷲11 、~瓦{繍し)、サン瓦{燃し)、メL瓦(燃し}、舷片(楠 f .JE.<I'

近世~

近|世~

近Ilt-

丘ι三重
郎a、日郎、椀、鍵、鍵×鉢
摘鉢、じ輸のサンか

焼 1-.地
平瓦(#¥f-.文'f-l正(Aミ解説

近11ト~近代

近|吐~近代以降

磁総 |破片 (1'1磁)
製 品 1m途不明鉄製品

5-37 Yd立色上
|1-. rlP 総IfJ¥1I高l!
|瓦 茸11喫斗瓦(燃し)、平瓦(燃し)

盤TI雇K

M
H一同
匝一度

近Ilt-

「踊扇只Ag 
師再

近塁s

S-45 A'ii.l¥色tI 
近jII:

郎a、鉢.I巴子つ
盟坐ι坐l.:t
監_J，_._
照明担行P，

一一ー-圃圃L ーー

主主こl
桝長

、J-"'V

須 J邸 M世 J任3、J;f也、 IIIl、費
附 総珂'x山、 E皇、破片

超州:'li系 1'1磁 椀 1-2bゥJll
瓦質 1-. 総 鉢つ、捕鉢
i過滞胸部i徳利、費、術鉢
III:! IFJ 系陶磁総 小椀、くらわんか椀網11、阻蛇/IjIUllf~ ，'，)j台
瓦 新 丸Ei..のし1i
壬i 製 品 H製ti斧ほ'Illfi)
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一
附
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近Ilt-
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叫「ヰ

つ
YIlJUj-
一一寸

塁
椀c、llIlaxJfa
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表 17-3 第 262次調査 出上遺物一覧表③
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 S-76+S-14(ラベルが2枚分がまざる)
須 r也 総益3、説4、郎、杯c、銀、保か

時F 百官 Jfa、月'aX小s1la、椀c、小皿a、費
m色 1:帯IA 椀
瓦 RH 椀
瓦質 t 総 鉢
1司産陶船 鼎鉢

tl 磁 IIll: 11 (1) 
肥出I系陶li!um破片
純文 t 臨i深鉢(阿同式もしくは板の下式)
Ji 車¥IJ.L瓦、破片

近代~

前茶色上照
宮!J.¥昔 1.草l、.11[3、師、 pf、c、Jfx鉢、向郎、費、 <i:1{カキメ)、鉢

1 Pf'a(へラ)、対×丸底pf、椀、椀a、椀c、倒c2
上 帥 i!H1小llIIa(平'1t.巾)、小IUla1 (へラ)、小山a2、鍵、鍵a

|供JJIIH、t巴下.舷J¥-(J'f型車)、)¥11の脚、 破片
烈色上官官 AI椀
烈色 t保 B1I弗
越州:1.(系，'(磁 l椀 1(1)、ト1(1)、1-2bか(1) 師 11(1)
土師質 t路|繍鉢
瓦質上官官|鉢×盤、火鉢、破片

t~ ~Ii陶熔|椀(内而に口跡)、 IUl(輸 11:.)
|急jj'l(J日制)、徳利、鎖、犯 f、 じ舗のサン、

凶産陶器11
lt謂鉢、2M

「l 磁|椀 IV(I)、 XIVつ(1)
肥川系陶磁器， 1 小椀、 椀(見込かきとり)、椀 X lIll、凹l(蛇 /H凹 If~ 向台)
同産磁総 1j説、紅l皿、破)'，

弥生 1-. il¥ll費か
純文上総 1i軍鉢(阿rs式)
上 製 品|献脚、人形、輔羽11、レンガ

|平瓦(燃し、 k附質)、 丸l王(量|穴あり、練し)、
瓦 Jtlil、l'瓦(斜絡(-('1'、小、 二if!骨¥flj))、

軒、JZJi(近世)、のしJi(近世)、敏)j-(純IJ)
J，-1;石(灰)、以附イi(円、相HH'Iイ[製 f大J'j<)、

行 製 品|安山行(町、安111お (coreX relached-D、
|l説(亦IIU石か?、粘似行)、背li.i製1[1仮、頁岩);-

金属製品 |川途不明鉄製品

銭 1~ 1寛永通宝(1)、五銭銅貨 (1明治23lF) (1) 
中 l司陶日時 1I破片 (CI伴]
その他|鉱f帯、焼 t地

;ml館、料、Jf身、費、盛(焼Il)、供服具
総|師、Pf'd、椀、椀c、小UIla1 (へラ)、fJtJm具、破片

炎上 近代

須 止:aI I益、必l、跨×説、料c、JfcxlI:臣、費、大捜
、l'安 師(ミガキa)、Jfa(イト)、倒足、椀X).L倒、小IJIl(イト).

lニ 削 船|小田la2(へラ)、小Ullc、皿、鍵a(郎械系上側儲か)、
|饗b、船台、鍋

品L色r.:lil A 1腕
lK¥色 1:総 B1;誼cか
起州:1.(系 -，'il滋|椀。J(輸fE)(I)

近現代 |自UJi!:1.(系山磁|椀 1(1)、 1V(I)
上師質 lニ熔|じ愉の'1'敷、破片(僅か)
瓦質卜傑|鉢、涼炉

U"'1 陶器， 11破片(京ffll)
同産陶協IlJIl、費、鉢、摘鉢、瓶
「l 縫|椀 I 峨)，α)
)l巴liII系陶磁総|小山(蛇ノ口調11はぎ)、 IJIl、破J.'t"
肉産磁掛|小椀、小船台、瓶、破片

l: 製 品|七銀

瓦 沼11'iL瓦(燃し、上師質)、サン瓦
行 製 品|玉石、前石、胤附石(ap)、話¥R温石(円
金属製品 |鋼板 (jτH杉)
銭 1~ 1一銭銅貨(2)
そ の 他1:焼t城、モルタJレ

表 18 第 262次調査 条抗関連遺構座標値

EK f，~'i 他
j立構手f J卜iWH立;白

45，174.238 

-*端任意IIIJ，¥

y };K {~!i 

-45，161.270 
26230005 

同端任意1]1;;、{ 55，885.530 

政庁i将門中点からの距雌 (m)

嗣北距離(似)I束内距離(企y)
遺構の方1"1

-826.172 -332.290 
G.E.IO 31' 10" N 

-826.646 -345.254 

※J併開、系はII-f>:内線系(IIIN全線)である

)，!;J!.(は政 lî' I*.j 門Ij，)~( (X~55 .708.68、 y~ ー44 ， 720.83) とし、政Ji' Ij'朝IJ線の振れ (GN.O・ 34' 24" E) を考慮し計算している。

表 19 第 262次調査上器計測表

5.5 
1 別| 樹樽

l 帥器|倒c

出版締り 1 jl1¥J冊り 11111 1 向き | 耐を 1 A 1 日 | 備勾
ド;871.71 ~.004 1 (1481 1 5.8 1 1741 1 0 1 x 

5-S!.!.¥*-"色 l

掛川 烈傾 同除飾り n・絢訓時吟 IIlt 向3 底It A lヨ 備-.

小DlIal ヘラ ドig.71・11 民005 100 18 77 
小nn.1 ヘラ Fig 71-12 R.006 11021 16 17851 O × 
小nn臼l ヘフ i喝ig71-13 1ミ004 10.2 1.9 7 1 O O 
小IIUal ヘラ ドig71.14 R001 10.5 1.8 7.3 O 。
息子a ヘラ ドig71・15 R.Q08 11261 3:l 1961 O O i伽樹
倒a へラ Fig.71-16 R.OOI 11231 395 1141 O O 
九椀a ヘフ ドig，71・11 K-OIO 134 4.0 9.8 
'1'情a Fig.71-18 }ミ003 3.95 .. × O 

陶c Fig，71.19 J{.009 (1381 5.7 (811 x 

権c ヘラ Fig11-20 J{.002 (1561 61 8.5 C 

152 153 

---------← 

ゐA，内販のナデ‘ B; 11臥状11例
P台、断欄倒白( 11本阻κ組 +は峨か組

衡さ 政健 A 8 11符
2.0令 1901 
35今 1641 
1 1+ 80 O 
2.3+ O 

口f宅 衡さ 庇符 A 日T 備符
100 1.9 8.6 O O 
(1101よ 21 (8.41 O O 
2.6 O 

11251丁目 (9.01 O 

146 6.0 17 O 
ヘラ 1Fig 11.46 1 R.006 1 1 29令 (8.21 
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第 279次調査

(1)調査に至る経緯

調査地は太宰府市朱雀 6丁目 168他で、大宰府政庁跡から南西に 500m、御笠川|の旧川道から南に約

150mに位置する。

調査原因は共同住宅建設に伴うものであった。平成 15(2003)年 4月 10日に共同住宅建設に先立ち、

埋蔵文化財の取り扱いについての問い合わせがあった。平成 19(2007)年 3月2日に試掘調査を行い、

遺構は確認されたが、開発対象地全体には及んでいなかった。その後、計画の変更等があったが、最終

的に共同住宅建設を行うことに決定し、発掘調査を行うこととなった。

発掘調査は平成21(2009)年8月4日から 8月31日にかけて実施した。試掘調査は高橋学が行い、

調査は宮崎亮ーが担当した。開発対象面積は 1962m2であるが、建物の建築範囲で、試掘調査で遺構が

確認された部分のみ調査を行った。よって、調査範囲以外の遺構は保存されている。調査面積は458m2

である。

(2)基本層位

調査開始時点では、荒地であったがその直前は畑地であった。その最上層の耕作土とその下の真砂土

があり 、その下には同様に耕作土と床土があり、耕地の底上げを行ったことがわかる。その直下は砂粒

が目立つ灰茶色土と淡灰色土であるが、これは包含層でもあり、昔の耕作土の可能性もあるが不明瞭で

ある。

遺構面は茶褐色砂や淡灰色砂がベースで、それに黄灰色土が混ざっている状態である。砂層の一部を

掘削した限りでは造物が含まれていないため、最低でも古代より前に堆積し安定した地盤と推測される。

(3)検出遺構

j蕎

279SD002 

検出長 14.1m、最大幅0.87m、深さは最深でO.3mで、およそ 0.2m前後の南北溝で、方位はN-20

Eである。灰褐色土の堆積層の下から検出された。埋土はやや砂質の暗灰色土で、流水があった過程で

堆積した埋土であると推測される。調査地中央付近にある段があって、その下にこの構があり、段と関

係のある可能性も考えられる。

279SD007 

旧

F
O
K的

検出長 15m、幅 1.45m、深さ O.4mの東西構で若干蛇行している。構は白磁椀 IV類の遺物を含む堆積

SD007 

}灰色ピブ

S-2 

(1/200) 第 279次調査遺構全体図

第 279次調査地 ・S0007土層模式図
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層(黒褐色上)に切りこんでいる。惜は遺構面の高低差の関係で残りがいい東側ほど深し、。底面レベル

は西側に向かつて若干下がっている。埋上は検山範囲の東側半分が 2閉あって、上層が黄灰色の細かい

土で、下層が砂磯層で今同の調査地で遺物が最も多い遺構である。

井戸

279SE001 (Fig. 78、Pla.19)

掘り万が東西 2.0旬、南北2.02m、深さ 0.98mの円形をした井戸である。 掘り方中央には O.92m x 

1. Omの方形の井戸枠痕跡が検出された。埋上は暗灰色土であるが、遺構検出時より遺構が若干広がっ

ている。つまり、掘り方の壁際が地山と似た埋土であった。暗灰色土から井戸枠などの部材は殆ど検出

されなかった。

遺構面から O.6m前後掘り下がったレベルで、万形の井戸枠痕跡と隅柱や小ピットが検出された。こ

れらの上部には暗灰色土が覆っていたが、ピット内は空洞状態で検出された。隅柱は径 O.09m、深さは

掘り方底で止まっている。小ピットはウラゴメ土で検出され、径 0.02.........O. 03mで、深さは掴り点底で

止まっている。ピットの向きが若干斜めだ、ったりと方向にパラつきがあり 、ウラゴメ土安定のために打

ち込んだと推測される。井戸枠の部材片は全く残つてなく、井戸枠内から僅かに木質が検出されただけ

である。また、井戸枠痕跡の最下部には、瓦や礁が敷いてあったが、全面では確認されなかった。

279SE005 (Fig. 78) 

掘り方が東西1.75m、南北 1.86m、深さ 1.08mの円形をした井戸である。埋土は暗灰色土で、遺構面

から O.25m下がった付近で方形の井戸枠痕跡が検出された。ノ7形の井戸枠痕跡はO.64mXO. 74mの大き

さで、井戸枠関連の木材は残存していなかった。井戸枠内の埋土はやや砂質の暗灰色土で、礁を少し含

んでいた。掘り方の底部の西側のみに礁が4個並んで検出されたが、周囲からは礁すら検出されなかっ

たため、何を，意図して置かれたものかは明確でない。

土坑

279SK010 (Fig.78) 

東西1.4m、南北1.15m、深さ O.32mで南側に者下広がる部分があるが、 }j形状の士坑である。埋上は

暗灰色上や黄灰色上の混合層を中心とし、乾燥した状態では硬い埋上であった。理土の状態からすると、

自然堆積というより、人為的に埋められたものと推測される。土坑の底面は凸凹しており、その中央付

近に径0.22m、深さ O.lm程の円形ピットが検出された。

氾濫原

279SX015 

調査地北側は区画整理される前の昭和 55年に試掘調査を行い、遺構は確認されず、薬師山周岡は御

笠川|の氾濫原であったことが確認されている。

今回の調査でも西側から北西にかけて一段下がって、砂礁層が広がっていて、いわゆる御笠川の氾濫

原の一部の様相を示している。 トレンチを設定し掘削を行ったところ、氾濫原を調査した第 70次調査

のような大量の遺物は出上しなかった。御笠川の河川方向や川道の変化、その他諸条件によって、造物

の堆積量は異なるのかもしれない。また、東側との高低差を埋めている埋上(灰褐色土や茶褐色土)は

砂層で、はなかったが、この堆積層が氾濫によるものかどうかは不明である。

出上遺物からこの氾濫原の最終埋没は 11世紀後半.........12世紀前半と推測される。

(4)出土遺物

溝

279SD002出土遺物 (Fig.80)
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SK010土層
1 陪灰色土に黄灰色土混じる

2 暗灰色土に黄灰色土の混合膚
3 灰色土に黄灰色土の混合膚(やや砂質)
4 黒灰色土
5 踏灰色土

o 2m 

一 一一

同
∞
由
ヨ 7 

調査区西壁土周 8 
1 踊灰色土 (耕作土)

2 員賞白色土 (真砂土)
3 灰色土(耕作土)
4 灰褐色土(床土)

5 灰東褐色土で白色砂粒がやや目立つ
6 淡灰色土(細かい)
7 淡灰色土 (粗い)
8 白灰色砂

28.9m 

tさ弓子ゴ

Fig. 78 第279次調査井戸 ・土坑 ・調査区土層実測図(1/50)
土師器

小皿1a (l) 全体的に磨滅し調整不明。色調は淡い灰白色を呈する。器高約 1.25cm。

椀 c(2) 低い高台を貼付し、外面底部には板状圧痕が残る。色調は淡褐灰白色を呈する。復元高台

律 6.0cm。

丸底杯 a(3) 体部中位の破片で、内面はミガキがあり、外面には僅かに指頭圧痕が確認できる。

高麗青磁

椀 (4) 初期高麗青磁 III類。胎土は灰色や淡い燈灰色で、白色粒を多く含み粗い。内外面に若干緑

色がかった灰白色粕を施し、畳付は紬を削り取っている。内面には白色の目跡が残る。

279SD007出土遺物 (Fig.80、Pla.25) 

須恵、器

円面硯 (5) 小片で、脚部は欠損しているが、透かし窓が施されている。胎上には僅かに白色砂粒が

みられ、色調は淡灰色を呈する。全面回転ナデ調整で、上面に使用痕は認められない。

鉢 (6、7) 6は、僅かに外反させ、口縁部に向かつて僅かに内湾しながら簿く仕上げる。 内外面と

も回転ナデで、内面屈曲部付近ーにハケ目が残る。胎上は精製されfl音灰色から灰色を呈する。7は口縁部で、

やや丸く肥厚させている。J!台土は精製され、色調は淡灰白色を呈する。篠窯産。
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小皿aXJ不a(10) 復元底径7.8cm。胎上は微細な砂粒を含む。色調は黄灰白色を呈する。

椀 c(11) 丸みのある体部に、低く丸みのある高台を貼付する。復元高台径6.0cm。調整は磨滅し不

明。外面は淡い惟褐向色、内面は灰色を呈する。

丸底郎a(12) 体部は押し出しているが、器面は磨滅し調整等は不明瞭。色調は淡い黄白色を呈する。

緑軸陶器

皿(13) 胎七は灰色の須恵質で精製されている。高台部や内面に薄く緑色軸が残る。内面底部には

浅く細し、沈線が巡らされている。復元高台径は 7.8cm。京都産。

椀(14) 胎土は須恵質で精製されている。内面には光沢のない淡い暗緑色粕が薄く残る。底部外面

には糸切り痕が残る。篠窯産。

灰軸陶器

椀(15) 僅かに肥厚した口縁部で、外面は回転ナデ、内面は淡い緑灰色の軸がまばらに点在している。

Jj台土は淡い灰白色で精製されている。

整(16) 裂の肩部分で、外面には突帯が付く 。胎土は淡い灰白色で、暗灰色粒が少量混じる。外面

には半透明の淡い灰緑紬が薄くかかる。内面は回転ナデで、僅かに紬が付着する。
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瓦類

軒平瓦(17) 瓦当部分の破片で、瓦当面の上部も欠落している。側面は磨滅するがへラ切りしている。

均等唐草文が確認でき、その下に鋸歯文が明瞭に残る。還元不良でH音機色を呈する。
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7は1/2、瓦は 1/4)279SE001・005、SK010出土遺物実測図(1/3、
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磨滅の円立つ小片だ、が、復元口径9.0cm、器高 0.8cm、底径 7.0cmo 色調は淡い棺h色を小皿1a (9) 

三、二二10

¥ l三三三三三:三~了

三=全てt

279SE001暗灰色土出土遺物 (Fig.79)

復元高台径は lは8.1cm、2は8.3cm。やや低い高台を貼付する。
279SE005灰褐色土

\一」二~.

~よ二九

外面は淡い茶褐色や褐灰白色などに変色している。胎土には大小の白色砂粒を多く含む。

上製品

輸羽口 (6)

石製品

(7) 

Fig. 79 

砥石の一部で多くは欠損している。欠損部以外の面は研磨され、滑らかになっている。現
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279SEOOl暗灰色土

、二二寸24
J三民主主 9

円縁端部で僅かに肥厚する。端部は回転ナデ。胎土にはO.lcm前後の黒灰色斑点が多くみら

れる。色調は淡灰色で、焼成はやや不良。東播系。

土師器

須恵質土器

鉢 (8)

-二24二15

縄文土器

寵(18) 裂の体部中位部分と考えられる。く字形に屈曲させ、その部分に刻み目突帯を貼付する。

外面は磨滅して調整は不明だが、内面はヨコハケを施す。胎土は大小の白色砂粒を多く含み、雲母粒も

少量含む。色調は暗灰色や灰色を呈する。

井戸

土師器

椀 c(1""'" 3) 

黒色土器

椀 (4)

緑軸陶器

椀 (5) 高台部分で、回転ナデの後明緑色粕を薄く施紬するが、かなり剥落している。胎土は淡い灰

白色で混入物は少なく、土師質である。

口縁端部がやや外反する。内面には単位は不明だがミガキが施されている。A類。

砥石

呈する。
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Fig.80 第 279次調査溝 ・その他の遺構出土造物実測図(1/3、17は1/4)

存長 8.3cm、幅 4.Ocmである。

瓦類

平瓦 (8) 外面には若干大きめの格子叩きを残す。焼成は良好で硬質に仕上がる。

279SEOOl淡灰色土出土遺物 (Fig.79)

須恵器

j 

蓋 3(9、10) 2点とも口縁端部を僅かに折り曲げている。9は還元良好で黒灰色を呈する。10は還

元不良で淡灰白色を呈する。

壷 (ll) 内面は回転ナデで、内面底部は組いナデ。外面はヨコナデである。胎土に微細な白色砂粒

を含むが、混入物は少ない。焼成は良好で、色調は黒灰色から灰色である。復元底径 13.Ocm。

瓦類

平瓦(12) 格子叩きで、叩きが行われていな部分はナデ調整である。

丸瓦(13) 格子叩き。
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279S印01枠内出土遺物 (Fig.79) 

須恵器

皿 a(14) 小片だ、が、復元円径 19.4cm、器高 1.8cm、復元底径 16.0cmを測る。内外面は回転ナデ、

底部は切り離し後ナデ。

上師器

杯 a(15) 全体的に磨滅しているが、底部切り離しはへラ切れ 体部と底部の境は丸味を帯びている。

胎土には茶褐色粒を少量含み、色調は淡燈色を呈する。

椀 c(16) やや高い高台がハ字形に貼付される。復元高台径 7.0cm。外面底部には板状圧痕が僅かに

残る。

黒色上器

椀 c(17) 体部外面の下半は回転へラケズリの後ナデ調整。その他は磨滅している。A類。

椀(18) 磨滅が目立つがミガキ cがn縁端部外国を巾心に残る。B類。

瓦類

堵(19) 欠損著しいが、表面が残る部分はナデ調整が観察できる。胎上は砂粒を多く含み、灰色や

暗灰色を呈する。厚さは 5.4cm。

平瓦 (20、21) 20は正方形の格子円内に斜め線を入れている。21は大きな栴子目の叩きを施す。

丸瓦 (22) 償長でやや不定形な格子叩きを施す。

279SE005暗灰色土出土遺物 (Fig.79) 

土師器

小皿 a(23、24) 23は口径 8.4cm、器高1.05 cm、底径 7.9cm、底部切り離しは回転へラ切り。内面

底部は不定方向のナデ。24は復元円径 10.5cm、器高1.05 cm、復元底径 8.6cm、底部切り離しは回転へ

ラ切りで、板状圧痕が残る。内面底部は不定万向のナデ。

丸底部 a(25) 復元口径 15.4cm。内面にはミガキ bを施す。外面は磨滅し調整不明。

緑紬陶器

椀×皿 (26) 口縁端部の破片で、回転ナデの後、淡縁色紬を薄く施す。胎七は淡灰色で焼成は良く

須恵質である。

土製品

輸羽口 (27) 復元径 6.4cm。胎七は淡樫色で、円色砂粒を少量含む。外面はナデ調整。

279S印05枠内出土遺物 (Fig.79) 

土師器

小皿 a(28) 底部切り離しは回転へラ切りで、内面底部は不定}j向のナデ、外面底部には板状圧痕

が残る。その他は回転ナデ。器高 1.05cm。

丸底坪 a (29) 円径 15.4cm、器高 3.3cm。内面はミガキ bか。外面中位には指頭圧痕が残り、底部

には板状圧痕が僅かに残っている。

緑粕陶器

皿 (30、31) 30は、胎土はやや須恵質で、淡灰色を呈し、内外面には磨滅で剥落が目立つものの淡緑

黄色紬を施す。端部は屈曲後外反する。31は胎上が淡灰色の須恵質で、微細な白色粒を僅かに含む。

内外面には光沢のある淡い暗緑黄色紬をきれいに掛、けている。口縁端部内面にはへラによる文様が施さ

れている。東海産とみられる。

瓦類

161 



表 20 第 279次調査遺構一覧表

S杭~}I 遺精番号 l 一
lI 279SEOO 1 
2 I 279SD002 

平瓦 (32、33) 32は小さな正万形の栴子叩きで、 33はやや大きめの格子叩きを施す。

丸瓦 (34) 特干不定形な菱形の栴子[111きを施す。

279SE005灰褐色土出土遺物 (Fig.79)

上師器

郎 a(35) 復元底径 6.4cm。内外面とも磨滅し調整不明。色調は淡い燈円色を呈する。

緑刺陶器

椀×皿 (36) 胎上は精製された須恵質で、灰色を呈する。高台は削り出しで、復元高台径 6.Ocm。

高台内面と畳付は蕗胎で、内面は磨滅しているが、淡緑色~が僅かに薄く残る。 京都産とみられる。

瓦類

平瓦 (37) 内面に大きめの格子叩きを施す。外面は細かい布円で、側面はへラ切り。

土坑

279SK010出土遺物 (Fig.79) 

緑粕陶器

椀×皿 (38) )1台上は淡灰色で精製されている。須恵質。内外面に光沢のある淡い緑黄灰色軸をきれ

いに施す。日台畳付は使用により紬がやや磨滅している。内面にはとても浅い沈線が施されている。

白磁

椀 (39) IV額。

その他の遺構

明灰色砂出土遺物 (Fig.80)

白磁

水注(19) 把下部分で、断面径 0.9cm前後の粘土を 3本合わせ、幅 O.7cmの粘土帯で束ねている。

全面に僅かに青みがかった灰白色軸を施している。

水注×壷 (20) 高台は削り出し高台で、復元高台径8.5cmを測る。内面は強い回転ナデで、外而は

磨滅しているが、僅かに乳白色紬が残っている。高台部分は露胎だ、ったとみられる。体部外面には堆線

が胞されている。

表土出土遺物 (Fig.80)

瓦頒

埠 (21) 厚さ 6.4cm、大きさは 22cm以上を測る。焼成は良好で、外面の色調は黒灰色で、断面は淡

灰白色を呈する。船上には細かな空洞が散紅している。表面には地積1↑1の砂粒が付着している。

(5)小結

今回の調査では、御笠川|の氾濫原がこの地まで広がっていたことが確認でき、ちょうどこの調査地か

ら南側に遺構が残存することが確認できた。 しかし、遺構密度は極めて希薄であった。井戸の深さは他

の条坊内の井戸より府下浅いものの大きな差で、はなかったが、ピット類が殆ど検出されなかったことを

考えると当時の地表面は遺構面より高かった可能性が十分考えられる。また、東隣の擾寺公民館建て梓

えに伴う試掘調査では、条坊の南北道路と推測される遺構が GL-0.65mで確認されている。この榎寺公

民館がある一構の地盤は、調査地の表土面より 1m程高い土地であるため、この調査地の1高さも最大こ

れと同じ高さまであった可能性が考えられる。氾濫原の状況からは、この削平が氾濫によるものかどう

かは明確でない。このような遺構状態であったため、遺構の全体像は不明である。
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Fig.81 第 279次調査遺構略測図(1/300)
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表 21一l 第 279次調査 出土遺物一覧表①

S-llIff灰色 l'
1ft 必 日M1 ri主3 、 ~1i c、降、 州、身、 M、c 、 fl

由H :lIlI..l在、刻、a、J;j‘C、刻、d、椀c、IlIlc、鍵.j巴子、つまみ、舷)~' 
製 I!! 1二 日時 焼I師、旺

比l色上:lIlA 椀、機c、破)~ ' 

県色 1:協 B 舷)'i
越州~系，1"[ 舷 椀 1(1)、日(1) 破片1(1)

n 磁椀ト1(1)
料相l陶糊 腕、破)~

1i 茸i、1'1i(桁 (-11[1、制11叫1)、丸li(鰍文)
{i 製 1，，'， 1 )-Lfi、砥イ{、消イ1破)'，'

上 2型 品繍羽rl

S-2 

須 必 :lIl1..l1i3. ~c、降、旅a、 *c
削 日官 師、*、a、丸底対a、椀c、小Illla.llllc.鍵

黒色上~官 A J'Ji 倒cつ

越州窯系，'i!i量 倒。 11(1)

ド1 磁椀 11(1)

I~i 鹿「I 磁 椀 111(1) 
』正 知 ポ瓦(純日町J)

金制製品 鉱1宰

費一2
 
c-l
 

a
一凹
-

鉢
一大一;
 

内

d
一

C
-

誠
一腕一

語

一橋一

恵
一
師
一

q
J
-

-

一!
 

S
一Z
T
I

一

S-51情)!i<色上

!ri :r.!.i 告書 議3、必c、料、*a、郎c、想、破片
師 骨H*a、JL底河'a、椀c、小田la、総合、破片

製 If，¥ -1: 燦 焼1.11.溜つ

越州議系，'1舷 椀 1・la(l)
t量輸陶苦自 倒Xllll、破片
瓦 J'Ji 平瓦(格子IIfI、純1111[1)、メL1i(桁 (-1111)

金属製品 鉱1宰

イi 製 I，1-1Z 1 九行、剥1¥-(烈暇行)

t 製 1ι1E2 l 繍羽口

S-5灰褐色上

須 思 総益3...l1ic3、師、 M、a、郎c、皿lc、小壁、敵rl
上 師 船長!、、 *a、郎c、丸底郎、椀c、費、カ7 ド

見i色上官官 A 腕c
総納陶~骨 椀 XUll

nu ，i! ~系 ~l 磁 破片1(1) 

11 磁破片(1)

瓦 芳I1，]!瓦(精子町l、JII¥文)

金属製 1111 鉱j雫

干i 製 rr?1 1 511.1iイ7
t 製 品繍羽円

8-5枠ÎIーー
須 地l 世世 益、盆3、郎、 *c、建
師 総 占在、 亦、メL底*a、椀c、小JII1a、盤。

製 I誼 t :lH 焼塩~
J.U色 |二鴻 A 倒c、破Pi
輸入茸i必総 朝鮮系無利l陶~

青u泉百世系，'1~量 llll:I(I) 
縦割Ii陶総 1111 
純文仁 HH 破片 (~"I府系)
瓦 買i平瓦(桁 (-1111、車n円日町、メL瓦(栴 (-11[1)

金属製品 鉱I宰

千[ 製 tn lII 、ド五七

S-6 
1!rj ，0.1.1 総|破片ー

|上師総|破片

|金属製品|鉱搾

S-7 表 21-2 第 279次調査 出上遺物一覧表②】 ，

主~ j且 ~{ I~臣、話 l 、説3、，11(c、料、 *c、尚料、 椀、 Z盟、ツマミ
1'1由i鋭、鉢、破片

印F
時;師、 b干a X 小lllla. 九成派a、 腕c、 小lI11a、製、 昨~fì
つまみ、舷1¥

lli 式 1: 印li日時 世
製 I!i¥ 1 総 焼I量lli!
!.u色上総 A 腕c、破片
須組l質上総 車事
総制陶:lH 破片

灰制l陶磁 椀
越州~系，'1 磁 椀。1(1)、ト5(1)、11-1b(l) 破)'，'(1)

他泉~系 "，'( 6韮 椀ト3(1)
lril 安~系 1サ磁 破片(1)

11 磁
例。1-1(1). IV(3)、VIII(2)、XIlI-b(l).舷11'(2)
出 VI-lb(l) 1'1舷舷片(6)、l五点系(1)

瓦 J'Ji ポ瓦(純1111[1、桁 fllfl、無文)、丸1i(桁(-lIfI)、軒丸刈;

布製 品石鍋 灰色砂際

主且 総|郎総、師、製、 iUf..舷)'1

K 師総|師、小JII1a、鍵

以色 l二棟 BI椀
越州窯系 -1'11滋11破片1(1)

「I 磁 |破片(1)

li Ui 1、1'1i(純日1111、無文)、九お;りl明文)

金凶製品 |鉱搾
S-7灰色砂

iri i.!.1 出世 盤、 aii2、..lii3.iI1i.c、係、将c、llI1a、袋、省、鉢
師 :lIl師、*a、*aX小lllla、椀c、llllc、費、舷片

烈色上総 A 椀c、破)'，

線車IJ 陶機 JII1、椀つ

灰勅陶器 鍵

経州~系 ~j 磁 破片1(2)
間!i!.:祭系 )11磁 椀 1(1)、11(1)
同及。~系 ~i 磁 椀 1-lb(l) JIIl: 1 (1) 

11 舷
椀ト1(1)、11(1)、IV(5)、破1¥'(3)
1l1l:II-a(l)、V(I)、XI(I) 1'1磁破片(3)

"，凶陶日韓 ぜ宣破片(1)

純文 1: :lIl 裂つ
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V 、調査まとめ

特筆すべき所見を列挙すると以下のとおりである。

-縄文中期"'""1児期の縄文土器が計 17点出上(第 153・215・243・262・279次調査)

・8世紀前半の冊立柱建物の検出(第 195次調査)

-条坊関連遺構(道路、溝)の検出(第 195・201・215・262次調査)

・近世の通古賀集落の遺構 ・造物の確認、 (第 153・20い 243・262次調査)

・担社社殿の基礎構造の確認(第 215次調査)

通古賀はその名称のほかに扇屋敷(ヱ城屋敷、長書屋敷)など地区に残る小字名などから国街の推定

地となっていた。従来言われていた主な娘拠は以下のとおりである。

l、「扇屋敷」という地名を中心に「北ノ橋J1"東ノ後J1"西ノ後J1"垣添」などの小字名が存在すること。

2、地元でこの地を「コッカ Jと呼ばれていること。

3、玉城ネ'1'社横の植え込みの石組みに円形柱座を造り出している礎石が使用されていること。

4、通占賀集落を囲むように木々が茂る高まりがあり、明治の 27年頃の占地図に官薮(かんそう)

と記されている。

これらは長沼賢海氏や木原武雄氏の説によるものである。長沼賢海氏は通古賀に在住していたH

この地が「コツカJと呼ばれていることに注目 .研究され、通古賀に国1術町があつたという説をn明円えたこ

とから、地元でも通古賀に国街が存在したと浸透するに至った。

しかし、 3については、王城f[11社境内整備(社務所の下7)の際に見つかったという話もあれば、い

つの時代か大宰府政庁跡から運んで来たのではないかという古老もいるなど現在ではよくわからない礎

石になっている。確かに、大宰府政庁をはじめ筑前国分寺や観世青寺など多くの礎石が散逸し、遠くは

甘木や福岡市などに政庁の礎石が持ち去られている現状もあり、発見状況が不明で、現位置を保ってい

ない礎石を国街と結びつけることは困難と言わぎるを得ない。また、 4の官戯と呼ばれていた高まりに

ついては、第 195次調査地点と一部重なっており、土塁や築地などの人工的な構築物でないことが判明

し、発掘調査による裏付けは現在のところ得られていない。

しかし、その後大宰府条坊を復元するけJで、この通古賀について論じられるようになった。宮本雅明

氏は大尺で 250尺四方の条坊プランを復元をした上で、長沼氏が国街と国Jrの推定地と指摘した 「扇尾
敷Jが、条幼復元案と整合性が高く国術が置かれた可能性が高いことを指摘している。井ヒ信正氏は、

政庁や観世音寺などの設計基準である中軸線と条幼プランにズレがあることに注目し、第1I期政庁の

基準尺と条場施工の基準尺が異なるものと考え、大尺を用いて 7世紀後半頃に政庁 I期の条坊が施工さ

れ、8世紀前半になって、既に一部存在していた条坊域を残しつつ、小尺を用いて第 II期政庁が施工

されたと推測した。また、大宰府政庁 1!JJj併行期の藤原京が条坊の中央に宮殿が配されていること、通

古賀地区にある薬師山や問中の森、般若守正陵、鷺田川との関係、が大和三山や飛鳥川のある藤原京の配

置に似ていること、通古賀が基鼎城の真北に位置するなどから、右郭の中心に位置し「扇屋敷Jと呼称、

される通古賀が重要な地区だ、ったのではないかと指摘している。しかし、井上氏はそれが国街なのかに

ついては言及していない。

また、地元に伝わる地名や伝説のうち、扇屋敷(長者屋敷)や田中長在伝説がある。その伝説については、

太宰府市史等を参照頂くとして、近隣で長符にまつわる伝説地のうち、小郡市の長者が池の隣で、小郡官

街遺跡(御原1市街)が見つかり、大分県の長将尾敷遺跡では下毛郡の正倉跡が見つかっている。このよ
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うに、長者にまつわる伝説地で占代官街関連遺跡が発見される例も少なくない。これは官街のような大

きな施設や多くの倉がそのような伝説を生んだ要因と推測され、この田中長者伝説は通古賀に官街施設

の存在を窺わせるものである。今回の調査結果のように近世以降の土地利用によって遺構の削平が著し

い中で、第 153次調査のような 7世紀末の土坑も残されているように、今後通古賀集落内で官街施設が

発見される可能性は十分あると考える。

参考文献

長沼賢海『邪馬台と大宰府JI1968 

木原武雄『筑前国府についての一考察JI1976 

太宰府市『わがまち散策一太宰府への招待一』第 I巻 1990 

宮本雅明「太宰府の都市J~太宰府市史 建築美術工芸資料編JI1998 

井上信正「大宰府条坊についてJ~都府楼 40 号JI 2008 

「大宰府条坊区画の成立J~考古学ジャーナノレ 588J1 2009 

通占賀区『通古賀風土記JI2003 

太宰府市『太宰府市史 民俗資料編JI1993 
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写真図版

写真図版については、主な遺構 ・遺物の写真を掲載している。その他の

遺構 ・遺物写真については、付録のCDにカラー情報で収録している。
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Pla. 1 

第 153次調査区東半部全景(南から)

第 153次調査区西半部全景(上が北)

--



Pla. 2 

第 195次調査東側全景

(上が北)

第 195次調査西側全景

(上が北)

一一ーー圃圃・・圃・ーー一ー一一一一

19558040a 

19558040d 

19558040g 

Pla. 3 

1955B040全景(南から)

19558040b 19558040c 

19558040eとSA050a 1955B040f 

1955A050b 

第 195次調査 S8040・SA050土層状況(南から)



Pla.4 

第 195次調査より北側

を望む

(中央の森は官薮で、

現在は殆ど伐採される)

1955E060完掘状況(西から)



『円

Pla. 6 
Pla. 7 

第 215次調査全景(右が北、空中写真) 第 215次調査 2区 l面全景(北から)

第 215次調査全景(南から、空中写真) 第 215次調査 2区2面全景(北から)



Pla.9 
Pla.8 

第 215次調査3区全景(東から)
215Ss100全景(南から)

第 215次調査8区南壁土層状況(西から)
215SF010・SX020・SX025検出状況(北から)



Pla. 10 

215SD050・060土居状況(東から)

第 215次調査 l・3区工事状況(南東から)

. ， 

Pla. 11 

FINE CElEBRATEO PlACES IN DAZAIFU. WHICH 15 

FAMOUSE SAO “ISTORY OF SUGAHARA • 

守樹

榎社旧観(昭和初期、南から)

榎社旧社殿 (2000年 8月、南から)



Pla. 12 

第 243次調査区全景

(上が北、空中写真)

第 243次調査区と王城神社

(南西から、空中写真)

Pla. 13 

243SE005井戸枠ウラゴメ石検出状況(東から)

243SE010井戸枠内 完掘状況(南から)



Pla. 14 

243SE010完掘状況(南から)

4・

243SE025 1. 5m掘下げ状況近景(東から)

第 262次調査

全景(上が北)

第 262次調査地から

西を望む

(右が北)

τ一ー司

Pla. 15 



Pla. 16 

第 262次調査上空

から通古賀集落を

望む(南から)

第 262次調査上空

から基鼎城を望む

(北から)

司

Pla. 17 

262SB015検出状況(東から)

262SB015南半部状況(東から)



Pla. 18 
Pla. 19 

第279次調査区全景(上が北、空中写真)

279SE001 井戸枠内完掘状況(北西から)



一『

Pla. 20 
Pla. 21 

16-1 16-10 

1955D020暗灰色土土師器杯a・黒色土器椀 (Fig.16) 

16-7 

153SE015黒茶色土出土土師器皿 c (Fig. 6-20) 

1955D020 暗灰色土土師器亦a・椀 c(Fig. 16) 

15-14 15-15 15-14 

1955B040須恵、器蓋 1(内面) (Fig. 15) 1955B040須恵器葦 1(外面) (Fig. 15) 

通古賀地区全長(上が北、2004年)
1955D020明灰色土土師器椀 c(Fig. 16-20) 1955D025土師器部a(Fig. 17-1) 

19-30 
19-28 20-39 20-40 

1955E010黒茶色土灰利壷・石鍋(外面) (Fig.19) 1955E010灰茶
色砂土師器椀c(横から) (Fig. 20) 



Pla.22 Pla.23 

47-19 

1955E060暗灰色土土師器小皿a(Fig. 21) 44-8 
第 215次8区黒色土出土土師器部a(Fig.47) 

44-7 44-6 

1955E060灰茶色砂丸瓦(凸面) (Fig.21-41) 215SD1l8出土瓦 (Fig.44)

26-15 

4a‘A 

47-22 47-23 
48-5 

48-4 

第201次調査灰褐色土 国産陶器土瓶 (Fig.27-21) 
第215次8区黒色土出土土師器椀 c(Fig.47) 

第215次8区表土出土縄文土器、越什|窯系青磁(Fig.48)

• 
26-15 47-24 47-25 

48-11 48-7 

第 215次8区黒色土出土土師器椀c(Fig.47) 

48-6 
48-9 

26-19 

第 201次調査灰褐色土石臼 (Fig.27-23) 第 215次8区表土出土瓦、土製品、石製品 (Fig.48)

201SE002灰色粘土肥前系 ・国産陶磁器 (Fig.26) 

243SE005灰茶色土肥前系磁器椀 (Fig.56-4)
58-1 58-2 

40-1 40-2 
40-4 

f 国四

44-3 
243SE015茶褐色土須恵器葦c3(Fig. 58) 

44-1 44-2 44-4 

40-3 40-6 40-5 40-7 
57-19 57-17 

58-46 58-45 

215SDOOl黒灰色土出土須恵器 ・土師器 (Fig.40) 215SD1l7出土遺物 (Fig.44)
243SE010黒褐色土土師器 (Fig.57) 243SE020灰色砂土師器杯a(Fig. 58) 

U 



Pla. 24 

60-21 

60-30 
60-31 

60-31 60-32 60-30 

243SE025暗灰色砂質土肥前系磁器 (Fig.60) 

60-25 

243SE025暗灰色砂質土肥前系陶磁器 (Fig.60・61)

243SK007 肥前系陶器土瓶 (Fig.63-8)

262SD005 縄文土器深鉢(外面) (Fig. 69-8) 

62-18 62-16 

243SE045暗茶色土越州窯系青磁小椀

緑紬陶器椀 (Fig.62) 

243SK007 国産陶器土瓶蓋 (Fig.63)

262SD005 縄文土器深鉢(外面) (Fig.69-9) 

Pla. 25 

262SD005黒茶色土 出土土師器 (Fig.69)
262SK078黄茶色土

262SK045茶黒色土縄文土器鉢

(外面) (Fig.70-19) 

縄文土器深鉢(外面)(Fig. 71-34) 

条 262黄茶色土層

石製品権(表) (Fig. 72一7)

• 
条 262黄茶色土層

滑石製円盤状製品 (Fig.72-8) 
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262SX076または262SX014 縄文土器深鉢(内面) (Fig.71-48) 
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80-5 

EE『

軍軍

80-5 

80-16 80-16 

279SD007出土土器 (Fig.80) 
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ふりがな

書名

箇IJ書名

シリ ズ名

シリ ズ番号

編著者

編集機関

所在地

発行年月日

ふりがな

所収遺跡名

だざいふじようぼうあと

大宰府条坊跡第153次

だざいふじようぼうあと

大宰府条坊跡第195次

だざいふじようぼうあと

大宰府条坊跡第201次

だざいふじようぼうあと

大宰府条坊跡第215次

だぎいふじようぼうあと

大宰府条坊跡第2437X
だざいふじようぼうあと

大宰府条坊跡第2627X
だぎいふじようぼうあと

大宰府条坊跡第279次

所収遺跡名

大宰府条坊跡第153次

大宰府条坊朗; 第195次

大宰府条坊跡第201渉:

大宰府条坊跡第215次

大宰府条坊跡第2437X

大宰府条坊跡第262次

大宰府条坊跡第279次

報告書抄録

だぎいふじようぼうあと

大宰府条坊跡 41 

第 153・195・201・215・243・262・279次調査

太宰府市の文化財

113集

宮崎先 、山村イロ策、中島恒次郎、井上信正

太宰府市教育委員会

福岡県太宰府市観世音寺 1丁目 1番 1号

2011 (平成 23)年 3月 31日

条坊 ふりがな =コ ド 座標 調査期間 調査面積
調査原因

[鏡山推定案]

右郭11条3・4坊

右草[¥11条4坊

右郭11条4坊

右郭10条1坊

右郭11条4坊

右郭12条4坊

右郭9条3坊

遺跡種別

者1¥城跡

者1¥城跡

都城跡

都城跡

都城跡

都城跡

都城跡

所在地 市町村 遺跡番号 X Y 開始

太宰府市

通古賀5丁目
402214 210050-153 55980.2 -45158.78 19940603 

太宰府市

通古賀5丁目
402214 210050-195 55954. 0 -45275.0 19970730 

太宰府市

通古賀5丁目
402214 210050-201 55965. 0 45175.0 19980513 

太宰府市

朱雀6丁目
402214 210050-215 56067.0 -44878.0 20001017 

太宰府市

通古賀5丁目
402214 210050-243 55952. 0 45165.0 20041111 

太宰府市

通古賀5丁目
402214 210050-262 55882. 0 -45165.0 20060616 

太宰府市

朱雀6γ目
402214 210050-279 56211. 0 45091. 9 20090804 

時代 主要遺稿 主要遺物

飛鳥~平安
井戸、土坑

土師岩号、須恵器、黒色土器

江戸~現代 緑利陶器、越州窯系青磁

奈良 ・平安
掘立柱建物、 土師器、須恵器、黒色土器

南北道路、井戸 製塩土器、緑紬陶器、灰;fJ!J陶器

平安 ・近世 井戸、土坑
肥前系陶磁器、瓦質土器

土自市質土器、土師器

奈良 ・平安 郷立柱建物、南北 須恵器、土師器、越州窯系青磁

近世 道路、条坊仰m~ つ 純文土2号、石器

平安 ・近世 井戸
I1巴前系陶磁器、瓦質土器

製塩土岩号、緑利陶器、灰利陶器

平安、近世 溝、建物 須恵器、土師器、純文土器

平安
井戸、土坑、 土師様、須恵、器、縄文土器

氾濫原 緑利i陶器

太宰府市の文化財第 113集

大宰府条坊跡41

平成 23 (2011)年 3月

編集太宰府市教育委員会

発行太宰府市観世音寺 卜l一l

印刷株式会社 三光

福岡市博多区山王 l丁目 14-4

終了 111 2 

19940704 300 専用住宅建築

19970929 176 共同住宅建築

19980520 120 専用住宅建築

20001205 451 社殿建答え

20041220 151 共同住宅建築

20060823 143 宅地造成

20090831 1705 共同住宅建築

特記事項

保存を前提とした調査

構のひとつは条坊の東西道路側溝

とみられる。
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